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4 定時評議員会決議お知らせ

昭 和51年 3 月29 日 開 催 の 定 時 評 議 員 会 に お き ま し て 、

下 記 の と お り 承 認 可 決 さ れ ま し た の で 、 こ 、 に 会 告 い た

します。

1  . 評 議 員 会 議 長及 び 副 議 長の 選 任

議 長 野 々 村 五 四 男 氏 (関西大学 )

副 議 長 高 橋 保 夫 氏 (銭高組 )

2 . 会 長、 副 会 長 1 名 、理 事 14名 の選 任 ・

昭和51年度 会 長 ・副会長 ・理事 ・氏名

新 ( m) 任 留 任

t 2h 2え 長 塚 本 猛 次 (日匙設計)

銭 高 輝 之(銭 iui 組)

副 会 長 者賞尾義主r(京 都 大 学)

福 81 朝 生 ( 室 長 線 腕 )

市川 宏( 束畑狙l築事務所)
井上 I晃 ( 大 池 設 計 )

北坦智造( 大阪市建築局)
大 沢 徳 吾 郎 ( 鹿 山 建 設)

理

国 防l 一 夫( 大阪府組築部)
岡I : H 光 正 (大 阪 大 学)

小西 岬 (EZ炉 建 築 )

窪田 結 (大 林 組)

小林 h'H新 住 宅 社)

(技 術 ) 佐 野 正 一 ( 言語禁制計)
寺悶{ 恵! J j ; (大 成 建 設)

松 村 康 三( 浦辺建築砂務所)
山 出 幸 一( 関 西 大 学)

三浦二三 男 ( 日本住宅公団 )
山 凶 義 行 ( 竹 中 工 務 府 )

大林芳郎( 大 ｾＪ＠ 組)

浅 沼 茂 夫 (浅 iB 組) 白 井 周 二 ( 消 水 建 設)

(総 合)

竹 中 錬 ー( 竹 中 工 務 庖 )

松 村 雄 二( 松 村 組)

鴻 池 藤 一( 油 地 組) 前野俊太郎防的' ) か嵯)

宮武伊三郎(大阪証J l 設業協会 )

(11 ( 気 )

小 林 山 自fl (太陽工藤工事)

今元康彦( 近畿電気工事 )

菅谷f l J l 児( 大阪電気暖房)

( 管 工) がf 水 愛 明 ( 消 水 工 業 所)

l半 一郎 (i!!i 1M 衛 生)

岩 井 市 郎(大 気 社)

( 建 材)

宗 谷 山 水 ( 室 谷 商 事)

井 上 浄 夫 ( 井 上 冷 熱)

渡 辺 .e， (東洋 y ャ ，7 ー)

(支 部) 佐々木米太郎( 公成建設)

( 常務理事) 福中定ニJ5! fl( 協会事務局長)

毎 日 出 版 文 化賞 受 賞

伺 ふ る さ と の す ま い 一 日本 民 家集一復 刻 版 の 刊 行

本会の創立45周年を記念して昭手a 7年に出版された上記図書は、

沖縄から北海道までの都道府県から代表民家200余を選ぴ、これを採

訪、実 isIJ した日本民家研究の基本文献で、500点にのぼる写真、 220点

余の平面図、断面図などを収録したもので、刊行まもなく品切とな

り、各方面から再干IJ が待ち望まれていました 。

待望久しい上記図書が、このたび日本資料刊行会より復刻版とし

て刊行、全国の書庖で発売されることになりましたので、本会々員

に対しては下記のとおり特価販売いたします。ご希望の方は早急に

本会( 大阪市東区北浜 3 - 37、電話06- 231 - 9648) までお申込み

下さい。

A 5 変形判( l 85Clll x  17 5cm) 上製函入270頁

定 価 5700円 の と こ ろ 会 員 特価i5000円 ( 送料 250 円)

日本建築協 会 会告

4 岡山、倉敷の新建築を見る

山陽新幹線の九州開通に伴い、西日本の現代都市へ の 発 展 は め ざ

ましく、本会でも昭和47年と 48年に岡山の新建築の見学会を催して

きましたが 、今回は、古い形に新しい心をも っ美術と民芸のまち倉

敷を中心に、また異なった岡山の新しい建物を 2 日間に亘り見学い

たします。

宿舎は赤いれんがと緑の。った。で話題になっている倉敷アイピ

ースクウエアを選びました。

見学する第ーの「ゼンセン中央教育センター」は岡山県の北方、

御津郡建部町の町全体があげて誘致に協力して、ゼンセン同盟が創

立30周年記念事業で計画され、働くものすべてが人間らしく、心盟

かに生きていくために論争し、合唱し、学習し合う仲間たちのため

に福波の丘陵地に設立されたセンターで、建築主と、設計者・施工

者が一体となり温かく、きびしく、独特の工半を進めてこられまし

た。また「天理教玉島分教会」は純日本建築の美を十分に見学でき

るにふさわしい建物です。それに近代医学設備をふるに駆使した「倉

敷中央病院J … と、今回は多彩な見学会を企画いたしました 。

新緑の久々の 1 泊 2 自の懇親をかねた催しにご参加をお待ちしま

す。

このたびの見学会は、ゼンセン同盟殿と安井建築設計事務所、浦

辺建築事務所、井上久雄建鰐主務所、大林組、藤木工務庖の各位に

多大のご厚意とご協力をいただきました。

日 時 5 月14 日幽 . 15 日出・ 1 泊 2 日

集 合14 日樹 ・1011寺→解散15 日出 ・11時

集 合 場所 国鉄山陽新幹線「岡 山」駅、出口改札 付 近 ・目 標 会 旗

( ただし、岡本太郎氏の陶壁面的前向改札rH口付近)

〔参考〕交通貨は各自ご負判断います.

定

. 6.  

:z:c 

・交通費新幹線新大阪→岡山 1.870問 ( 自由席 )

: i t 敷→新大阪 1. 980問 ( 1司[131市)

・新大阪発 8 :  43  ( こだま 371号) 来事→10: 00岡山清

員 ＲＵ 名 Ｈ Ｗ イ Ｗ ロパス Ｑ 台・藤木工務鹿股総ｦｊｾ Ｉ

費 10，000円 (術的資、思親会費、仕食代、そのf也、別に補助あり )

宿 泊 所 倉敷アイピースクウエア( 合敷市本町 7 - 2 ・T E L 0864 - 2 2 - 001J )  

見 学 場 所 fl )セ' ンセン中央教育センター( 岡山県御幸郡建部町福渡)

設 計 附 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 側 大 林 組

(2)天理教玉島分教会( 倉敷市玉島長尾 4 - 151 )  

設 計 棚 井 上 久 雄 建 築 設 計 事 務 所

施工側藤木工務庖倉敷支l i 5

(3)倉敷アイピースクウエア・宿舎

E  . . .  闘圃. . 岡・幅量- 盛 田園置園田園・・

組築と社会/ 1976年 4 月号 1  



日本建築協会会告

設 計 鮒 浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 附 藤 木 工 務 庖 倉 敷 支 庖

(4)倉 敷 中央 病 院 第 一 期 工 事 ( 倉 敷 市 美 和 1 - 1 - 1 )

(詳細は建築と社会誌 3 月号に掲載)

設 計 鮒 浦辺 建 築 事 務 所

施 工 側 藤 木 工 務 庖 合 敷 支 庖

行 程

・第 1 日 10 :  20 岡 山 駅 前 出 発 ( パ ス )

( 5 月14 日 制

11 :  20→ 14 :  20セ' ンセン中央教育センタ一見学と昼食

14 :  20 ゼ ン セ ン 出 発 ( パ ス )

16 :  20→17 :  30天 理 教 玉 島 分 教 会 見 学

17 :  30 玉 島 分 教 会 出発 ( パ ス )

18 :  00 宿 舎 ア イ ピ ー ス ク ウ エ ア 者 ・ 入 浴 、 休 憩

18 :  30→20 :  30 夕食 ・悠 親 会

ゲスト藤木工務脂倉敷支府専務取締役和田精一 氏

( アイピースクウエアの挫設時的お話を中心、に伺います)

・第 2 日 9  :  00 宿 舎 出 発 ( 徒 歩 )

( 5  H15日ω )

9  :  10→ 11 :  00倉 敷 中 央 病 院 見 学

・見 学 終 了 後 、 現 地 に て 解 散

午後は自由にアイピ ー スクウエア、大 ｬ 厄ｾ術館 、 合敷民 芸 館、倉敷考古館などをご

覧下さい( I ! f l館16: 00)  

申 込 往 復 は が き に 限 り ま す。はがきは 1 名に 1 枚限りとし、氏

名 ・勤 務 先 名 ・役 職 ・ 年 令 ・ 述 絡 電 話 番 号 ・返信用宛名、

郵便番号を記入し、「岡山、倉敷の見学会」と明記の上 5

月 4 日( 刈までるに建築協会事業諜へ。 ただし定員を超過し

たときは抽せんにて決定いたします。

ｾ＠ ＧＷＷｾＸ 年版会員名簿発行についてお願い

本 年 は 会 員 名 簿 の 発 行 年 ( 隔 年 ) に な っ て お りますので、来る 11

月 末 日 発 行 を 目 途 に 着 々 準 備 を 進 め て お り ま す が 、 最 近 の 物 価 高 や

人 件 費 の 漸 増 な ど に よ り 、 不 本 意 な が ら 希 望 者 に 有 償 頒 布 す る こ と

に致しました。 何 卒 事 情 ご 諒 祭 の 上 、 お 申 込 み 下 き い ま す よ う お 願

い申し上げます。

な お 、 予 約 分 に 対 し て は 下 記 の と お り 特 価 制 を 布 く こ と に い た し

ました。

記

大 き さ 体 裁 等 B  5 版 積組 本 文 上 質 紙 約350頁

発 行 部 数 10，000部

編 集 内 容 a  ) 本 会 の 組 織 、 全 会 員 ( 氏 名 ・卒 業 校 お よ び 年 次 ・

勤 務 先 ・現住所)

b ) 建 築 関 係 官 公 庁 ・学 校 ・団 体 ・建 築 設 計 事 務 所

・建 設 業 ・ 建 材 ・設 備 ・各 種 工 事 業

頒 価 一 般 1，500円 ( 送料 250円)

会 員 予 約 特 価 1，200円( 送料共)

このたび1仰あめりか屋社長前野慶太郎氏より、協会の 4 階階段に手摺をご寄

贈蹴きました。こ、に誌して厚〈御礼申し上げます。

社団法人 日本建築協会

2  

‘ レクリェーション施設を考える (2)

一 関西サイクJ レスポーツセンター一

「 自 転 車 」 … 私 達 に と っ て 非 常 に 身 近 な も の で あ り な が ら 、 長 い 間

乗 っ た こ と が な い と い う 方 も お ら れ る の で は な い で し ょ う か 。 昨 年

9 月には、「レクリェーション施設を考える (1)J として、大阪府背少年

海 洋 セ ンターをたずねましたが、今回は 、金 剛 ・ 葛 城 山系の山ふと

こ ろ に 最 近 オ ー プ ン し た 関 西 サ イ ク ル ス ポ ー ツ セ ン タ ー に 舞 台 を 移

し、第 2 回 目 を 企 画 し ま し た 。 自 然 の 中 で 思 い っ き り ペ タ ル を ふ ん

でみませんか。

観 光 開 発 等 が 自 然 破 壊 を 招 き 、 社 会 問 題 と な っ て い ま す が 、 自 然

との結びつきの強い 、レク リェーション施設も また閉 じ問題に直面し

てお りま す 。 関 西 サ イ ク ル ス ポ ー ツ セ ン タ ー は 、 サ イ ク ル ス ポ ー ツ

を中心 と し た 緑 の 中 の フ ァ ミ リ ー ス ポ ー ツ 公 園 と し て 、 財 団 法 人 自

転 車 セ ンターより 、固 定 公 園 内 と い う き び し い 条 件 の も と で 企 画 さ

れたもので、自然とレクリェーション施設とのかかわり合い、民間主体

のレク リェーシヨン施設のあり方などについて考える恰好の機会と恩

われます。

多数のご参加をお f寺ちしております。

日 時 5 月22 日 出 集 合11 :  10 

• 

雨天の場合は 5 月29 自由に順延。

集 会 場 所 関西 サイ クル ス ポ ー ツ セ ン タ ー ・ ゲ ー ト 前 目標会旗

〔参考〕 集合場所までの交通貨は各自負担のこと.

南海高野線 難波 10 :  ＰＵ 発高野山行念、行来事 Ｈ ｾｊＲ Ｘ 分 Ｉ →河内

長野下車 西日に出て駅前より南海パ ;<. 10: 45発サイクルスポー

ーツセンタ 一行』駐車→終点下車 (約18分)

交通貨 河内長野まで片道240円、南海パス片道170円

講 師 関西サイクルスポーツセンタ 一事業部長畑中 正 一 氏

保式会社安井建築股計事務所設計部加藤 俊 明 氏

定 員 50名

会 費 600円( センタ一入湯料・サイクリ ングロード使用料・その他)

行 程 11 :  15→ 12 :30講演「サイクルスポーツセンターの企図J 畑 中 正 一 氏

11 r地殻計画について J 加 藤 俊 明 氏

12 :30→ 13 :30盆 食 ・ 休 憩 ( 自 由行 動 )

13 :30→15 ・00 コ ー ス 利 用 説 明 ・サ イ ク リ ン グ

15: 00→ 解 散 ・自由行動

備 考 ・サイ クリングをいたしますので、 軽装でご参加下さい。

・昼食は各自 ご用意下さい。( センター内に食事施設あります)

申 込 往 復 は が き に 限 り ま す 。 は が き は 1 名に 1 枚 限 り とし、

氏名 ・勤 務 先 名 ・連 絡 電 話 番 号 ・返 信 用 宛 名 ・郵 便 番 号

を記入し、「レクリェーション施設(2)J と明記の上 5 月 10 日

間 ま で に 建 築 協 会 事 業 課 へ 。 た だ し 定 員 を 超 過 し た と き

は抽 せんにて決定し、ご通知いたします。

、

関西サイクルスポーツセンター・ターミナルハウス ( 写真純供 フ方ト共同プロ )

司
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別表 土地利用基本計画による地被 区分

日本建築協会法規委員会
( 国土庁 昭50年12月発表資料)

ーナ
ふｾ 函 相自

左のうち重複し

て い な い 面 積

h.  %  h.  %  

都 市 地 域 9，123，357 24 .2  1，998，082  5 .4 

1 n 重などの投怖をお 1年ちしてお ります. 農 業 地 域 17，560 ，894 46 .5  5，075，344 13.7  

102 

森 林 地 域 25，238，459 66 .9  11 ，790，275 31. 7  

自然公園地域 5，171 ，299 13.7 293，903 0 .8  

自然保全地域 58，918 0. 2 1，242 
。

白 地 地 域 303 ，870 0. 8 

計

ha  %  ha  %  

57，456 ，797 152. 3 19，158，847 51. 6  

注 l 基本計画l未策定的府県分については、承認可' 1 I i '1袋、

規制現況を基にしている .

2.% は、全国土而縦3，774万h. に対する% を示す.

3. 白地地域は 5 地域区分円いずれにも 属 しない地域。

4.重複する地域は、 17，685，323h. ( 全国土の 46 .9 %)

4 地域重複 157，140h.  

3 地域ill 複 2，627 ，531h.

2 地域箪複 14 ，卯 O，652h.

国土利用計画法の運用と今後の課題( その 2 )  

配慮されるべき公的機関の開発保全盤側u計画の

総数は 242計画となっている 。

前号では、昭和47、48年の 2 年間 にわたって30

% を超える高騰を続けた地価狂乱が、 49年に入

って下落沈静化した理由のー っとして、昭和49

年12月24 日か ら施行された国土利用計画法に基

づく土地取引の規制措置を挙げるとともに、同

法に規定する国土利用計画の内容 と位置付けに

ついて説明したが、引き続い て今回は土地利用

基本計画について説明する 。

3.土 地 利 用 基 本 計 画 の 策 定 と 土 地 利 用 規 制

の 体 系 化

土地利用基本計画は、土地取引 の規制措世 、そ

の他の土地利用 の調整措置を説ずるための基本

となる計画として策定されるものであり、園、

地方公共団体等は、この土地利用基本計画にJ ! / ]

して、適正かつ合理的 な土地利用が図 られるよ

う都市計画法をは じめとする各個別l規制法の定

めるところにより、土地利用の規制、その他の

措置を講ずることとされている。 (法 10条)

これによって、土地利用規制に関する各種計画

の策定段階で、土地利用基本計画を上位計画と

して総合調整が図られるとともに、さらには、

この土地利用基本計画を土地取引段階における

取引許可基準ないしは取引規制! の基準 (法 16条

I ③ 、24条 I ② ) とすることにより、これまで

{悶 々に行われてきた土地利用規制に関する行政

の体系化と土地利用規制に関する 実効性の硲保

が図られることとなった。

前回にも触れたとおり、これまでも、全国総合

闘発計画を頂点として各種の土地利用に| 刻する

計画が定められてはきたが、諸計画相互間の関

係等が法制上必ずしも明確ではなかったことも

あり、その計画体系として の 斉合性または 一

体性の確保がなされていないきらいがあり、計

画としての笑効性に問題性がなきにしもあらず

であった。し かし、国土利用計函法によって、

国土 利用計画( 全国計画) を頂点として土地利用

に関する計画が体系化されるとともに、これま

で土地利用 に関 する計画に基づく土地利用規制l

が開発の段階においてはじめてチェ y クできた

ものが、国土利用計画法によって土地取引の段

|渚においても規制できることになったことは、

土地利用に関する計画の実効性の確保にあたっ

て大きな意義をもつことになったといえる。

したがって、土地利用基本計画と個別規制l法と

の関係については、都市計画法、 j山辰法、森林

法等をはじめとする個別規制法に よる地域、地

区等の指定、変更は、上位計画としての土地利

用基本計画の地域区分の範囲内において行われ、

また範囲を越えて指定、変更される場合は、あ

らかじめ土地利用基本計画の変更を行うべきこ

ととされている。また、土地利用 の規制につい

ては、土地取引の届出また は許可申請合記載の

土地利用目的 について所要の審査を行い、 個別

規制法による許可基準を踏まえて、利用目的が

土地 利用 計画に及ぽすＩ ［ ｾｾ Ｍ明等を総合的に勘案し

てチェックし、必要な 勧告、行政指導あるいは

土地取引の 中止、不許可処分により、土地取引

現基本計画が暫定計画であるため国土利用計画

を基本としていないことおよび都市計画法、農

t辰法等の個別規制法に よる 規制現況図を原則的

にそのまま計画内容としていることについては、

先に触れたところであるが、このため、現基本

計画は、 a. 土地利用に関する諸計画の上位計画

としての独自の計画内容お よび理念、がないこと、

b. 土地利用規制 と土地取引規制の両親指IJ へ活用

する計画としての計画内答に具体性を欠いてい

ること、 c. 5 地域の重複する地域が多〈、その

調整方針に客観的基準がないこと( 5 地域の重

絞地域および白地地域は 1，799万ha(全 国土の

47.7 %) 、 都市地域と他の 4 地域の重複地域は

716万ha(全国土の 19%) に及んでいる。〕等が問

題点として指摘されている 。 これらの問題点に

ついては、昭和51年 3 月米の国土利用計画( 全国

計画) 策定後において、現基本計画の見直し改訂

作業の際に十分考慮されることとなるが、何分

段階において土地利用に関する計画の実効' 性の にも、国土利用計画法の施行後、日も浅く、既

確保が図 られ ることになった。 存の個別規制法のごとく永年の行政経験と蓄積

さて、この土地利用 基本計画は、国土利用計蘭 された知識、そして人貝の不足が、今後の国土

( 全国計画および都道府県計画) を基本として、 利用計画法 の運用上 の大きな課題のーっとなろ

都道府県 の区域について、都市地域、終業地域、 う。 とくに別表にみるごとく 1，769万haに及ぶ

森林地域、自然公園地域および自然保全地域 の 重 複地域は、土地利用上 からみて重複すること

5 地域を定めるとともに、「土地利用の割強等に 自体に矛盾 があり、一体 どのように土地利用 の

| 却する事項」と して、 a. 土地利用の原則、 b. 5  方向付けをすべきか判断に苦しむようなケース

地域区分の重複する 地域の土地利用 に関する調 ( たとえば、高士山頂が個別規制法では都市、応

援指導方針、 c 土地利用上 自己l面、されるべき公的 業、森林、自 然公園の 4 地域に線引き ) が多い。

機関の開発保全主的市計画の、3 項目が主として もちろん、わが国の自然的、経済的、社会的条

定められる 。 ( 法 9 条) 件なり、個別j規1111除去の歴史的背景からみて、 5 地

本来、土地利用基本計画は、国土利用計画が策 域の重絞をなくすことはできないが、できるだ

定された段階で策定されるべきものであるが、 け聖互理して土地利用の方針付けの明確化が必要

この土地利用基本計画が土地取引規制の基準と である 。ま た、 240余にのぼる土地利用上配慮・き

して活用されるので、暫定的なものとして、都 れるべき公的機関の開発保全整備計画について

市計画法、必振法、森林法等の既存の個別規制 も、具体的に土地利用規制および土地取引規制l

法に基礎を笹〈地域区分により、 一部の府県を の 商からどう配ｾＮされるべきか明確にする必要

|徐い でほとんどが策定を終えている 。 がある。

これによると、全国47都道府県の土地利用基本 いずれにしても、国土庁では近〈土地利用研究

計画の 5 地域区分は、 別衰のとお りで、 5 地域 会を発足させ、こうした問題点の解決のための

が相互に重複している地域があるため、 5 地域 基本計画改訂作業方針を策定させることにして

と白 地地域の合計面積は約 5，746万ha で、国土

面積の約1 . 5倍とな っている。また、土地利用上

いる。( つづ( )

( 大阪市総合計画局用地計画諜主査 佐賀幸久)
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ベストセラーの切聾タイプ

2 8型

- 切妻屋根が印鋭的な和風の 2 園出です ・どの部

屋も広〈使える ( 1 mモ ジa ール〉・坦 命n の天井

高〉 で、のびのりした室内空間 ・ 自由位計〉です

から . 土地的形に合h せて間阻りが決められます

【 切妻のわが家 】 ｾＮ￯Ｑｐｊ ｩ冨函 ｅ ・函 ｊｬｩ 百ｾｾ廻・

人さまざまな個性があるように

セキスイハウスにもさまざまな個性あるわが家がありますt

2 8 K型
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B 型

- 盛 高 融 資 額 2，0∞万円以内( 総額の70' 110以内。年

収 の 3 倍 以 内) ・返 i膏 則 問 鰻 長20年 (240回 返 済 }

・年 利 8. 40- 11 .40% ・地 機 企 刷 機 関 三 和 銀 行 、

大 和 銀 行 ほ か。

出セキスイハウス住宅ローンについては、金融情勢 に

よ り 上 記 条 件 を 変 更 す る 場 合 お よ び 金 融 機 関 を 当 社

が指定させていただ〈場合があ りまも

H C型

- 旭られた敵地が有効に生かぜる 2 閏姐です ・多少担い

位地でもゆ ヲたりと底がとれ、ご好肝をいただいてい家

す

積 水 ハ ウ ス 株 式 会 社

干530大阪市北区中之島6丁目6番地TEL 飴 (446)3111(ft)
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ナ ー ア ン グ ル を 閤 定 ア ン グ ノ レ に 接 続 し 、 本 体

と ス ラ ブ と を 悶 定 す る 。

4. 屋上告11

コ ン ク リ ー ト の 立 上 り を 、 あ ら か じ め 作 つ で

おき、本体の| 切水後に、環状ii 主体を取付ける 。

5 先端膏11

先 端 部 は 、 ス テ ン レ ス カ バ ー を 、 内 外 に 取 イ 寸

け 、 雨 仕 嫁 す る 。

惨 使 用 上 の 注 意

1. 本体が、 J1鮫カノレシウム板のため、否定起物

を あ て て き ず や 穴 を 生 じ る と ガ ス 漏 れ な ど の

原 因 に な る の で 注 意 を 裂 す る 。

2 施 工 中 は 、 で き る だ け 雨 が 直 接 あ た ら な い

よ う に 養 生 す る 。 ( J 1酸 カ ル シ ウ ム 板 は 、 l汲

水 性 が あ る た め ハ イ ス タ y ク の 特 長 で あ る 怪

泣性がt J l われる 。)

惨将 来 性

こ の 製 品 の 持 つ 特 長 は 、 は じ め に も あ げ た よ

う に 、 今 後 ま す ま す 盛 ん に な る 建 築 物 の プ レ

フ ア プ 化 に も 対 応 が 可 能 で あ り 、 ま た 公3 問

題 の 婆 因 に も な り か ね な い 従 来 の も の と 比 鮫

し て 十 分 強 味 を 発 探 で き る 製 品 と 忠 、 わ れ ま す。

炉 ハ イ ス タ ッ ク、 断面図、平面図、 ユ ニ ッ ト型

11--11 1;川，.‘

…  

牟弓亨戸= 弓幸 ぇ， . . 体

断 面 図 平 面 図 ユ ニ ッ ト裂

建 材 委 員/ 和 田 得 也 ( ( 附厳木工務1市 工 'f'膏11次 訴 )

山 図 書荘一

ノドコ ー ナ ー で は 特 定 の 製 品 の 紹 介 を 行 う 。し か し 、 広 告 - 亘 伝 で は な

い。 委 員 が 「 こ れ は 」 と 思 う 製 品 を 持 寄 っ て 委 只 会 に か け 、 そ こ で

保 育 を き め て 担 当 委 只 が 執 錯 す る 。 決 し て メ ー カ ー や 取 扱 い 商 社 の

言 分 を ウ 芥 み に す る の で は な い 。 し た が っ て こ こ で は 特 徴 の 評 価 と

と も に 不 備 な 点 の 指 摘 も 行 わ れ る か も し れ な い 。 そ の よ う な 忌¥' Pii な

い 批 判 こ そ 笑 務 者 に 益 す る も の で あ り 、 ま た 、 そ の 製 品 の - J 朽 の 発

l以 を f足 す も の と lmdcl す る か ら で あ る 。

し か し こ こ に 梢 ・除 さ れ た 商 品 は 、 設 計 ・脇 工 あ る い は 研 究 な ど の 存

分 野 の ベ テ ラ ン を 制 緩 し た 当 委 l . i 会 に お い て 、 般 か に 採 上 げ る に よ 止

ると認定したものばかりである 。 その意味では同一材般の中て ｾ ｾ ［ ｾ ｕ 終

以 下 と い う よ う な 製 品 は 、 か り そ め に も 泌 じ っ て い な い 筈 で あ る 。

将 来 、 本 コ ー ナ ー に 登 場 し た 製 品 な ら ば 安 心 し て 採 用 で き る と い う

よ う に 当 委 只 会 で も 努 力 す る し 、 ま た そ の よ う な コ ー ナ ー に 育 つ よ

う説者各位からのご指導 ・ ご協力をお ｉｾｊｩ いしたい 。

主s築と社会/ 1976年 4 ｊｊｾｽ＠ 5  

フ ジ モ リ産 業 株 式 会 社

東京。 干 105 束 j l. 都 港 区 東 新 儲1- 2- 17 ( 第 12中 央 ピル ) T E L 0 3- 574- 0511 

大 阪 干 541 大 阪 市 京 区 博 労 町 2 - 41 ( 中 博 ビ ル ) T E L 06 - 271 - 4131

建 材 委 員 長

ー

ユ

ニ

マ
，
ト

日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

に合わせ合坦! 自( ) な設計ーが可能である 。

3 経 量

主 材 の 比 ill が0. 4 と小さく、周りにコンクリ ー

ト 府 を 必 姿 と し な い の で 経i止である 。

4 耐 熱 耐用量性がある 。

耐熱温度は、 1000・C と 日 出 に 使 用 で き る の で 、

従来鉄むを用いた煙草事宮11に も 利 用 可 能 で あ る 。

ま た 並 硫 椴 ガ ス に 触 れ て も 無 水 石 膏 と な る だ

け で 、 強 度 ・断熱効栄には、支障がなし、。

Ｕ 断熱 ｾＩｊ 栄が良い 。

P 他 の 用 途

従 来 的 工 法 と 問 機 に コ ン ク リ ー ト 打 込 の f人-1
1
:，，，，

としても似!mで き る の で マ ン シ ョ ン な ど に も

よ く 用 い ら れ て い る 。 また、 U ダ ク ト 、 徽 引

き 煙 導 に も 利 用 可 能 で あ る 。

炉 施 工 要領

1. 基 礎 部

設也場所は、モノレタノレで五p: mに仕上げ、7 ) ( 1 . 友

き パ イ プ を 設 訟 の う え 、 煙 突 本 体 を 所 定 の 位

置 に 垂 直 に 悶 定 す る 。

2 . 守妾統音11

板合せ音11には、接7 t
Y

"i 斉11 を 使 用 し 、 コ ー ナ ー ア

ング ｊ レは、後続用アングノレを 利 用する 。 守安 ｾｉ￨

音11は、タイ 7 . レート( フラ ッ トノ〈ー) を当てて

イ呆穫する 。

3 ス ラ プ 閤 定

ス ラ プ 孔 は 、 外 J より 100mm大き〈とり、コ ー

l、

4・、 .

4曲 ↓ ー_ 20、
ス 1  _ _ _ _  外如温度

タ印+ - _ _ _ _ _  _ _ _  10'(; 

'l 40 +- _ _ _ _  _____ 

t羽十------ ------
du.... 1  _ _ _ _ _  

t邑 “ T _ _ _ _  

除 。，ｌ｟ＭＭＭＭｾＭＭＭＭＭＭｾＭＭＭＭＭＭＫＭＭＭＭＭ｟｟Ｔ
200 300 400 回航 、

仲 ヲ宅内飾品 il

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー の 新 設 に あ た っ て

主 邑 の 数 に ま が う 建 材 の rl .1か ら 、 真 に ニ ー ズ に 迎 合 し た も の を 選 定 す

る 作 業 は 至 難 で あ る 。 し か し 、 建 築 家 は そ の 困 維 を 避 け て 通 る こ と

は で き な い 。 け だ し 佳 村 選 定 の 適 否 は 、 1tl ち に 処 築 物 そ の も の の 死

命 を 11111す る か ら で あ る 。

当 怨 材 委 に お い て は 、 か ね て そ の 時 々 に IIl ] 組とな っ て い る 村 純 を 線

上 げ て 委μ 会 の 討 議 に やl し 、 そ の 結 果 を イ 主 主 主 「 技 術 の 頁 」 に 発 表 し

て き た 。 しかし、討議の性絡上、そのｾＮＮｪ ｈｩ に共通する得失は論じ得

ても、 ｦｬｾＱ 々の製品の良ＢｪＱｾにまで言及することはできるか っ た 。 すな

わ ち 「 技 術 の 頁 j ，;1: ｾ Ｇ ＮＮｪ純 の 概論 ・ 総折としての立 ｬ 床 はあ っ ても、建

築 笑 務 に 直 結 す る と い う の ; で は 、 些 か |漏干ft1. 蚤 俸 の う ら み の あ っ た こ

とはこ1:; 笑 で あ る 。 ま た 、 新 し く 生 れ て く る 新 製 品 に 対 し 、 H寺Jtll を 失

せ ず 紹 介 す る と い う よ う な こ と も で き な か っ た。 そのようなうにを宇IIi

うため、ここにt ' t . m な紙耐を吉11 い て 本 コ ー ナ ー が 特 設 さ れ る こ と に

な っ た。

表 2 断 熱 性 能

〈新 建 材 紹 介 NO. l

ビル用ユニット型煙突 Ii / 、イスタック 』

近年、 m築 物 の プ レフアプ化が、: l i : しい進歩を

示 し て い ま す 。 こ の 中 で 煙 突 は 、 い ま だ に コ ン

クリ ー トのフ レー ムの中に、而.t 火煉瓦、抗火イ7、

1i 斜l系 断 熱 材 な ど の 耐火付をp . 占りつけるという

従 来 か ら の 手 数 の か か る )ii 去 が 、 用 い ら れ て お

り、また、燃料から発生するＮＡｬ Ｑｾ ＶＩｦｾ荷量ガスなどに

よ リ 、 煙 突 自 身 を 伐 食 し 公 主 問 題 に ま で 及 ん で

い ま す 。 こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る た め 、 今 回 、

フ ジ モ リ 産 業 株 式 会 社 よ り ビ ル 朗 ユ ニ ッ ト 引 煙

突 「ハ イ ス タ y ク 」 がn，l発 さ れ 好 評 を 得 て い ま

す の で 、 ご 紹 介 し ま す。

砂構 成 部 材

1. ハ イ ス タ ，: 1 の主材

煙 突 用 ゾ ノ ラ イ ト 系f圭 椴 カ ル シ ウ ム 板 を 使 用 。

2. 接 f I斉1I

耐 熱 性 、 耐 般 性 、 無 公ミ主J 性などを考慮して、

無 機 質 系 の 後rf 斉1I を 使 用 。

3 榊 造 用 鉄 材

ア ン グ J レ、およびフラ ッ トパー ( S S  41 ) をf!l!

用 し 、 煙 突 の .1' 法 に あ わ せ 引 の の う え 欽 村 の

メ ン バ ー を 決 定 す る 。( 鉄材のや11紡については、

接続晋11に て 処 理 す る 。)

砂 特長

ｬ 工 ｊｾ ｉ の匁 ｩｴｩｩｩ

煙 突 用 の ス ペ ー スがあれば、 f也の 工 位 進j立に

合わせる必袈が少なく、施工H寺Jt/Iに 柔 軟 性 が あ

り 、 工jt! 1が 矧 紡 さ れ る 。

Ｒ Ｎ ｬｦ ｾｴＡＮＺＺ が自由

正万Ａ彩、長万 ｽｦ ｾ と 自在で、，雄物 ・部 屋の形状

表 1 珪 酸 カ ル シ ウ ム 板 の 性能

l 比況 l 1m'  I熱 k刈 本kca1/ mh.C I位向使用温度℃

0.4  I  0. 047 +0. 000098  I  1，000 



〈建策家のすまい

私の家

ー そ の 遍 歴一一

深 谷 浩 一

この J也に家をも っ た の は 昭 和34年 の こ と で あ る 。

もう 17年 住 ん だ こ と に な る 。 私 が 家 を あ け た こ と

も 数 え ら れ る 伎 で あ る か ら :兵 は 私 の 倍 以 上 の H寺院11

こ こ に 住 ん で く れ た こ と に な る 。 子 供 達 も こ こ で

生 ま れ そ し て 育 っ た。 従 って こ の 家 は 私 達 家 族 と

ずーと 一 緒 で あ っ た と い い う る 。 そ の 聞 に 子 供 の

成 長 の こ と や 、 機 能 の 完 備 な ど で 2 団 地 改 築 を し

た。 枇 初 に 建 て た 16 .5坪 の 家 を 原 形 と い う こ と に

すると、 Ｎｗｬ ｾ にはいつもこの原形を補完する姿勢

カぜあ っ た よ う だ。

JJ ; ( 形は幼児がn て ら れ る 放 少|恨 の 家 で あ る 。 当 11寺

の 愁 築 雑 誌 に は 、 家 の 中 央 に 便 所 や 浴 室 を と っ た

セ ン タ ー コ ア 型 の も の が よ く 発 表 さ れ て い た 。 私

に は そ の プ ラ ン が 少 有 気 に な っ た。 家 の 中 心 には

生 活 の 中心、 に ふ さ わ し い も の を と 考 え て 、 若 き で

〈 正 ｴｴ ｾ 距 家のすまい

本 音 の 住 宅
葱 ( ね 吉)

なんの変色ーもない木造住宅である 。

3  .1' 1三前 に こ の 住 宅 の 設 計 に 取 掛 か っ た が 、 あ ま り

図 ｉ 而を ｾ ｉｾ かなか っ た 。 ｈ 寺 ｈｊｊ もなく ｦ ｬｆ けなか っ た 。

半 年 経 か か って や っ と な ん と か 工 事 に 着 手 出 来 そ

う な 図 而 が 出 来 た が 、 そ の 図 而 片 手 に 依 頼 す る 大

工さん製しと、合わない予知( ( 7 ) 調訟に我れを忘れ

て走り廻 っ た Ｎ ｊ ｾ をＺ包 Ｑ い ＮＧｈ す 。

日頃、主I ! ; 築家として口にする、建築の、住宅の、

空間 ｩ の とし、う Ｇ ｊ ｾ は不 ｊ 忠義に頭になか っ た 。 生活の

削l戸j の 機 な も の で 設 計 も 工 事 も ii 主んだ J僚に思う 。

夜、にと って こ の 住 宅 は 本 音 の 生 活 か ら 生 れ た 。 生

活 に 密I( i した住宅である 。 従 っ て 、 こ の 原 稿 を fIF

く に 当 り あ ら た め て 紹 介 す る :! JI . はなにもない 。希

読者の頁

つく っ た よ う に 記 憶 し て い る 。 そして 、子 供 達 が

小 学 校 に 入 る こ ろ l 回 目 の 嶋 築 を す る こ と に し た 。

主目 的 は 子 供 の 個 室 で あ っ た が 敷地 に 111皆分の段

差 が あ る た め に 下 l増に 床 下 部 屋 が で き た 。 原 形 の

ピ ロ テ ィ 官1¥と 足 し て 私 の 仕 事 部 屋 と 4 帖 半 の 子fiiil

2主である 。 このl i ' l U l i は床而般の拡大であった 。

こ れ で一 応 の 広 さ は 確 保 で き た が 当 然 の こ と な が

ら不便な I! f _ が多い 。 便 所 ゃ 浴 室 は 原 形 の ま ま で あ

る。 6 尺 角 の な か に 木 の 浴 槽 、 洋 式 使 様 、 洗而と

最 近 の ユ ニ ッ ト 裂 の は し り で あ る 。 家 族 か ら 綴 反

論 を う け な が ら 数 年 耐 え た が つ い に 改 造 す る こ と

に し た 。 つ い で に 3 尺角の玄関、 4 人 が ゆ っ くり

食 ;>J';のできない食堂、 f) f. Jけ す ぎ た 居 間 な ど も 思 い

切 る こ と に し た 。 1lH良は縫桃 造 の-t;J J 裂 で あ る 。 切

姿 は :T;'/ Ul i に使利 な も の で あ る 。 桁 方 向 に 連 ね て 子

{共有1¥記 や 浴 室 等 を 延 ば し 、 安 方 向 は 軒 高 7. 5 尺 か

らl量 似 を 詳 下 げ て 玄 関 をつく り、同 じ方法でパノレ

コニ ー や ill 共 を 平 行 移 動 さ せ て 食 堂 を 拡 げ た 。玉F

T簡をみると l京j惨 か ら 四 方 に 拡 が っ ている 。 こ の 家

凡に来た人は ｾｊ としてはめない 。 建築として、又、

住 宅 と し て 魅 力 が な い の で あ ろ う 。 魅 力 の あ る 建

ホ ン ネ

築 は す ば ら し い 。 そ の 魅 力 は 本 音 の 魅 力 で あ る べ

タテ マ エ

きであろう 。迫li 狗 の 魅 力 で あ っ て は な ら な い と 思

う。 住 宅 は ま し て 当 然 で あ る 。 私 の 住 宅 は 本 音 で

あ る が 魅 力 の な い 本 音 で あ る 。 こ こ に 私 の こ の 住

宅 に 対 す る 反 省 が あ る 。

彩、には惑い ｪ ｩｬ ｾ がある 。

設 計 中 に 向 分 で そ の 設 計 に 疑 問 が 生 じ る 、 迷 い で

ある 。 そ れ は お 工 し て か ら も 、 工 事 中 に も あ る 。

竣 工 後 も で あ る 。竣 工 し て か ら は 出 来 た 建 築 を 頭

の な か で 建 て な お す。 こ の 住 宅 も 例 外 で は な い 。

そんな家でも、 1 日の卸l め を お え て 速 く に そ の f

りを見た H寺 に は な ぜ か 心 が 安 ま る 。 前 の 路 で 子 供

が冬の日だまりをよ拒めその背中 に母親の視線を! 必

に多少の| 見l心 を 持 つ 人 も い る 。 そ の 人 に は 言 楽 で じ て 安 心 し て 遊 ん で い る 姿 を 見 た 時 に 私 は 、 や は

ホ ン 念

説 明 の H. J 米ない在、の 「本 7f の 住 宅 」 を 見 に 来 て も ら り こ れ で よ か っ た の か な と 思 う 。

- 企 画 建 築 家 の す ま い

今 回 投 稿 欄 小 委 員 会 の 企 画 と し て 、 建 築 家 の 方 与

の 哲 学 ・生 活 ・ 心 が も っ と も 象 徴 的 に 表 出 さ れ る

と忠われる自丘Hについて、執筆願いました。

( 順不同)

は「たこ足音1¥屋 型 平而 Jf3J ということになりそうだ。

原形をつく っ た の は 私 が24オ の と き で あ る 。 .W/ 築

を111ね た が 原 形 は iil i さ な か っ た つ も り で あ る 。 よ

く「初 心 忘 る べ か ら ず 」 と い わ れ る 。 建 築 の よ う に

長 い 年 月 に 耐 え な け れ ば な ら な い も の に は 「 若 さ

と は 邪 腿 な も の 」 と さ え 思 わ れ る H寺がある 。 だ が

こ の 家 で は 未 熟 さ は い つ も 布Ii な っ て き た つ も り だ

し、在、の建築に対する考え方のj J ; ; i 鹿もあるようだ。

こ の 家 に は 私 と 家 族 の 17年間1の 日 記 が あ る と も 思

っている 。

子供述にこの家の! 滋恕を尋ねた 。 私 が み じ め に 主

るから 聞 くなという 。 Ｓ 弘は ｦｪｾ 見をできうるかぎり

附J ' 、てとりし、れたいと思 っ て い る が 、 我 が 家 に つ

いてはいろいろ ｾ ｊ ｾ ＱＢＧＢ がありまして、 ｈ 寺として家長

的 に な ら ざ る を 待 な か っ た。世 部 王 と し て 建 築 家

と し て 反 省 し て い る 。ー子 供 述 も 私 の 葛 藤 が 理 解 で

き る 年 に は 未 だ 早 す ぎ る か も し れ な い 。 だ が こ の

家を 通 し て 夫 婦 の こ と や 、 人 生 に つ い て 話 し 会 え

るときがもうすぐ卦とると思 っ ている。

ぅ'J'; にしている 。 し か し 今 迄 あ る 般 の 期 待 を し て こ れ は 本 音 で あ る 。 1 階 平 面 図

〈主tt 築家のすまい

、無、の家

狩里子 忠 正

学生時代、 i! ! i ' i 与にある海 tl'f 寺 の が Ilff. 文 11非老仰に公

衆を与え ら れ、その後、社会にＺｊＺ ｾ てからもあ ｴ けて

J f え さ さ れ 、 体 質 さ れ る と こ ろ ま で き て い る |問題

が あ る 。 その |尚道i と は 、 無 門 l期第- J! IJ に あ る 公 笑

で あ る 。「定立州和 l尚 因 み に 僧 IlIJ ふY 句子に巡 っ て 仏

性省りや也た! ! J . F . しゃ九 州云〈、、 j!' 号、 この 「無」なる

も の が い か な る も の で あ る か と 思 い め ぐ ら す こ と

が た び た び あ っ た が 、 未 だ そ の 域 に 至 ら ず 聞 の 難

解さはT : ' /す ば か り で あ っ た。 は た し て 狗 子ー 犬 に

仏 性 が あ る の か 否 か 、 ど う す れ ば 認 識 出 来 る の か 。

この公衆を送向li か ら 与 え ら れ た の と 自 分 の 家 の 設

計と時期的にあるいは心情的に| 刻述を持 っ ていた

よ う で あ る 。，池袋技庁|ーの第一 作 が 自 邸 で あ っ た。

主ｉＡ［築をあＺける ｼ 以りこの ｲｾＡ むなるものを理解するこ

に か か わ り あ って 変 わ っ て 行 く の か 、 を 考 え る の

に 純 々 の 条 件 を ぎ り ぎ り ま で あ て は め た 。 建 築 は

必 ず 美 し く あ る べ き で あ り 、 理l にかな った も の で

あ る べ き で あ る 。 ご く あ た り ま え の こ と が 主 題 で

ある 。

処ｕｬｩｾｲＺ ｜ｊ は向然の 中 で思考を持 っ た到 ｉ｜Ｍ ｊ をえぐっ

と ったも の である 。 釜 山l を支えるためにわ昨造があ

り、川浩は明白平な答を持つべきである 。 将 来 の 要

求 を み た す に は 、 支 え ら れ た 11 : ¥来る| 浪り広い空間

の 中 で 変 化 に 対 応 し 得 る も の と し て 、 {立世づける

必 姿 が あ っ た。 そ れ 以 米 、 建 築 で い わ れ る 「 空 I: ¥J J

は越州布l 尚のいう 「無」と同質のものと思われる 。

主主築に於ける「空間 」も 、 狗-f - に巡 っ て 仏 性 あ り や

也た無しゃ、州、| 云< r無」も、それと同一 化 し な い

と 解 決 出 来 な い も の で あ る 。

手! 分 の 家 な る も の を 設 計 し て 15年になるが、年母、

使 い l勝 手 と い う 理 由 で 作 り か え ら れ て い る が 「 釜

と が 必 裂 で あ る 、 と 側 人 的 に 与 え た 。 そ こ に 住 む Ii¥JJ と「無」が|吋 じ に な る に は か な り 時間 がかかり

人がどう! 必ずるか、どう );13仰 を す る か 、 ど の よ う そ う で あ る 。 ( 竹中工務脂勤務 ) 1階 平 面 図
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ニュース 原稿 をお送リ〈だき、、。

第 22回 大 阪 府 建 築 コ ン ク ー ル 発 表

V 銭 鋼 会 館

II( {利 50i
ドj交の 大 |仮J( ，J 往 築 コ ン ク ー ル ( 大 阪 J(J

大 阪M建 築 | 会 J UIl ，) は 、作 品 日111"1 入' i ' t 2往 築 、

f  ｉ ｾ 作 Ｒ 位 築 、 Ｒ 級 生 ｉｉ 築 Ｑ Ｚ 奨 励 ｩ Ｇｴ ｉ ｾ 主主 Ｂ ， なし 、 ［ｻ ｾＪ ＴＱＨ

存11門 .'!Mwn. 該 当 な し と 決定 した 。

なお 、{ 乍品百111"1の 入 1't '  i H乍{ 乍品 は 次 の と お リ。

〈入 賞 2 建 築〉

・ 日商 岩 井 株 式 会 社 大 阪本 社 ピ ル 設 .iJ才f / 鈴

本 洋 也 Ｈ ｊｉ ミ畑 ｈ 処 Ｎ ｾ ι ＱＧ ［ 務 所Ｉ 地L ./'i・/ H間半寺

川二大 阪 本 社 ピノレ 新 築 工 ・Jqr1j 水 位a>t 大 林m

J児 ，( Ij必E設 J '<I. ，Iu'、業 体 処祭主 / 11 間行 I H的 。

・5載 鋼 会 館 設 ，lI -1'i一/ 1:111↑，; 太郎 ( 11 処 札:1-)

地 工0/'，' / 不 正り'Jill ;s[ 4.ll 築 主 / ( 干1:) 鍬 副司会館 。

〈佳 作 2 建 築〉

・関 西サ イ ク ル ス ポ ー ツ セ ン タ - ｾ ， ￬ｉお Ｏ Ｑ 左

ｾＧ ｊ Ｇｊｅ＠ '  ( 安 J I:往 築 設.11" Ｇ ｉ ｾ 務 所 Ｉ 地 T :f'，- / 奥

村*，Il ｩｬＡ ｭ ヒ ＯＨ ｬＡ ｾ Ｍ Ｉ ｉＧｉ Ｇｉ 以 ＧＱ ＰＺ セン Ｗ 一 。

・河 内 長野 市 立 総 合 福 祉 セ ンタ ー ぷ . i J 者/ 能

勢次f ! 11 ( 能 勢-ill mJ 立汁 'JQ:j5所 ) 施 工 者/ 人・

ＢＧＢ処 設 処 築 ￬ ｾ Ｏ ｩ 口 ｉＱ 人 ｷ 型 Ｑ ・ ､ＧＭ 。

し だ れ ゃ な ぎ

S alix baby lonica  L  

ゃ な ぎ科

初11に JJtl ，柑1111曹、I，'!'jg リ判11，fJJ lI の1でのどじょう ・0

などと 、背からゃなき' の 名 は も の の i喰えに i出わ

れ て い て 、 我 々 には，fJ t しみがある 。 しかし 、 ゃ

な ぎ の 州 知 は |仕掛L に 300N( 以 卜. L あ り、 白止に 我

々 が 行 う ゃ な さ' は 「しだれやなぎ」に 11，民 られる 。

「しだ れ やなぎ」は「校 ifiii L柳 」であ っ て 丈 ' {: illi リ

校 が下 にA i. L る。 )J江戸u也は '1' 11同 '1' 1判汗11で 、 と

くに Ｑ ｾ Ｉｪ r?仁川ーに 多 〈比 句I. L るという 。 '‘ /・r，に は

パ ピ ロ ニ カ と あ る カ ヘ パ ピ ロ ン の 戸)1ではなく 、

小11、|戸F の む の が パ ピ ロ ン に 砂 入 し、 リ ン ネ が そ

こ で こ の めIをt : 1i Ａｬ ｾして 名 を イ・ ｬ けたという 。 中 ｉ Ｚ ｅ ｉ

は さ す が ゃ な ぎ の 本 場 だ け あ っ て 、lHhと柳 の 2

つ の 泌 ' '!: を使 い 分 け て い る 。 "見 に よ る と 紛 は

伐 の Bi : れな い や な ぎ で 、判11 は 伐 の 市: れ る ゃ な ぎ

t.: という 。 だ か ら や な ぎ は 伎 iffi れ る ｊｦ ｾ のもの 、

約l ' 、もの 、ノk 辺 に 11<1む も の と い う観 念 が あ り、

ゃ な ぎ と は 別 純 の 樹 で む ユ キ ヤ ナ ギ 、 ビヨ ウ ヤ

ナ ギなどと 才1 づ け て い る 。 車IJ 身 包 丁 L 納l' 、から

判II}J と い う し 、 y阿の 1;- で 夫 1味 な シ シ ャ モ と い う

.((' ，は柳 柴 1.(' ，とら 111' ば れ る 。

ゃ な ぎ は 筑 紫 の ，:':i -1，で 、 r'，':j さ 10- 15m ぐ 句 い に

な リ 、 小 校 は 柔 軟 で下 垂 し柴 は 釧 l毛し、 。 イヒ は 1=1

立た ぬ が 4 J  1に 咲 きイとの 後 て-f>>li 誕 という 綿 も が

ｊ ｉ ｾ Ｎ［Ｇ＠ 0  ｴ ｦｦＮｴ ｴ ＧｬＺ は Ｇ［ｾｬ <  '1' _  J_，毛b '1'-' 、。 F門前((す る に b f支

を十l[i し て お く だ け で 十Nカ勺Hて く る 。 あま り |ニI也

をj1! l は了な いカ勺，J<_ j!l を111-も・。 'I:!' ，グ) S a li x は ケ J レ ト

ｾ ｴｦ ｓ｡ ｬ＠ ( j!i: 10 )  Ii s  (ノJ<_ ) の 結イ干訴 だという 。 余

J主 に な る が 、 し だ れ や な ぎ を r，ナ ポ レ オ ン ヤ

ナ ギ と む い う 。 こ れ は ナ ポ レ オ ン が セ ン ト ヘ レ

ナ 仏 に7た さ れ た と き 、イ ギ リ ス の 将 'IP:が 本 f]，1か

らこの t討を1;，'j の }IJ. の jli: くに 移，f jl( した 。 ナ ポ レ オ

ンは 4p'ii'. ーに 汗 ん で い つ ら この 桔? を 愛 し た の で 、

死 後 ｩ 立体 を ｪＧ｛ ｾ ｾ するとき 必 の 外側 にこの 十 支を

やfi -1，してや っ た。 それカず 、.'L iJRにi氏 本 し て ナ ポ レ

オ ン ヤ ナ ギ と II' f'-I ;I:' 1. L る よ う に な っ た。 そ の lt こ

の ，(.Ij を訪 れ た 人j辛は こ の 絞 を 干干 ち ｾ Ｇ ｉ￥ っ て 作 ｉ 也

にやfi-1，して 明 や し た と い う 。

こ の 附 の i立I W内な刷l川 と し て は 1. 1' [ 路樹、ノ'J<_ j!l の

ＮＱＱ ， 木、ｊｩ ＧｾＱ 詞 があげられるが 、 Ｎｦ ［ｌ， 、 庭 Ｑ ， 司の 場 イ ト はデ

ザ イ ン(j (J に 調布 l さ せ る の が知 しいであろう 。 1M

ｊ ｦｾ が Ｔ ｩＢ ｩｩ｜ に ｩｬｾ 卜 性 的 なのである 。 ｦ 行 ｩｩｬｉ ｴ ｍ では銀 ｉ 色

め ゃ な き' が 有 名 で あ っ た が 、 そ の 後 い ち ょ う に

変えられ 、 ｪ ｉ ｾ ひ， ｪ 也 ｹ じ め 袋 己ｾ ｾ でやなぎにな っ たが、

今 は 銀1奄にゃなき' は 比 ら れ な い 。 向 JMビルのす千

1/ ¥1の 街 路 附 よ り もこの 樹 は や は り水辺 の .hf( %x に

過 し て い る よ う だ。 '1' 之 1:，'j 公 開 の ml lJl Iや 大 阪 城

公 Ｑ ，［Ｏ Ｑ の ｲｾｾ Ａｦ ［ｍ では 、 ゃなぎと ノｊ＼｟ ｪｬｬ のＡ ［ｴＱｩｊｬＮ が尖しく

， ｾ ＱＮｪ Ｑ Ｇ ＱＱ している 。 参 巧 までに 、 ｏｍｍ ピルや 大林 ピ

J レの Ijij の や な ぎ の j it 飢 と比 鮫 してみると 1( li l' ぃ、

か L しれ ぬ 。 大 阪 で は や な ぎ の街 路 樹 は J 主体、

I"f川 の j!i: ＼に ｩｾｊｔｉ されているが 、堺 筋にはどう

した わ け か ゃ な ぎ が村l え ら れ た 。 あま リ伎 が iffi

1. 1下 がると )Jパi- .fi の IU i にあた っ て 汗↑! ? が H¥る。

また 、相11 に JJtl だ が こ の W，tは 芯 外 に J，[!止 に 弱 い 。 i.le

Ｎｦ ｎＧ ｾｉ Ｇ で 併 に 比 べて 伎 が 多 い ｾ ｪｬ で っ かちなので 、

ｦ ￬ｽ ￰Ａ 止 の 被 Ｚ［ Ｑ［Ｚ を受けやす ｌ 、 。 そこで 被Ｇ， Ｑ ［Ｚ を ｦ ｴｴｾ れる

nf 'i l1'i は 、 ITTI訟を 1J 企む欲 する EZ に 校 を パ y サリ

とυJ リ議す 。 こ れ L また B汗 '1'11が よ ろ し く な L 、。

しかし 、 この 枯fの イ手 の 舟イ1¥しの 百Ti. Lんさと 中乍 な

美 しさ は 114手 を! 必じさせる j孔 物 詩 で も あ る 。 も

っ とも ＱＱ 企 ｪｊ￭Ｍ では 、 ｴｉ の Ｎ［ｾｵ 文 の明主 ￋ によ り ￼ 以降

に t' -Hた$Jr 主主 が 1 - 2  J I ま で 山々 と し て い る し 、

3  J  Ｑ にはもう 新芽 が ｈ ｾ てくるし 、 や主ぎはひょ

っ とし た ら ｩＱ Ｑ ｜Ｇ ｩｩ｜Ｍ ｾ ￞ 防 ｦ か もし れ な ｌ 、 。 Ｈ ＱＱ ょ ｆ ， ｻ ι Ｉ

V 日商 岩 井 株 式 会社 大 阪 本 社 ビ ル

樹の話シリーズ・ 20 ｌ￠会ｾ込

お 願 い 樹 の 言舌シ リー ズも 20回 を 迎 え る こ と に

な 円 ま し た 。 担 当 係 で は 今 後 の 企 画 に つ い て 舘

し合 っ て お η ま す が 、 こ の 欄 に つ い て の ご 意 見

ご感 想 、 希 望 の 樹 の 種類 な ど を ど し どし お 寄 せ

願 L 、ます 。 電 話 で も 結 構 で す 。

日 本 建 築 協 会 事 業主果 T  E  L  06- 231- 9640 



第 一 回 吉 田 五 十 八 賞 決 定

処 築 家 、 放77間二丘卜八氏生前の J官望により、未 吉田五十八氏の三回忌に当る 3 月24 日、その受

亡入手f l J l 初校氏がキ11続 財 産のー古11を干ifJI料、これ 11式 が 来 京 会 館 でIJf Jf 佳された。 肉 情 誠一 郎里ll' J';

を Ｉ ，ｾ金に、わが国建築美術振興に待ワ ｡ せんとし 長のあいさつ 、村野 Jji長吾氏の主i ' f fEの 感 想 に つ づ

て設立された MI司法人吉田五十八記念公判:i 似 興 いて、深谷浩一氏 ・ ＷＲ ［ ｾｦＧ 鉄之助氏 ・ 大場正一 郎氏

MI1'1  ( ，:':j 僑 誠一郎理事長) による、 第一 凹令| 日 争 Ｑ Ｑ 有義 郎氏 へ記念 品と ＱＧｴ ｾￂ が送られた 。

1J : 卜八nが決定した。 受n者を代表して深谷浩一氏があいさつに立ち、

選巧は ・ill 築( 庭悶およびその他工作物を含む) かなり緊張したおもむきであ っ たが、受賞のよ

・往 築 立 l丘」二特にこれと関連のある絵画、彫刻 ろこびを卒直にうけて、「設計者の災任を術感し、

および内外装飾の工芸など( l I tH1I 50年 9 月30 日 ただもくもくと設計に呼念するのみ」とこれか

までに完成したもので、過去 3 年位を含む) の らの志向を披淡された。 また、 il i Lf ! ; I 点一郎氏、

作 品 を対象とし、? i ニ名，建築家、止!と，論家、美術愛 村松山次郎氏か らお祝いのことばもそえられた。

好家などにより般的された Ｗ ＱＮＧ ，Ｇｾの ｻｉｾｦｬｬ￬ 作 ｴｈＱ より 式がおわり、隣室での記念、パーティが受賞者と

選巧安以会で決定されたもの。 巡巧委以は次の 財問↑JII J と参加者の心をなごませた。

谷氏。 特 !J I JJi品七/ 木内 克 / 小k:k:i/，忠太郎/ 杉 山巧』

Ｏ 谷 ｮｾＧｦ ｦＡ ｉ ｖ Ｊ 山魁夷 Ｏ 村野 ｊｪ 長吾 Ｏ ，Ｇ ｦｦ ，ｴｬｩｬ Ｈ￭ 三。

なお、 m築 に お け る 個 人 の 位fll がややもすれば

.lf，'m化しつつある今回、 Y乍家lγ として作品の

制作者側人を表質する本質は、わが| 王l生l ! ; 築文化

の発展に i't i J l な役割l をはたすものと忠われる 。

第 1 回 吉 田 五 十 八 賞

・建 築 の 部

臨南寺本堂 ( 大阪市住吉区西 l乏か;，urr 769)  

i1生;1r才v 深 谷 浩一 ( Ijlj 大成雄設 j 、Wx文l山J丸lI' fill )

〈 表彰旦 ｬｬ ｬ ｩ ｬ Ｉ 臨南寺本堂は、 ｾ Ｑ｜ｦ￬ｬｊＱＧ ｬＺがあり、

絡 調 あ る 完 成l支の高い作li73 である 。 そこには

地道な努力を航み丞ねて米た，悠築家にして、

初めて成し得る ＱＲ かな表現 Ｑ［ をも って 、 ｦｾ れ

た仏教空間を創造している 。 正に、池築のノド

i丘を行っている現代建築といえよう 。

・建 築 関 連 美 術 の 部 該 当 作J J1なし

・特 別 賞 大 工工具に対 す る 業 績

- 大 [ /IJ 針 / 宮野鉄之助( 遠疎四方涜)

- 大 C/ IJ 卸i / 大場正一郎

- 大 工m飽 / 神 吉 義 郎 ( 千代鶴貞秀)

〈ヨ長彬理由〉日本建築の伝統の '1' でっちかわ

れた鍛冶験人の長年の努力が、時代を越えた

立派な作品を生み出している 。 これらの業紛

に対して、 11 を贈る 。

深 谷 浩 一 氏 ( 1Ii'l初 10年 10月生まれ)

大阪J(.f J比佐野市公ヶ丘町594 - 10

ｬｉ ｻｪ 利 ＲＹ 年Ｎ山支ＱＧ ＱＧＧ｟ｖ ，ｾ立 ｱＢ ｩｬｲ 高校工業料住吉ｾ，，ＪＮｦ ｾｅ .  . A杯、大

成他殺大阪文 j苫入社。昭和51年、|百Jtt をj i l 社。

.E. 主作品 : tnニ，L、官官僑ピノレ、 相l愛ザ:1判、臨 r軒、7 丈宅、

迫下 1"/' 下院大、第二有楽ピル、臨 1何寺会館、l州市寺

本常、 pqι¥: ，':Hl見ショッピングセンタ一、そのイ也。

宮野 鉄之助( i 怠蔵四方i斎) 氏 ( 'Vlifi 34年 7 )/ ｾ￈ＮまれＩ

兵 1・11県三木市品ij l' l - 3  - 31  

三 IM，('j .' i;¥. 小学校卒業後家業に就く . ｉｉｾｈｩＱ Ｑ Ｓ 年、 Ｒ 代目

Ｇｉ［｜ｾｴ 鉄之助を豊島名 。 昭和 ＱＶ Ｍ ＲＰ 年ＧｏｪＧ，Ｇ｛ｩｩ ｬ 災術院以覧会

刀世IJ の古11帯住委只。現在、三木市文化財保必委只.

大 場 正 一 郎 氏 ( 明治33年 1 月生まれ)

新潟県三粂『打点張館1326、中条平日 91 万

IVI ifi 45年五卜嵐万台氏へ弟チ入 。) 、大正10年独立。

大正1111三J.RJi"( ::ri ;'.n閥的に仕，)'; を納め始める 。大正12

年l則点大災災のため、土地内三条1制民に納める .

1I {j.f 1132年、作名;':1"， 中長正一郎を大場正一郎に改める 。

神宮義郎( 千代鶴貞秀) 氏( 明治41年12 ) J  ' 1;: まれ)

兵JOIl以 三 木 rli 11，¥) 1ユ2 - 6  - 21 

三|封<.}. Ｇ ， Ｚｩｾ Ｇ＠ /J、"i"校卒業。 17オで鍛治的道に入る。

II{HII6 年、千代前: s : J j k 究氏に入門。H召布18 年、州郷工

房を l別< . 11召和 10年再度千代鶴赴禿氏のもとに.

昭和 ＲＴ 年、下ｻｾ鶴点禿町名を受ける 。

臨 南 寺 本 堂

本，ｊｻＮ ｉｉＨ ｻｦ ｬｬ ＴＹ Ｑ ド Ｗ Ｉｪりに Ｑｾ 峨

品 Ｑｾ 杉ＮＡ， ￞ＮＺＮＧｂｩ ， Ｇｮ 孟

9  



水に、スキをみせるな。

0.01 ミリのスキ問でも、 水 は遠慮、しません。

く日アス 〉は、 |坊水工事 ひとすじに 50余 年。

この小さなスキ聞との、長いたたかいを続け

ているのです。 もちろん、 O シグマートによ

るウエルドシステム O 特殊絶縁防水工法 ( 特

許ストライプ工法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術と 、完全責任施工 ・年限保証が私たち

の強力 な武器。 全国90カ所にも

およぶ く日アス 〉ネットワークの、 水 もモラ

さぬたたかいぶ りに、ぜひご注目ください。

地 区

北海道

会 社 名

日本防水総業株式会社

日本防水総業( 株) 旭川出張所

日本防水総業( 株) 釧路出張所

日新建工( 株) 札幌出張所

大和工業( 株) 苫小牧出張所

日新建エ( 株) 仙台支底

伊藤建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春 日工業株式会社

金岡工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

大東スレ ート 株式会社

東京渥青株式会社

トーフ ジ工業株式会社

日新建工株式会社

日本線合防水株式会社

野 口工材株式会社

誘因 工業株式会社

富士工材株式会社

藤涯青興業株式会社

フタパ興業( 株 ) 東京営業所

北条渥膏工業株式会社

マサル;! 青工業株式会社

大和工業株式会社

涯青建材株式会社

有限会社神守建材社

金港;1 : 育株式会社

不二防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石田建材工業( 株) 大宮支庖

石田建材工業( 株) 宇都宮出張所

;1 青建材( 株) 宇都宮出張所

株式会社奈良屋街庖

同和建業株式会社

同和建業( 株) 長野営業所

株式会社仙嶺

有限会社折橋政次郎商盾

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石橋建材株式会社

協和建材工業株式会社

三井工業株式会社

所在地

札幌市

旭川市

釧路市

札帆ili

首小牧市

仙台市

東京初台東区

東京都中野区

東京都荒川区

東京都新宿区

東京都渋谷区

東京都盛田区

東京都港区

東京都足立区

東京都荒川区

東京都千代田区

東京都荒川区

東京都渋谷区

東京都渋谷区

東京都千代田区

東京都江東区

東京都中野区

東京都新宿区

東京都江東区

東京都台東区

東京都荒川区

東京都千代田区

横須賀市

備浜市

横浜市

高崎市

与野市

宇都宮市

宇都宮市

水戸市

新潟市

長野市

松本市

高岡市

高岡市

金沢市

福井市

消水市

静岡市

電 話

T  E  L  ( 231)  7  5  1  1  代

T E L  ( 32 ) 0  0 8 4  

T  E  L  ( 23 )  2  0  5  6  

T  E  L  ( 221)  5  0  1  5  

T E L  ( 34 ) 3 3 5 8  

T E L  ( 62 ) 4  1 0 1代

T  E  L  ( 842)  1  4  3  1代

T E L (お5)8153・(389)4846

T  E  L  ( 802)  3  8  7  1代

T  E  L  (363) 4  3  4  1代

T  E  L  (462)  5  3  4  1代

T  E  L  (634) 0  8  2  1代

T  E  L  (433)  1961 ・8485

T  E  L  (883) 3  1  3  1代

T E L  (803) 3 4 8 1 - 3  

T  E  L  ( 252)  5  9  0  3  

T  E  L  ( 803) 2  4  1  1  代

T  E  L  (403) 0  1  7  1代

T  E  L  (444)  3  5  3  1代

T  E  L  (263)  4  8  6  1代

T E L  ( 634) 0 1 6 1 代

T E L (お2)お切・(ω )悶 7

T  E  L  ( 208)  0  2  5  6 代

T  E  L  (643) 3  9  6  3 代

T  E  L  ( 842)  6  3  1  1代

T  E  L  (802) 4 7  5  1  代

T E L  (861) 2 7 0 6 - 8  

T E L  ( 22 ) 4 2 8 8  

T E L  ( 421) 6 5 2 1- 2  

T  E  L  ( 231)  4  4  6  1  

T  E  L  ( 22 )  3 3 0 1- 3  

T E L  ( 53 ) 12 2 5 - 9  

T  E  L  (35)2816・(34)鈎24

T  E  L  (22 )  9  7  3  7  

T E L  ( 41) 5 1 4 1 代

T  E  L  ( 45 )  2  2  5  1代

T E L  ( 27 ) 0 2 9 8  

T E L  ( 58 ) 3 1 8 7  

T E L  ( 22 ) 0  9  9  9  

T E L  ( 23 ) 0  3  9  1  

T  E  L  ( 42 )  5  1  5  1  

T E L  ( 23 ) 0775 ・0885

T  E  L  ( 45 )  2  2  2  1代

T  E  L  ( 85 )  9  1  5  1  - 2  

地 区

東 海

会 社 名

三信建材工業株式会社

大池建エ練式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

池田 ;! 青工業株式会社

株式会社神原商庖

清水興業株式会社

日新エ材株式会社

日新建エ(株 ) 大阪出張所

日本綜合防水( 株) 大阪支庖

フタ パ興業株式会社

マサル濃青工業( 株) 大阪営業所

マルエス工業株式会社

有限会社丸藤商底

久下商庖

東洋建材株式会社

中村;1:青工業株式会社

棚田建材有限会社

有限会社ミサキ商会

束中国防水工業株式会社

株式会社三洋技建

三和防水工業株式会社

隻永建材株式会社

大和工業( 株) 広島出張所

株式会社巴商会

大三工業株式会社

徳島大三工業株式会社

株式会社マルマス河野商庖

株式会社山本商会

大三工業( 株) 高知支盾

安藤工業株式会社

加茂装備株式会社

日建エ材株式会社

株式会社工材社

安藤工事株式会社

株式会社大ニ商会

日新興業株式会社

株式会社北原建材商会

上原建設工業社
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- 建 設 省 束 尚 附 認可L他 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

、h・" 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日新工業 株 式 会 社 内 f i ( 882) 2424大 代

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日新 工 業 内 密 ( 882) 2424大 代

中 部 支 部 名 古屋 市 千種 区千 種 通 り2- 19( 岐 阜 正 ピ J レ) 日新工業 名 古屋 出 張 所 内 包 ( 74 1) 6257 f t  

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 3 0 - 2 日新工 撲 大 阪 支 庖 内 f i  ( 329)  

製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 支 部 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2  4 ー 1 0  日新工業 九州出 張 所 内 宜主 ( 451) 1095 代

東 北

関 東

信 越

北 陸

近 畿

中 国

四 国

九 州

10 
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ロ写J ' i l : ! 慌裂をどしどしお送りください 。

I' L例 : a  所 (EJ 也 b 敷地 1(ijfl' 1 c. ill 築 1(ijfl' 1 d  延 1而W e  榊造組悦 f  工JUI

1198 菅 の

.L>、

口
保 育 所

1201 ふ

設計. 神戸市住宅局営繕部営絡謀

施 工 . 本 多 建 設 工 業 株 式 会 社

相111 Ｇ， ｉ￯ｩｦｦｩ 水 ｉｾＧｩｾ 町内 Ｔ 丁 ｉ ｈ 併 ｪ 也

2. 200111'  

571. 65111'  

819. 90'"'  

e.  R  C 、 2 F  

1. 11百相49年 3 H- 昭和49
i
pll n  

じ イ呆 育 園

設 計 大 和 建 築 事 務 所

施 工 ' 戸 田 建 設

a 八 le ，Ii  U ヶ li :

b .  1334. 7m'  

ι 506 .67111'  

d.  932. 87m'  

e.  R  C 、 2 F

1. 1昭和 491f- 8 月 - 1昭和 50年 3 JI 

1204 兵庫勤労福祉センター ( 赤穂ハイツ)

設 計 : 山 下 設 計

施 工 ・清 水 建 設

a  兵 Ｑ ・ ｊｩ ｖ ， ｾ赤松市 ｬ 己的仏 ｊ ｊｬ Ｑ Ｒ ＴＷ Ｐ Ｍ ＶＴ

b. 105，000，"'  

c. 1，007 .33m'  

d. 2，185.  76m'  

e. R  C 、8 1 、3 F  

1. 1昭拘 49年 9 n- I I目相501f- ll 月

1199 

1201 

学校法人法泉寺学園粟 生 幼 稚 園

設 計 赤松菅野建築設計事務所

施工' 池 田 建 設

a  人jII.{j日1日fii 市大' 1' 草生IlI lt千531他4"i "

b.  6024. 53m'  

c. ( 1245. 74 )※ IJ UI-3J YI 468.22111'  

d.  ( 1996. 20 )採 J J UI-3J UI 885. 0201'  

e. R C. 2 F 、 部地附

1. 11日制149 ip 9 月- 1昭和 50$1' 3  JI 

------
__....---

社会福祉法人徳風会 北 野 田 保 育 園

設 計 : 泉 設 計 事 務 所

施工. 松 村 組

a 堺，Ij 北 野 日 J 886ー 1，887

b.  2. 558. m'  

c. 696. 67m'  

d. 1，217. 38m'  

e. R  C 、 2 F  

1. 11日制149年 11 月 - I IB初50年3 f1

1205 大 同 製 鋼 青 雲 寮

設計・黒 川 建 築 事 務 所

施工。大 林 組

a.  1'， ，li hl  ＢＱ 南区十 ＩＱｾ 町 Ｑ - 49- 1  

676. 70m'  

2，236. 27 ，"'  

e. R  C 、 5 F 、 P 1  

1. 1柄拘J50年 4 月~昭和50年 1211

1200 

E "/ 7- 7 " 1 '7 

東 能 勢 村 立 吉 川 幼 稚 園

設 計 : 関 西 建 築 事 務 所

施 工 ' 淀 建 設 工 業

a. 東 能 勢 村 大 ' { : ｉｾｊ 川

b.  1，770.000111'  

712. 662111'  

940. 933' "'  

e. R  C 、 2 F 、 1mレI'hl

1. 11日制 48
1
1' 10 月 -11自制149年 3 J I  

1203 富 田 林 市 立 喜 志 幼 稚 園

設 計 ・ 浅 井 建 築 事 務 所

施 工 。大 竹 組

a.  1河川林 di 木 戸 山 mf 1  1件36 -'，j  

b. 2. 458. 0'"'  

c .  357.  74m'  

d. 548.89m'  

e. S 、 2 F  

1. n自制 5011' 7  ｊｾＭｉｉ 日初 Ｕ Ｐ Ｑ Ｑ 三 Ｑ Ｒｆ Ｑ

二Y

二戸

1206 岡 田 商 庖 大 阪 支 庖

設計: 大 本 組

施 工 ・大 本 組

a. 吹 [[J di 市 吹 11I 5  - 13  

b. 436. 212'"'  

C.  277. 93601'  

d.  895.  194m'  

e. R  C .  4  F  

1.1昭和 50年 8 月- l Irl 利51年 2 JI 
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お 客 様 を も て な す 応 接 室一一一 い わ ば 、 そ の 家

の 顔 と も い え る 大 事 な 部 屋 。 容 貌 の 良 さ も さ

る こ と な が ら 、 お 客 様 の く つ ろ ぎ を 誘 い 出 す

雰 囲 気 づ く り も 大 切 な 要 素 。

華 麗 さ の 中 に 、 自然と心やすらぐ・ ・・・ ・・ トータ

ル イ ン テ リ ア 「 松 山 」 は 、 そ の よ う な 空 間 づ

く り を 押 し 進 め て い ま す 。

N  Ｍｅ 彊ｾ

大阪犯江/ 心斎橋/ 東京
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. 本J吉/ 大 阪 四 ツ 橋 筋 立 花 通 り 角

宮 大 阪 ( 06) 531 - 6 4  5  1  ( 代表)



建 築 の 眼

み る ー モ ノ と 空 間 と 一

加 藤 邦 男

山 地 英 雄

木 村 輝 久

太 田 進 一

われわれは、 1'1然 を 允 し て い る モ / j主に取り 1Jt- 1ま れ て い る 。 ま た わ れ わ れ 1'14 f ，モ/ j止 の う ち で あ る 。 し か し わ れ わ れ は 、 モ ノ

j主 を 似 る こ と に よ り 、 モ ノ j主と彩、との II¥J に、ある| 刻 i主をれIj ＮＮＮＩｾ 。 ある ＱＱ 与には、モノ ｪ 半は ｩ 且Ａ ｾ であり、ある ｉｉＮｾ には ｬｩ ＮｬｬＮ ｮ され、またあ

る ｉｉ Ｎｾ には、それらは快しく ｊ ｊｬＮ しく、あるいは疎ましく恐しげである 。 モノ ｪ 主の ｉｉ｜ｊ のこのｼ比 ｬ 泌が常川にほかならず、このｼ則 ｪ 坐が立

Hふi命的| 込! 述であり、われわれはそれを宅 II¥J 体 験 す る 。 し か し 、 こ こ に ら 、 モ ノ j主 と 宅 川 と の 川 に 、 広 l床治 (I( J 飛出It と も い う べ き f色

裂が中Ｎじる 。 Ｇｊ｜ 物にもっぱら ｦ ｊｴ ｬ Ｂｩ する悦 ｈｾ がある 。 ｼ以リない作Ｎ政とｲ￬Ｇ￭ＧｻＧＨの ｩ Ａｩｉｊ ' 1' に 没 す る .fJL代人の、必、味の l皇J j主からのu外された「モ

ノ」を* しなく絞数化してゆく分裂J ，i . j 的 体 験 が 、 そ れ で あ ろ う 。 それでは、 t27;1 なモノ j主 が 、立 li "j えの欠 如| により! ! ' ，F ，名化の j且をた

どる 。 これとは哀がえしの ｩ 立に ｬ ￭ Ｇ ｪ うのが、 社 会休 Ｚｉｉｉｊ に Ｗ ｔ を ｬ ￭Ｇ ｪ け、あたかも幻覚才 ＿ のように、 ＱＧＱ Ｑ ＺＯ Ｍ｝Ｈ Ｑ りなｾｾｾ i与の世界に fi -: う ・行11の 人

ｪ 主であＧＩ、また、現ｊｦを何＿とし，ｷ越 ＨｉＨ ｊ な少に生るｊＺＧ ｾ 氾 ｬ 主義ＱＢ ￮ ｪ 主であろう。モノ迷は、前川つまり立味の ｉｾ ｊ ｪ 主において、モノとし

て 111椛するのであり、したがって、札: 築的営為におけるモノとツ: C : IIIJ とは、モノの似椛、 1'1然 が 1'1然 に l11t?I) す る こ と 一一一み る こ と

一一ー を' セ，包せしめる契機とでもいえようか 。 ( K a)  

ア ザ ー タ イ プ の 住 居 像

)，叱JI故 し て 縦 も と を は な れ る と !I¥( あ え ず れ に 人 る 。 二 、 二千|ー し て 粘 附 す る と 公 常 i-t' も に 、 そ し て 収 入 が 少 し ふ え る と 公 社 か 公 卜1'1の

i  i: 宅 に 移 る 。 そ れ か ら 40代 か 50代 で }ti{ つ き の 家 を 下 に 人 れ 、 定 年 に な る と 庭 木 し 、 じ り で も す る 。一一一 こ れ が 今 11 の 11 本 人 の ご く

'; j:;. ii '主的な i i:J，'H象 で で も あ ろ う か 。

) j 、 今 後 の 仰 ，｝ ￮ の ｩ Ｍ ｴ 宅は ｉＨｕ ， ｊ 火 ｬＨｵ ， ｊ ￯ｽｾ 附 ｪ 立で、 Ｑ 犬し、 ｟ ＱＧＮＩＧ也を分けイヤう Ｉ Ｑ Ｂ l，i Ji 主' もでなければならないなどのI ' i I I ，] i像 を 陥 〈 処 築 家 や 打II ，] i

プ ラ ン ナ ー 。一一 ー し か し そ の よ う な B淡論をする人も、 1'1 分 だ け は チ ャ ッ カ リ と 経 つ き の 家 に お さ ま っ て い る と い う 実 怖 を ど う J 7

え る か 。 し か し こ れ も 1'1ら は 文 部 行 や LI 教 組 の い わ ゆ る 数 行 的 教 u 似の' k 践者である先' 1 : . が、その' k は 1' 1分 の f・40だ け は 七 ッ 七

と 執 通 い を さ せ て い る ' A 怖にくらべるとそのつみは 'Il を い か も し れ な い 。

しかしロ γ キードにおける尚社杭公の Ｇｸｲｾ に、 ｈ 本社会のたてまえとほんねのイ ｔ 様をかいま比たように、 ｊｬｾ 氾Ａとうらはらな Ｔ 凡夫

の十' hl の j本さと jムーさに、われわれは " を お お っ て は い け な い 。

いずれにしてもこのような) " 1¥必と机' ぷをふまえて そのような ＺｬｬＮ ｜ｾｊｍＧ［［ＺＩ をたちきるアザータイフの ｦ ｕ ， Ｇ［ Ｇｦ 象を今こそ次主 ＱＱ をＡためてれ ｉｊ

り，'1¥す べ き で は な か ろ う か 。 (
y  )  

凝 り 性

文学1 "i で外交千1ーで も あ っ た ポ ー ル ク ロ ー デ l レが 1893年 ニ ュ ー ヨー ク を 訪 れ て 「 ア メ リ カ 人 の 生 川 の 凝 り 過 ぎ と い う 点 は 特 に 、 間

Ij l な こ と を す る た め の 、 も っ て ま わ っ た 刀 法 の
'i "

に比られる」と， i
っ て い る 。 こ の ア メ リ カ 人 を 今 11 の n 本の有II ，] ii i : l 己に ;iq きか

えても il.U川 す る と 忠 わ れ る 。 WIJ えば/ ，; 11ｲＱ ￯ のゴミ処理 ＱＱ もその例だ 。 ゴミ処ｊＢ ｉｉ の問題は、無駄の多い使いすての ｈａ 沖 ｾｉ によるゴミの ｬ 止

の多さと、 抗 し て lH し さ え す れ ば 、 議 か が 処 旦II し て く れ る と い う 11"さ に あ る と 忠 わ れ る 。 |凡.j J Aの 皮 や 七 、令 l属 、 フ ラ ス チ ッ ク

などを ＧＱ ， ｦｪ して完全に処ＮｦＱ ｾ することは今の技術水叩ェでは保 ｮＺ に介わないはずである 。 ｉ ｉｊ ｉＮ す Ｑ ＱＡＱ ｊ は、ゴミをきちんと分似する下ｉＯ ｜ ｊ を

'11r- しまず、処_ E'I !する II!I J は、う) - j ; j ( されたものをそれぞれ過した )J 法 一一一 リ サ イ ク ル を 含 め一 一 て 処
j-

1".
すべきであろう。

)  
i  

11 から )
I  

1  1へ 移 動 す る と い う fni
lji.

な " 的のために、 i立l # t や安全地説、公; 与刈策などの ムミ大な公共投資と ・J';. 般 に よ る 殺 人 ま で dー

む を 利 ぬ こ と に し て い る ド|動 '1
いや、長引 ハ マ チ 1 kg を 太 ら せ る た め に 仰 と し て 漁 獲 さ れ る 40kgの イ ワ シ ま で 、 現代 の nll ，] i

・

i i:l 己は

とかく J疑 っ た こ と に 的 ら さ れ て い る の に れ づ く べ き で あ る 。 従 リ 過 ぎ は 肝 芥 と 同 義 で あ る 。 ( Ki )

期 待

モ ン ト リ オ ー ル オ リ ン ヒ ッ ク の 競 技 地 設 の l)f.Jfm日 完 成 が 危 ぶ ま れ て い る 。 9 年 前 の モ ン ト リ オ ー ル ) j [ EI悼の H寺にも 、|刷会1 I .'j 点 で

未 完 成 の 地 設 が 計 千 あ っ た と 記 憶 し て い る 。 そ れ か ら 3
.1
1
三

f去 の 大 阪 )j [J ; 1時では、世界1 J ，) : ，:' :j  /1< ill の 地 設 が ・ つ 残 ら ず |刷会 11
に〉目じ

11.比

し、米 i訪. r. ーの 口 をは は ら せ た 。 ["1) J の ぷ も あ る が 、 わ が 11<1挫 ，没政; rl
ーの

J J ＧｊｾＮｬ さを ｮＱＱ したものだ 。

その後数年、住設産業は物 イ ミＩｻから物 ｩｩ ｬｬｩ 労ＱＧｩの 向 騰を過て 、 ぷ竹イ ｻ の不況と日本続出のｩｊ，ｾ，ｦ［しの械を ｾ ｉ ＡＺ 正 ｉￚￎ からいくつもかぶり、

/1< 1(l i ドに 沈 滞 し て し ま っ た 。 しかし; 式会L 川 似の先兵としての役' ，IIIJ を f l う わ れ わ れ の 注 業 こ そ 、 い ま や ・ 真IJ も. ! . ，. ! . くかつての )J 怖さ

を 発 仰 で き る 場 を 取 り 戻 す べ き Il. 'f に 米 て い る と 思 う の だ が。 ( 0 )  
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し た 日 本 民 家 研 究 の 基 本 文 献。

500点にのほ、る写真 、220点 余 の 平 面 図 、 断 面 図 等 を 収

録 す る と と も に 、 採 訪 ・実 iWJ した民家 の 分 布地図を付ーし

て 、 調 査 ・鑑賞- の便をはかった 。

川

町

一

川

判

立

世

叫

問

問

定

価

五

、

七

O

O

円

ふ

る

さ

と

の

す

ま

い

ー

日

本

民

家

集

-

毎

日

出

版

文

化

賞

受

賞

・

日

本

建

築

協

会

編

集

序

文

/

今

和

次

郎

/

竹

内

芳

太

郎

/

小

倉

強

蔵

田

周

忠

/

石

原

憲

治

/

伊

藤

て

い

じ

発売 アリス館牧新社

発行 日本資料刊行会



国軍a 軍国E 盟醒璽盟理哩園圏園

蹴 649号 第57集 1 9 7 6 4

.5月号特集予告/ 建築防災と法

・6 月号特集/ 市街地登備

・7 月号特集/ 工場建築と設備

・8 月号特集/ 嶋造特集

特集・床工法と材料

SPECI AL F EAT URES  ON T HE  ME T HODS  OF  F L OOR 

S T RUCT URE  &  IT' S  MATERI ALS 

定時評議只会決議お知らせ。ふる さとのすまい一日本民家柴ーイ!H1J 版の刊行。

岡山、倉敷の新建築を見る。 リクレー y ヨン施設を考える(2)関西サイクルスポー

ツセンタ一。 '77 - 8 年版会只名簿発行B についてお願い・

l邦土利用計画法の巡用と今後の課題( その 2 ) / 佐n幸久

新建材紹介コーナーの新設にあたって/ 山間幸一

ビル用ユニ y 卜型煙突『ハイスタ ックJ / 利回得也

〈主I ! 築家のすまい〉私の家ーその遍歴ー/ 深谷浩一。 本音の住宅/ 葱。

無の家/ 狩野忠正 一. . . . . .. . .. . ー … …  ー ….  6  

Ui 2 0回大阪府建築コンク ー J レ発表。 術の諮シリ ーズ ・2 0 しだれやなぎ

第一回吉田五十八: i ' t ・決定…・ … ー ・ ー .• . ・・ e ・ ・ー・ 8

j位近竣工 した新建築 9 ＮｾＡＺＨｎ ｯＮ ｉ ＱＹＸ＠ - 1206)  ー ー ー・ ・・・ ーーーーー・ー ・ 11

みるーモノと空間 とー/ 1Jf1ii i証明¥: 9 ) 。アザータイプの住居像/ 山地英雄。

} 疑リ性/ 木村錬久。 期待 Ｏ 太田進 ｾｯ ＧＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ Ｎ Ｎ ＮＮＮ …ー・ー 13  

香 織 幼 稚 園 設 計 施 工 竹 中 工 務 庖 … … 一 一ー一. . . . . . . ・- ・・・ ・ー ー16

よ丸山幼稚園 設 計 ・ 設 計 事 務 所 洋 洋 社 施 工 . 中川工務庖・. ...... …・・・ ー17

狭山町立西幼稚図 設 計 能 勢 建 築 設 計 事 務 所 施 工 . 木谷工務応ーー ーー ...... 18

. 特集 = 床工法と材料

1  . 床 の 機 能 ・性 能一 歴 史 を ふ く め て 一 一 . . . . ... … … … … … 今 野 利 直 … ・ ・・・・ 20

2 . 床 の 構 造 ・ ・ ・・・・・・・・・・一- …・・・・・…・ー・……ー ・… . . ・- … . ，. 一一 高 原 道 夫 一一 . . . . . . 24 

3. 建 築 に お け る 最 近 の 床 工 法 …・ … 一 一 一 ・ …・・・一一. . . . . . 一一一 三 浦 康 夫 … … ・ … 28

各 種 床 工 法 デ ー タ ・ ・ …. . . .  …・………・…・・・・・・…………一. . . . …・ー… ...・ H ・.. ... . . 30 

4. 床 仕 上 材 ・ 一 .... . . . . . 一… … … … ・・・・ー・……一 . . . …・・・…・・柴田 嘉 夫 … 一一… 38

3  

5  

頁

企包

ロ

法 令 コ ー ナ ー 10 2

新建材紹介 コーナー

読 の者

. 6.  

"" 

建 築 と 社 会

⑥1917年創刊

AR CHI T E CT UR E  

A N D  

S OCI E T Y  

建築と社会ニュース

ス ケ ッ チ ブ ッ ク

建 築 の 限

風作

ロ

ロロ作

卿

彦

市

道

附

雌

附

治

胤

門

彦

削

附

唯

夫

別

殺

治

郎

術

史

問

忠

将

克

ギ

附

山

川

好

俊

仰

尖

渦

和

孝

忠

平

副

開

村

塚

問

荘

白

地

本

山

羽

付

井

部

森

岡

田

A

U

野

原

的

辺

西

石

一

時

古

西

松

芝

向

中

船

阿

上

岡

A

R

ト

中

伴

昆

松

木

波

彦

成

.

4

一二

郎

子

彦

明

明

介

夫

・

d

Q

惜

別

文

司

之

荘

成

康

弘

洋

険

暢

ト

直

雅

ぼ

賢

良

成

恭

好

述

昌

良

険

味

附

谷

中

川

川

野

利

点

目

円

山

崎

木

岡

井

賀

塚

京

悶

合

比

一

一

悶

不

問

問

中

般

若

荒

石

柿

五

庖

鈴

同

大

山

川

中

中

内

大

河

佐

志

町

。

:

:

会

長

船

事

む

地

正

法

岬

郎

祐

・

4

郎

山

ん

郎

忠

員

船

夫

剛山

員

員

年

中

里

割

光

併

一

州

四

幸

太

健

司

委

割

符

述

純

一

時

一

肌

村

集

棚

上

町

一

町

内

向

m

出

村

m
崎

谷

辺

集

純

一

山

山

編

編

畑

中

編

細

川

井

岡

北

小

川

内

沌

松

山

仰

管

伴

波

a
細川

大

出

…

〈緑化〉神戸者1¥市設計資料研究会 ー ... ...・ ーーー ... ・・・・・. . . ・ H ・...・ 42 

角鋼管柱とほら の接合苦1¥/ 須賀好富 一. . .. … ・ー… … . . .. .. ・ ー 44 

グリース阻Me 器の容量$ ) : 定法と締造/ 篠原降政 ー・・・… ・… ーー… … … 一 . 45

車11立鉄筋工法/ 三 浦康夫・ 。……・・ー …  ・… ・・. . . .. . ..・e ・... .. ..... 46

日本建築協会月聞の ifi)) き( 昭和511f. 2 月分) ・・ーー ・… H ・H ・.. . 一ー・ ・ー ー 47 

都 市 設 計 資 料 9

梅 造 の 頁 22

設 備 の 頁 22

施 工 材 料 の 頁 22

月 報

l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川l川11川i“川11川l川川11川l川11川11川11川l川11川i“川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11山l川11川l川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川l川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川l川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川111川l川l川l川l川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川|川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11山11川11川11川11川11川11川l川l川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川l川l川l川l川11川11川11川l川川11川11川11川11 1  

お わ ぴ と 釘 正

4本£仙，...:.ι;1附rr附l円f相 5日l '年1ドミ 2 川 3り'J". 3  J  川l ザに J釘3 い て 以 下 的z以l り が，あ" リ" ま食し rた'..: . {i和下】革品 f件令社 、 会 )( ，抗世J打T屯な@らぴ{ι 二1山附民削州11係晶 f科守刊刊i卜似、ι仰:(.1ιニk 変ニ，述足感E をs必云治 tけすh 、‘ fた'" L  J: 

し た こ と を 深 ( j，釘;，t花t び 巾 し 1'.げ ま す と と ι に ‘ J祁官んてで，よ止I 肉 よ 守 に 止訂11正E' ‘ たし£す.

. 2  J川1号1岬勿川岡リ別J 松ド似附M刈r寝4証足凶捌1斡会，1川!l!己 4念t 町船{叩釘制i 介( 第 2 ( “[ l 町 gサ中lドE で‘ Ａ協品 ｉｊＺ 宜Ａｵ拘ｾ Ｎ .  11: jれv乃.  
Ｈｾｴ りＩ 水1 : 1社t. (.iE l  木 交 社 姫時『山likζ 引 町 l日5 T L L .  0肝79幻2一2お5一z剖46剖目

. 3  J月1 号 合 般 '中1ド2 央哨F院九今本: 丈'サ中lド， (44 J瓦{り} 協 力 主 者 社 名

Ｈｾ誤ＡＩ 草1只L タラレインテ' リj ア (むj l巨:つ} 草1只L ク ラ レ イ ン テ リ ヤ

1 5  

紙 JI' 1昭 光

H円 相 51 年 4 Jl 20 日

11円 f11 51 年 4 Jl 25 日

制 中 定 三 日1¥

( 社 ) 日 本 .ill ! : f i 協会

大 阪 rl1 京 医 北 浜 3 - 37 

九正 0 6 - 2 3 1 - 9 6 4 8  

11， 件 1 1 1:屯 大 阪 3 9  9  7  5  

州 版 印 刷l 株 式 会 社 l見11珂Jピ壮

大阪市偏 品 区 海老江 3 - 22 - 61 

a・正 0 6 - 4 5 8 - 2 2 5 1 1{ 1:l 

6 0 0  IIJ (送料別 )

制ｾ人

fll ljll 

発 行

発 行 人

先 行 叶

V

R

 

J

 

d

 

』a
f
 

1圃一"9 じ



香 梅 幼 稚 園

設 計 施 工 竹 中 工 務1吉

所 在 地 大 阪 府 堺 市美 木 多 上2512

敷 地 面 積 4，100 m'  

建 築 面 積 1，111 . 32 m'  

延 床 面 積 1，111. 32 m'  

事跨造規模 R C造 一 部S 造 、 1 F  

工 期 昭 和49年 11 月 一 昭 和50年 4 月

写 n : 搬 彬 竹 中 工 務1内

設 計 主 旨

こ の 幼椛 r，;n は1u
t

操 教 fi に↑ 白熱をかたむける関長の教 f t J'![念、 を も と に 、 幼 児

教育を: i t ! i じて J.L; < 社会へ賞献する拠，1，1.人として計1
，
1司さ れ た も の で あ る 。

J込」じ ニ ュ ー タ ウ ンキl:i K j也区の日Mii!{t な li;' 包J也に{立i丘するこの県立I也は 、 問 i担に

mの 中心、 (I(j な 役'. lfIJ を も っ 近 隣 セ ン タ ー や 、 紙の VG1i江公l立lが とり 1mみ 、 市 民

の 広場と し て 縦 し ま れ て い る 。 子 供 た ち が の び の び と 遊 び 恒l り互 に'γ ーびあ

う環境 を つ く り あ げ て い く た め に 、 こ の 広 場 の ふ れ あ い を そ の ま ま 1.:<11人l に

議 く よ う に 処 物 を 配流 した 。

内出1¥は 単 純 然 械 による l)fJ)点的 な 官 1mの 遊 戯 宅 を 綴 と し 、 そ の ま わ リ を f-fJl ，

た ち の 械 で あ る 似 u 宅 が と り 阻 み 、 幻 氾!(I(J な 官H¥J を ji.i (.111 している 。 遊 戯 宅

は 光 を多くとり入れた け ｩ 介 いの坊として、多目的な役 ｾｬ ｦｉｊをはたす ｩ ｩＮｩ ｩ ｈｊ 袋詰主

を か ね そ な え て い る 。 外 部 は 正 門 j!i: < に植えられたけやきの木が幼椛| 申|の

イメージづけとなり、開児の日 記 長を ￬ Ｇ ｪ 予 かに見守 Ｚ っ ている 。 さらに、 ｬ よ ｊｾ ｪ の周

|且| には 、I ! ! I李 の 変化 を楽 しむ 1¥'( イE を組 込 み 、 教 材 川 I.dl ' f とあわせて 、 よ と

の ふ れ あ い の 場 を つ く り あ げ て い る 。

仰 の 芥 リ が た だ よ う 存 の 庭 は 、 { - f J たたちの楽|取l である 。

大;工 久倫 / 竹 中 工務唐

f  

1階 平 面 図 1/ 1000 



泉 山 幼 稚 園

設 計 設 計 事 務 所 洋 洋 ヰ 土

施 工 中 川 工務 1吉

所 在 地

敷 地 面積

建 築 面 積

延 床 面 積

梅 造 規 模

工 期

京 都 市 東 山 区 泉 涌 寺 山 内 町21

5，835 . 19m・

952 . 48m・

1. 11 4 . 35m'  

R C、 2 F

昭 和48年 11 月~昭 和49年 8 月

ＢｽＺｊＧＮＡＺ 抽 ｾＺｪｾ つねなりすたじお

設 計 主 旨

この処物には、 |河定 し た ク ラ ス ーノレームというものは無い。あるのは、大

きな ｬ ミ ｈｎ にｾ苦手されたオープン ・ スペースだけである。このオープン ・ ス

ペ ー ス は 、外向11 と迎絞して、適切な保' ( f 環境 を む っ た 敷 地 い っ ぱ い に 拡 が

って 、より大きなオ ープン ・ スペースを形 成 している。 ＱＱ Ｏ， Ｑ 別似 ＱＢ Ｑ 、 ｵ 討す Ｑ Ｑａｾ

打 、 父 兄 の n ｉｪｾ な参観と保ｩＧｬへの参 ｽｊ ｦｉ など、 ｮ 仁 ｬｩ な保有の場と形態をうえ、

I，flj - (I(J 教1 "f から解き放たれた、 11附 IJ 的 か つ n主 的 な 保 有 シ ス テ ム を 可 能 に

している。保有システムの ｉｉｾ 新と、 ｼ 古 ｊｉｉ 寺に、 ｉ Ｇｬｩｪ 一 的な保有 ｾｉ ｉ｜ｊ の ＮｊＢ ｔ ｉｊ ， ｊ をｩｊＱ ｴ

ｾ ｴｊｾ に、言 ＱＷ ゆる、オープン Ｎ ［ＮＮＭステムを ｊ 采 ｊｔｊ したという Ｇ ｊ ＧＮ になろうか 。 ｹ ス

テム云々はさておき、それよりも、この4 J ! 築に l則 る 全 て の 人 迷 の 幼 児 へ の

首長い' 愛1' ，'1 と 、 終 始 、 法城 を 築 き あ げ る よ う な 雄 投 へ の 非常 な熱芯、そして、

何 よりも 、新 し い 生 前 を 保 J正する $Jr しい秋J ( の 感 党 な ど が 、 こ う い う 場 と

j形 態 を 与 え た 、 というべきか。

r! i  'IJ の 11立 燥 か ら 織 れ 、 泣 か な 紋 に Jどまれた点L l I 山 総 の 歴 史 的 j孔 ヒ の 色 淡 い

静 ｼ 胤 な 地 にイ ｉￔ って、この ｩｬｬ 物が、その本来の 生命 の息 吹 きをあげ、ｾしげ

な f- W，; 主 の 穴 ぐ ら と し て 存 イ 正 し 、 つ ね に 、 よ リ 新 し い 教 育 の 場 と し て 、 幻j

リ己がff ＼ むように ｊ ぷ長していく白 ｊ ｾ を、Ｂ佐々、時 Ａｦｩ うのみである。

金 井 康 隆/ 洋 洋 社



狭 山 町 立 西 幼 稚 園

設 計 監 理 能 害 事 建 築 設 計 事 務 所

施 工 木 谷 工 務l吉

所 在 地 狭 山 田T大 字 今 態50ー 1

敷 地 面 積 2. 877.00 m'  

建 築 面 積 751 . 72m'  

延 床 面 積 766 .94m'  

構 造 規 模 R C、 平 屋 一 部 2 階

工 期 昭 和49年 8 月 ~ 昭 和50:年 2 月

フぷ ｊｈｩｴｈｾ ひ ー ゆ ー

設 計 主 旨

'1' 

1':' 1児の 行動 と哨! l f - ! 立大人には巧一えられないようなメルヘンの 也一界 で あ る 。

1，. 1リ止め 1 I1 はi並びで始まりi l l : ぴで終る 。

この 幼判定1' 11の .t生，， 1ーにあたって ，f;L j主は、 1，11 ｾ，ょのｩｬｬＺぴ Ｉｪ をｬＡ ｩｬｗｊ する波ー ｉｫｬ はなる

べく 避け、 1/.主て守が fi lJj 立しがi じる i些 び を 、 先 ' t. Ｉ［が ｩｬＮａＮｴｊ 、〈、 ｩ 庇ｾ［に公がつか

ないように、それとなくｾ ＮｲＮ ｾ ＧｊＧ ることが ｴｉ ｾ米 るフランというものを 忽定 した 。

戦 以 来からは， '， 嵯 越 し に フ レ イ ル ー ムか叫かれ、 4 つの教: 主とフレイグラ

ウ ン ド 、 プ ー ル と そ し て J.:I I 児 の 泊 1，. 1のためのアブローチカ叫; ¥1 : 以宅の先' t . の

悦 ｾｉＧ に入 っ てくる ･ この温か ｌ 、fZi 境 の ，'， で の |仮|児の II 111 な filJ j J ' t と他やかな

成 lとを弘jj; !j:府l って 11: まなし、 。 長 尾 正 岡IJ / 能 努 建 築 設 計 事務 所

廊 下

宜f<< 保 育 室

ｾ〆

/  

(|ヨ )



特 集 ・ 床 工 法 と 材 料

床 の 機 能 ・ 性 能 歴 史 を ふ く め て / 今 野 利 直

床 の 構 造/ 高 原 道 夫

建 築 に お け る 最 近 の 床 工 法/ 三 浦 康 夫

・ 床 工 法 各 種 デ ー タ

床 仕 上 材/ 柴 田 嘉 夫

本 号 特 集 幹 事 浅 野 満 男 ・ 石塚克彦・和国得也 古荘昭憲 ・上森 肇

llt 築 と社 会/ 1976年 4 月号 19  



20 <Jl築 と社会/ 1976年 4 JJ 号

床 の 機 能 ・ 性 能 - 歴 史 を ふ く め て

今 野 利 直

床

床を定義づけるとすれば、静止または移動する物体の重力を支持し、空間を水平に区画するものであ

るといえる 。

私達が朝起きてから寝るまで、いや寝ている問中も、つまり日常生活のどの瞬間をと ってみても、床

に接することなく生きてゆくことはない 。 このことは人類が誕生して以来、綿々として変わることなく

続いている 。一ー もちろん最近の科学発達による宇宙遊泳を除くが ・・ ・。恐らく、人類が直立の姿勢をとっ

て以来、床は、それまでの体験的な生活の知恵から、水平に作る方が者11合がよいことを発見し、今日に

到るまでそれが引き継がれている 。 それは今日的言葉でいえば、床は重力を支持する機能を持っている

以上、重力に対して法線となるような平面が最も効果的である、と 。

床の支持機能は非常に強〈明確であり、水平面が最も有利である 。 この単純さが建築の他の部位、た

とえば屋根、壁、天井等カ、その時代、風土、様式によって著しく変化し装飾が加えられていることと対

照して、床は変化が少なく、現在においてすら建築家がどんな空間を創造するにせよ、床は特殊用途を

除けば必ず水平てお り、この点から、他の部位と 比較して非常に固定的であるといえる 。

また、われわれの生活活動は、床に直接密着していとなまれる 。つまり活動の目的、性質、範囲など

から床の広さカ、限定され、目的に応じた広さの数々の床が接続されて、活動がスムーズに流れることに

よって生活を満足させている 。 この床と建築のかかわりあいは、 目的に応じた広さの床を平面上につく

ることが、建築を造る基盤となることや、 したがって建築物の規模を表すのに、床面柏、階数で概略知

ることができることからもうかがえる 。

階についても、 元来、平面的な広がりで充分であったものが 、敷地の関係や、動線が平面から立体化

へと変化するに従い、便宜の点から、床を積み重ねて効率化をはかりだし、階が生まれ、階が建物を構

成する要素となる 。極論すれは¥床を作ることが、建物をつくることともいえる 。

われわれが設計を始める場合にも、まず、平面計画からスタートする 。平面計画は床に機能を与える

ことであり、床は建物をつくる基盤になっている 。

床 の 歴 史

想像の域を出ないが、人類が直立の姿勢をとったときから、床は水平である方が活動、休息に便宜で

ある 、と知ったと思う 。

最古の人聞の証跡は 、種々の道具の出現によって知ることができるが、生活が採集と捕食にもとづい

た、どちらかというと動物の生活に近い頃には 、床とよべないかもしれないが、一定の床があるのみてい、

少なくとも訂正、天井はなか ったと思われる 。火の発見、行誌のf変則から、 4守猟が始まると、 iJii Iy，' i j が{主肘

に用いられ、 lぶとともに、自分達をつつむ覆いを得ることができた 。 その後の生業の発展にともなって、

ｩｬｩｬｬ 向から出て、台地に人工的な住居をつく っ た 。 それは天棋風の ｾ ｉ ｌ j也住肘や、竪穴住肘て¥生業の変化

と、カミ i令な公似、他から自らを守ることの対応が、竪穴住居の成立の原区lであろう 。

日本においても、縄文式時代の中 WIから後期にかけて、竪穴住} i ' c ; ' のほかに、竪穴を掘らずに地上に: ri

をリ泣きつけて ｬ ポ ｉｊｲｩ とした敷石住居の遺跡が発掘されており、 ｾ ｉ ［Ｚ J也の水市 をばとした平地住 J，r;.があ ったと

いわれる 。弥生式時代には稲作が始まり、竪穴住居が主流をなしているが、制鍔に高 l未の家が鋳出され

ており、殺合と巧ーえられる高床の建物が建てられるようになった 。 占的 ｩｬ 寺代の家屋の半 ｬ 師 ｽｦ ｾ は 、家 ｪ 五 ｟ ｉ｟ｾ



鋭や家 j杉埴輪などによ って知ることヵ、できる 。推祭すると、高床の倉雄、または神殿であるらしく、 11

人の高 j米の家、平地l未の住居、そして竪火住辰; と多種のものが想像できる 。

地表を数 lOcmlf : l l リ下げた竪穴住居の床は、表面の土を水平にたたき固めてあり、寝るためにおそらく

誌や、むしろを敷 L 、ていたと思われる 。時代は下るが、床の土を一部分段を設けヘ ッ ド状の使われ方を

しているものや、 mや竹の校業を重ねた上に丸太を縦横に組み合わせて置きさらに王事業をおき、 上にむ

しろを倣し、ていたと推定される例もある 。竪穴式住居や平地! 末住居のように表土をたたき固めた土聞は 、

地方の民家にあ っては、江戸時代にはい っても継続され 、土間にむしろを敷し、た原始時代の床とあまり

大きく変わらない状態で J たたき η の土聞は民家にあ っては標準的な床であ った。土面に接して設けた

床にはこのほかに、ｾｨｬＮ床がある 。 当初は版築の最上聞をたたき仕上げ、したものから、時代が下るとと

もに、し っ くいで仕上げたり、 8 世紀頃にな って凝灰岩や瓦リ泣きが使用されるようにな った。

一方、地表と床面との聞に空| 療があるものとしては 、弥生式時代の穀倉に用した高床式のものと 、主

構造に関係なく土聞の上に敷かれたころばし根太形式のものと 2 種がある 。高床式のものはあくまで倉

庫であ って住居には用いられなか ったとする説の方が有力であるが、土地の湿気を避け、またまt族とし

てその権威を示すために、庶民より座を高くすることから、 tミー族階級の住居には床をはったと思われる 。

日本人には南方系の移住もあったとされていることから 、南方にある高床式の住居を日本で用いても不

思議はないようである 。

床板敷の採用は、仏教伝来にともなう仏教建築による 。法隆寺の伝法堂では板敷が用いられ、ころは‘

し恨太程度の低い床が張られていた 。奈良時代の床板は、材料、道具の関係から板厚が lOcm近くもあり

根太に釘づけとする後の床と違 って、取り去 って土間とすることは容易なことであった 。

床が設けられると、平地床の場合、地面と床が同一平面上であり 、内外の空間が連続しているが、 地

表から一段高〈設けられた床では、視覚的にも空聞が断ち切られた感じになる 。 そこで自然に外に縁が

作られるようになる 。縁が堂の四周にめぐらされると基壇はなくなり、因縁に変化する 。平地床の建物

にみられる地表から直接立ち上がる場合と、地表と空| 療をあけ水平を強調する縁があって上に建物があ

る場合とでは見るものに与える感じは後者の方が強〈、水平的な傾向が強い日本建築の意匠はここに始

まったとされる 。

建築形態に変化を与えた床の発生は、人聞の生活の中で座式の作法も生み それは建物内の空聞の取

り扱いにも彬響を及ぼしている 。

床 の 機 能 ・ 性 能

床の主機能は前述の通り、静止または移動する物体の重力を支え 床をつくることによって空間を水

平に区画することにある 。桁重を支えるためには床自身が荷重によって、歪んだり、落ちたり、あるい

は揺れたり、たわみが大きくな ったりしてはまずい 。 したが って、床に対する使用目的を明確にし、そ

れによ って荷重を算定し荷重に対して充分対応できる床を構成しなければならない 。

構造的にみれば、床は梁を通じ柱、あるいは直接壁体に荷重を伝える一方、壁体を連結し壁体の座屈

を防ぐ役目を持 っているため、それらの連結を充分に丈夫にしておかないと建物全体の安定を失うこと

になる 。使用目的から、要求される積，1或荷重のほかに固定荷重があり、仕上材の比重と構法に用いられる材

料の重量カ、問題ともなる 。物体の移動から起こる床に対する影響も大きく、機械的作用に対する耐久性 、

すりへりや衝撃による損耗も考慮しなければならない 。 これは仕上材の選択の際、材料の衝撃曲げ、や硬

さ試験、摩耗試験等の結果を調査し充分な検討が必要である 。床面は特殊なケースを l徐き、水平、平滑

を要求される以上、材料の製造上の許容誤差が問題となる場合もあり、 曲がり、そり、ね じれを防ぐた

めに材料の吸水率、温度変化による膨張収縮を調べると同時に仕上に影響を与える構法もともに注意し

なければならない 。 このような機械的な耐久性能のほかに、化学作用による耐久性能も問題となる。と

くに床の場合、 清潔であることが要求され、材料の耐汚性の優劣が問題 となるし、空気 中のカス、 化

学薬品から受ける ;i: 片平もあり、 1耐薬品性にも 注意を払うことが大切である 。掃除が容易に行えることも
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市; 要で、水洗い等のためのおbJ( 仏j 配、排水溝・仁l を設ける場介もあり、| りJ 水層が必要となろうが、 lりJ 水

層がないはでも少々の水では材料 n身が変化することがなく、また IWf 下に ;i 診科がない松J立の防水性もほ

しし、 。 木造の Jポ等ではとくに| 山市に対して下地、 Jぷ剥l も含めて充分な防腐、| 坊虫等、収rf 'j 対策も巧えて

おかなけれは‘ならなし、 。 ｩｊＮ自主 ｾｴ ｬＺ、 ｩｾｩＮｊ 交についての対策も必要となろう 。 また、生活 ｩ の場としての ｬ 未は ｬ 貨

接人体に杉科を与えるため適度な 'Jfll'lt と似品川生も安ボされる 。開性は! 長党的な雨i もあるが起を通じ 9fi に

科くことのないようにしたい 。 特殊なケースとして、剣道場や宅内競技場のように ｊ ｉ ｾ びはねる場令、脚

の関節i を保謎するためにク ッション材を何人した経験もある 。

肘{ 主性、あるいは特殊用途のため断熱性能、防音、仮邸j に介l する検討が加えられることがある 。

一般的には、床が土問コンクリートである場合や、下階がピロテーになっていて外気に接しているよ

うな場合、床の仕上材料や構法において、熱伝導性を々! 伝し、断熱材の使用とか、あるいは空| 療を設け

るなどして断熱性能を充分発揮できるものになっていなけれは‘ ならない 。 またこれによって防出、防露

もあわせて検討する必要がある。冷凍宅のような特殊用途の部屋で低品、高温または恒仏l を要求される

場合、壁と同僚に床においても断熱工法を採用し、外部から受ける ［ ［ ｦｾ 枠を断つと同時に、室 外 に与える

JU科も充分与l色されていなければならない。

熱と同様に、音、振動に対しても室内環境を維持するために床に期待される性能がある。

床の遮音の問題は 2 つに分けて考えなければならなし、。 第一は空中背の遮音であり、他は l未をたたく

音( 足音等) のように団体伝送背である 。前者の場合一般的に単一材料でできている場合、床の単位面

相当たりの重量の対数に比例するのでコンクリート床のような場令には都合が良いが、特妹な、たとえ

ば政送局や、振動源が近〈振動の［［診窄ｾｾが大きい場合、 Ｒ 豆 ｬ 未Ｈ浮き床Ｉとして支持工法でフェルトある

いは防振ゴム等を活用して j度計、 l幼J ' Mを巧一! 厄する 。 後 !i のJI; イ子、たとえばコンクリートスラブであると

透 ｪ 位以失が大きく空 ｲ ｬ ，Ｈム ｩ 述内ーの述内ーには効米ーがあるが、 Ｑ ， Ｑ［ Ｑ イイバム込ｾ ('1: を谷弘に fぷえる欠 点 がある 。lポ上の

Hii 惨を緩和をするために、リノリウム、カーペ ッ ト、コルク 242 を吸し、て 1111本伝送11二を| 幼いだリ、また[ ; 1;1

{ 本伝送行を遮断するために絶紘を計り j手き! よとする 。機械卒、モータ一、コンフレ ッサ一等のばや、そ

れらに隣抜している部屋ではとくにおご立がほしい。

このほかに要求される機能としては、床によって上下の階が区画されている以上、耐火性能も必要で

建物全体の安全性に大きな M特を与える。仕上面では、 耐 火、 Ifu. 1熱性も重要視されなければならない。

衛生上あるいは粕密機械等のために床の塵J炎を防ぐ防塵対策、病院の手術室でみられる屯導床、これと

は逆な電気絶縁床等特殊な性能を要求されることもある 。

また、! ぷは空間構成上ベースと怠る市大喪主である以上、! 必党的性能が問題となる 。u: 上 i耐の‘ |叶1 ・光

山 . ｦ ｬ ｬＮ ｬ￺￯ 性、あたたかさ、抗 ｬ 亨さ、色彩、脱線、目地、 ｪｾｊＭＧｉ Ｇｴ、光の反射性等々 。

以上のことを考慮してさらに jょの場介、他の音I1位と裂なって使J i J がJHi 繁であり、永年のうちにはすり

へることもあり、取り持えヵ、作niji. であること、また? " J - . t'ra、千人i L が谷弘であるように、充分メンティナ

ンスにも注立が必要である 。 工期、 仁伐の問題から 、梢法のシステムも多数あり、たとえばデ y キプレ

ート{ 淀川 、ワッフルスラフ、ボイト・スラフ" p  s スラフ、 A L C スラブ、リブコンスラフ、スノ、ンクリ

ー卜等々、これらカ、もつ特性を生かし欠陥を争II i うような{ I : : t 材の選択により充分な性能を発拘1 させるこ

とが大切である 。単に挫築 Ifli からの機能に| 浪らず、人為的出境をつくるために設備的な機能な eども |百l時

に限介されるのが常である 。 たとえばダクテイング 、配竹、配線237 であるが、これらは J. . j ( 柿法の中で検

討される-けi L は、ならない

重力を支持するという主機能に対して種々の付加的機能を列記したが、使用目的に合致した機能を与

え、他からの; ; ; 三軒を受けない遮断機能を発揮するよう仕上材料の選択、適正な固定荷量 、和 ;1或荷重に 対

する強度、建物全体の構造に対応した構法、工期、工貨、あるいは法組等の面からのチェックを 通 じ、最

適な材料、構法を選択し、持っている性能を充分理解し 、床を正しく生かすことがわれわれ建築家の使命

であろう。参4 文献主J l 築学大系 ( こんの としなお K K竹中工務日; ，設計部loI lj 部長 )
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床 の 構 造

高 原 道 夫

1. 床 お よ び そ の 構 造 形 式

床とは、 構造的な面からのみいえば、重力による荷重を、はり、柱から基礎をえて、支持体である地

盤に伝える構造体のうちで、最も荷重に近接するものであって、荷重とはりの聞に存在する中間構造体

ということもできる 。 この中間構造体は、他の精造体と同様、強度に対する安全性を第一条件としてつ

くらねばならないから、使用構造材の種類、形状 、耐力との関係から、概ねつぎのような形式に分類で

きょう 。

1.1 根太方式 一定の長さのはりで周囲を固まれた単位面積を床でおおうのに、根太、または小ぱりと

根太で床の支点間隔を調整し、最上部に) 援に相当するものを設ける方式であ って、版の耐力に応じて似

太間隔を自由に 加 減することができる 。木造床はこの方式にはいる 。

1.2 連続版方式 建物各階全面積にわたり、直接はり上に構造用床版を設ける方式である 。鉄筋コンク

リー卜ばり上に、全面積にわたりはりと一体打ちとしたり、または鋼ばり上に耐せんだん力用突起物を

設けて 、これも全面積にわたり現場打ちする鉄筋コンクリート床版はこの方式である 。床面内せんだん

力に耐する耐力は他の方式に比して最も高い信頼度をもっている 。

1. 3 既成床版方式

1. 3. 1 鉄筋コンクリート、軽量鉄筋コンクリート床版 既成の鉄筋または軽量鉄筋コンクリート版で、

プレストレスを与えたものも含まれ、 一般に P . C板とか L. C 板とか呼ばれているもので、これらを鋼

ばりまたは鉄筋コンクリー卜ばり上にのせ、版同士、はりと版を鉄筋または突起物を介してコンクリー

ト打ちし、一体となるよう施工するものである 。版は一般には工場で作成されるから品質、形状、強度

ともに精度高〈、工期の短縮にも役立つといえる 。床面内せんだん力に耐する耐力は連続版方式に比し

劣る 。

1.3.2 折曲げ鋼板 一定寸法の折曲げ鋼板を、主として鋼ばり上に、波と直角方向を張間としてのせ、

はりとは主として溶接によって接合し、さらにその上に仕上げ下地 として、最少必要厚の軽量コンクリ

ー トを打ち込む方式である 。 この方式の特長は、床としての自重が比較的経〈、構造材としての床材が

既成成形鋼板であるため 、相 当大きい張問にもかけることができ 、工期の短縮、省力化にも有効である 。

面内せんだん力に対する耐力は連続版方式よりは劣る 。

1. 3. 3 木造床版 木造住宅建築の床として、彼太方式を廃し、枠、リブで補強した一定寸法の合板床版



を、はり、胴差し 、または 土台に取りつける方式であ って、柏j立の向上、工期の短縮、省力化を計った

ものである 。

2. 荷 重 と そ の 内 容

! 末に直接作用する荷重には、使用構造材、床仕上材および天井村の自重のほかに柏戦荷車が含まれる 。

柏 3協和i重としての値は令第85粂において指示されているように、 J地也i艮i長是カを計

はJ北左礎の計計. 算をする場合、床の計算をする場合として、 三つの場合について採用値がポされ、カ・つ後者

ほど値が大である 。地長力を計算する場合の桁救桁豆のお: 出法従は、

ｴ￭Ｇ ＱＮＱ 或荷重Ｈ対地長力Ｉ］物品平ｪＺ ｾｊＱ［Ｚｦ 重Ｋ人間平均何重

であり、相当広い面相についての総利正から訓り出されたものであ って、他の二つの場合の他の基礎と

なる 。それに対し、大ばり、柱、基礎または床の計算に対しては、 1

1

，: [ 重分担面柏が相当狭いことから荷

主のU，bイ正をぷ考慮し、さらに人間に対しては、走 ったり、とんだりすることもあり、そのときの術蚊力を

巧1邑している 。 したがってそれらの係用値は、

.h' [  ，1& ＱｩＺ｛ 重］物品平 ｪＺ ｾｊＱ ｾＺｦ 重ￗ集中係数Ｋ人間平均利正ￗ集中係数ￗ衝撃係数

より求められたものである 。上記利重は、I i i 'ト荷重としてのみ取り扱われることになっているが、人間に

| 射しては、実状は一種の繰返し不:f ill として作用する場合もありうるのであるから、それによ って生ずる

振動についても援みと同様配慮する必要がある 。 これらの振動

の変位振 l幅iEは、 11争荷重による境み誌に比べて非常に小さいた

め、応力の変動量; も 小 さく、自i力低下に対する配! 革は全く不必

要であるが、感覚的には 小振Ip"i でも不快感覚を生ぜしめる場合

があるので注意しなければ‘ならない。

.mm( 6. 47) 

( 6. 34)  

3  . 床 の 条 件

4  

3. 24 

3. 17 

O.  8  

一般に、床上には家具があり、さらに人聞が 1作止しているか 0. 6 

移動する 。 したがってこの1 i ' 1 I 方に対して適当な床面としては、 0. 4 

所要の強度と適当な蝉力性のあることが要求されるであろう 。

しかしこれらの要求に対しては、仕上村によって対応すること O. 2  

ができるのであって、構造的な条例二はまず第一に l耐力上の安全

性であることは論をまたない 。第二 としては通常、故大境み iii ;

対張問 ｾｧ 自 ｦ｛ の比が制限以内であることが要求されているが、第

三の条件としては、既述したごとく、人間荷重による振動のた

めの感覚障害についても配nY i : する必要があると J ラえられる 。は

りも含めて鉄骨造においては、 ｉｾｾ 芸Ｚが起こりやすいｼ生質を備え

ている 。

O. 1  

0. 08 
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、忠

4 . 床 の 振 動

4. 1 知覚度と振動障害 人聞が床上を必〈歩いたり、走 ったり、

とんだりすることにより、床およびはりが上下万 Jil J に、または、

クレーン付き工場と同練内の二階以上に事務室がある場令、そ

のクレーンが断続微動をするときその床が左右に、ゆれ振動を

起こす。 この場合その床の上に，' ) ' j " ト止している人間も同じく上下

または左布にゆれる 。 しかし、すべての振動が障害として知覚

されるわけではない 。
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振動に対する知党 j主については、従米より数多くの研究ヵ、あり、支配的要素としては 、振動数、変位、

.l3l J立、 }JII; 創立. の諸振動ヵ、挙げられている 。図 - ) 中の曲線は、振動数を対数目雌で横軸に、変位半似 'Pili

を対数回 lthで・縦軸にと った場合の、学会および大山氏の提案する感度限界曲線を示すものであり、その

他多数の研究者が、それぞれ独 ri の1111線を徒系している 。今ここで問題としている床またははりの上下

および左右のゆれ振動のょっな、受振時間lが数秒f'J. J支のものでは、実 illi J結果から推 i!!l Jするところ、知! 必

ｊ 立に対しては振動数が支配的であり、 Ｒ Ｍ Ｖ の振ＡｦｩＢｽ｝数の場合がｾｾ ー も ＵＱＡ 1 . - 、不快感を与えるものと々えられ

る。

4.2 構造材料 と部材剛性 外力による音| 付、イの変形は、仰紙iおよび1111げ携みともに、その材料の知性係数

とl!ifr l節性能に支配される 。許容応力 j立を故大存イ正応力とする許谷応力! 主設計法によって決められた断 l(fi

に刈しても、 IMI 力による伸縮については E F が、 1111げによる境みについては E I が関係し、 E F 、E I

ともにそれぞれ変形のしにくさをぶすものであ って、岡山性とい- ) ｾｉｈＧｊ 用語で ＱＱ 乎ぶことにな っ ている 。 上

記E はヤング係数、 F は音IS判断面相、 I は断 rf Li 二次，字である 。

t十位桃ili 材料の| 司IJ 性を、許谷応力! 立設計法でもlとめた断面について比較することにする 。 E 、F 、 I の

左下の小文 ' j': は、 s は鋼、 c はコンクリート 、ω は木村を示すこととし、 E に対しては、 s E= 2100t /cm' 、

cE = 210t /cm' 、ωE = 80t / cm' の{ 直を. j ;1<用し、 J午谷応力! 主としては、 sf = 1. 6t /cm' 、cf = 0. 07t / cm' 、ω1= 0. 08

t/  cm' を係斥lする 。 なおこの際、コンクリートに対しては、定性的傾向を知ることのみを目的としたため、

引長、圧縮ともに同じ許容111t と似定した 。 その結果、

中Ih力Notこ対しては、

sE s F= 1. 3 X 10
3

No、cE c Fニ 3. 0 X 10
3

No、ωEω F = 1. 0 X 10
3

No  ・・ ・・ ・・・・・・ '( 1)

1111げモーメント Motこ対しては、村長を Z 、村長対背比を 15 、10、10 とするとき、

s Es I = 44MoR， 、 cEc I = 150MoR， 、 ωEω ，I = 50MoR， ....... ....... .. .... .... . .......... .(2)  

となる 。 上記計算値より明らかなごとく、 ＤＱ 司は、許谷応力 ｪ 主設計の場令、計算断面の附 ｉｊＧｉ 企は、ｾｩｉＡ ｬ 力およ

びIlHげモーメント両方に対し、木村よりは制大または利小であるが、コンクリートに比べては非常に小

さく、長周 ｊｾ ｊＱＮ辰動を示す傾 ｬ ￭ ｬｊ の ＵＱｬ いことカ、判明する 。

5. 鋼床、 鋼 ばり

下記はりの一次固有振動数を求めるものとして、すでに次式が与えられている。 すなわち 、

川 悶 定 ば り 等 分 布 荷 豆 町 =f Z吾 (3)  

単純ばり 11 n，=与ヂ沼子 (4)  

中 ) 11 n cベ ヂ 磨 (5)

ω = 単位長当たり重量、 g = 重力川1;主J支

S  S  41の単純支持鋼ばりの最大応力! 立が、許谷応力 j立の11立である場千干の振動挙動を 、(4)を用いて図示

I: ，LJ t = !5000 ml  ｾ叶 li  

¥- ¥- ¥tb  ム対f
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したものが図 - 2 である 。この閃から、張聞が大となるほど、

必川対 fT比が大となるほど振動数は少なくな って長周期振動

となり 、上下ゆれ振動の状態を示す。張間対背比が頻度の日

い10- 15あたりでは、 J辰w}J 数は 2 - 6 の最も好ましくない領

威内にあることがわかる 。11河端完全固定の場合の振動数も横

中Ih上に占き添えておいたが、右側縦軸の値とは無関係で‘ ある 。

なお、 E 、I 、ω 、4 がそれぞれ同値の場合は、 (3)( 4)( 5)より、10 

8  

ll 可制;

3  i  4  i  5  i  6  7  

6  8  10( 両端固定)

図- 2  
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n l  :  n 5  :  n c ニ 6. 34 :  2 目 80 :  1. 00 

となる 。 さらに、 5E = 2100t /cm' 、51= 1. 6t /cm' を用いた許谷応

力 ｪ 支設計法による計Ｍｾ＿Ｚ断ｼ師に対しては、



η ' j =8. 25 X 10
2

μ / fτ  ... …・ ・(7)

n 's ニ 4. 45 X 102μ
/ . [ h.. … ー (8)

n ' c=3. 17 X 10
2

μ /  . [ h.. 一・・・ ・(9)

μ  ニ t  は川リ7汗T附附対リ長則則附州II防問i日川i日l

にてぷされ、 μ および h が一定のときは、

η f  :  n 's :  n 'c = 2. 60:  1. 40 :  1. 00 

となる 。

6. 実 測 例 と 感 度

;た iWJ 似lはわずか 12であるが、定性的な下IJ 断をする資料とし

ては布効て。あろうと思 っている 。12例のうち 、 3 191 ] は経使ク

レーン付き工場と同棟内にある、 2 または 3 階建事務宅の Jポ

の、クレーンの断続水平微動による水、ド振動( 図一 1中の若干

号 1 、 3 、10) を、 1 例は鉄筋コンクリートばり ( 図一 1"， 

の番号 5 ) 、他の 8 例は似の制ばりの上下振動を調べたもので

ある 。図 - 3 、 4 、 5 、 6 はともに、測定ばりのうちの一部

図- 3  

図- 4  

図- 5  

1  11I UUVIIVr" T

v

r ア 1

の振jliIJ 波形記録を紹介したもので、前 3 例は鋼ばりの、後の I  I， 1'1 I  ! I  1  I  

1 例は鉄筋コンクリートば M 上下変位振動波形である 。 1 l '  1  1  1  11ぷ

1  sec 

1  sec 

実 ililJ 結果を感度度令とも併せて 図 - 1 中に示してある 。 さらに 図ー 1のポす内容について説明する 。

機 申 ＱＱＱ は ｊ 辰動数、縦軸は変位半娠 中 ＯｉＭｾ をポし、斜線は Ｔ 本とも、等分 ＮＮＨｉｩ 1[:f ill による制ばりの 中央壮大様み誌

の 1 % を半f辰l幅としたとき、それぞれのはりに関するものがその線上にある直線をポしたものである 。

4 本のうち実線については、許容応力 j立を 1. 6t /cm' としたときのもので 、左側斜線は単純支持、右it!l J斜線

は両端固定のはりに対するものである 。破線については、許平手応力 j立を 0.8t /cm' とした場千干のもので 、

斜線の左右については実線の場令と l，iJ 憾である 。 さらに弁斜線上において、 A I - A2はt ニ 20m、81- 8 2

は. e = 10m、CI - C 2は. e = 5 mで、それぞれ左上から布下に lilJ かつて、張問対fT比が70- 5 に対応する

ものである 。 なお、左i"I J実線上のAI - C 2間の点がノ示す振動数は、 図一 2 の. e / h の手弁千11他|ι立における各 l附刷 4線j泉i  

上の Jλ点，'，(

j度吏釘| 限以界山線のうち、既述した nl ，i者の提案になるものを 1jf :せ捕さ入れ、実 iWJ 感度との比較検討の使とした

ものである 。

7  . 結び

以上のことから、つぎのことが推 iWJ される 。

a  _ 実 ilil J例から、従来の! 創立!被W- IIII 線による有感領域内にあ っても、振動数が 10以上の場介は無感党で、

ある 。

b. 上下ゆれ、水平ゆれに対する感度は 、仮動数の多少カ、支配的で、 2 - 6 聞では不快感が強〈、 6 -

10聞では さf - 抱できる程度であり、 10 を越えれば問題はない 。

C .  f ，辰動数 2 以下に対しては、実 ilil J例がないので不明であるが、上下ゆれによすしては、- j J J i : l . i : 側の斜線上

の記号が示す意味から J 号えて、実例はまずありえないだろう 。

d  図 ＭＲ から分かるよっに、制床、鋼ばりはその特性上、Ａ自党的に不都合な振動数を Ｗ ｊ ｾ しやすい 。

e. 全般的に、小ば 1) 、水平せん断力による踊i モーメントを負- t l[ しるい大ばり、長J t ) J応ブJ によって断而

が決められた大ばりなどで、リ長問の大なるもの、リ長1M]対背比の大なるものについては、上下ゆれ|埠告を

起こすはりとなりやすい。

( たかは ら み ち お ，;，r. s Tぷ織維大γ ー教授・_ [ 博)
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建 築 に お け る 最 近 の 床 工 法

三 浦 康 夫

1. はじめに

計画された建築物は、その設計に従ってできるだけ忠実にかつ正

確に笑純するとともに、できるだけ早〈施工することが必要である 。

施工の良否が 外観 はもとより機能にも関係することは当然で、工 ｊｾｪ

の遅速が工事費だけでなく 、利用面からも経済的に大きな JU1ff をお

よほ'すことはいうまでもない。

従来から建築物の施工は、プレキャストコンクリートによるプレ

ハプ工法や、鉄骨造による乾式工法等により、その合理化がすすめ

られてきた。一方、各種工事機械の発達により、建築生産が従来の

人間主体から人間 ・機械系生産体系に変わ ってきていることも事実

である。

床工法を論ずるにあたって、まず考えなければならないことは、

その構成要素であろう。周知のように、木造住宅を除けばそのほと

んどが、型わく工事、鉄筋工事、コ ンク リート工事よりなる構造部

a  サポ ート 方式

材と P タイル等て- 代表される仕上部材に大別できる 。 ここでは主と

して構造部材について巧ーえることとする 。

2. 型わ〈工事

型わ〈材料は概略、せき板、支保工、締付金物、はく離剤に分類

できる 。それぞれの材料については近年 、その種類が非常に多〈、

現在使用されているものの中で代表的な材料は表 - 1 のとおりであ

る。

型わくは、いわば床を作るための手段に過ぎないが、その精度が

コンクリートの仕上がりに直接 ［［ｦ ｾｾＱ を およぼすので細心の注意が必

要とされる 。 しかし反面、仮設材料であることから費用の安価さと

l耐久性が婆求され、作業性の而からは軽量であることが重要な要素

となるわけである 。そのため、故近の床工法では、 通 常 の 建 築 物

( R C造、 S R C造 ) の場合は表而処理合板( オーバーレイ合板、

プリント合板、主主装合板) が、高層ビル ( S 造) の場合はデ ッキプ

d. サポート ステージ組合せ方式

g  組立鋼柱 はり組合せ方式

一同

叩

一
-

一

一

一
-

間

町

田

b. ステ ー ジ方式

e. サポー ト ステージ・はり組合せ方式

h. サポート・はり・ 組立錦絵組合せ方式

C . 吊リ方式

f . ステージ ・はり組合せ方式

2 8 li 築 と 社 会 / 1976年 4 月号

1  サポ ート・はり ・呂り組合せ方式

Ｑ ｾ ぷ 六ー三日 Ｑ

図-1

重量わ〈支保工

の種類

J . はり ・吊り組合せ方式



表 - 1 型わ〈使用材料の一覧

材料の殴1 ft 樋 ijlj r， 称

木 製

普通合板、オーバーレイ合板

プリント合板 検装合級

デ y キプレート、キーストン

せ き 板 鋼 豊1 プレート、メタル 7 ; t ーム、

アノレフォーム フライング

コンクリート製

オムニア版 ンョアー

務 板 P C板 W式1未版

支 車生

ノマイプサポート、わ〈組足場 メタ/ レデ ッキ

車且立鋼住 lji 'ii' 

支 保 エ ペ コビーム、 ベコ ガーダー

仮 設 ば り ポービーム、ツ/ ，" 7 トラス、

O W S T  

締 付 金 物

く さ び )J 式

ボルト締 )J 式

レートがせき板に使用されている 。その他、特殊な場合にはプレキ

ャストコンクリートの薄板が使用される場合もある 。

一方、支保工については支柱方式と仮設ばり方式に分類されるが、

その使い分けとしては、床スラブの厚さによっても異なるが、一般

的には 11皆高 5 m程度までに支柱方式が、それ以上の高さについては

仮設ばり方式が採用されることが多い 。その他、ステージや吊ボル

ト等と組み合わせることによ って徳々の使用法が可能となるが、そ

の一例を示すと 図ー 1 のようになる。

以上は、せき板と支保工を分離して使用する場合であるが、材料

の小払しや整理片付等の省力を目的に、両者を一括して組み込んだ

大型型わ〈材料も開発されている 。フライングショア一、 W式床版、

メタルテペy キ等がその代表的なものである 。前述したように型わく

は、本来桃造部材を構成するためのいわば手段にしか過ぎないもの

ではあるが、その過程において省力化( 中間過程の省カ化) が可能

になれば、建築生産における生産活動の担い手の主体があくまで人

間であるという点で今後大きな効用をもたらすものと考えられる 。

3. 鉄 筋 工 事

欽筋は最終的には コンクリートによって隠されてしまうので、そ

れだけ工事中の品質ならびに粕度管理を十分に行う必要がある 。 こ

れは床工法に限られることではないが、床スラプの場合、作業足場

を設置することが困難で、コンクリート打設時にフレキシブルホー

スを引きまわしたり、作業者が床筋の上に乗ったりするので他の部

位と比較して配筋が乱れる危険性は大きい 。床端部の配筋が下がっ

たため、床荷重に対する強度が低下して、コンクリートのひびわれ

事故の原因になったり、極端な場合には床スラプの筏み障害にまで

進展した例は少なくない。

従来の床配筋は単材を一本づっ組み立てる方式で施工されていた

が、最近では、前述の床配筋の古しれ防止と合わせて、鉄筋工事の省

力化 ・品質向上を目的として異形溶接金網が開発され、建築構造物

への使用が増大してきているようである 。写真一 1 は、床スラブに

写真一 1 床スラブ配筋に異形溶接金網を使用した例

異形溶接金網を使用した例を示したものである 。

4. コンクリート工事

昭和50年 1 月に日本建築学会標準仕様書 r J AS S 5 鉄筋コンク

リート工事」が改訂され、昭和51年 2 月には「高強度鉄筋コンクリ

ート造設計施工指針案」、「コンクリートの調合設計 ・調合管理・品

質検査指針案」および「超早強ポルトランドセメントによるコンク

リート調合設計 ・施工指針案」が発刊された 。これは建設産業にお

けるコンクリート技術が一大転倹期に直面していることの一つの衷

付けであるとも考えられる 。一 口にコンクリートとい って も、コン

クリートの製造および管理に始まり、運搬・打込み ・主主生その他、

型わく工事、鉄筋工事、設備工事にも密接な関連をも って おり、こ

れらを一体とした全体計画が必要なことはいうまでもない。

しかしながら現状のコンクリート打設は、昭和40年以後急速に発

達したコンクリートポンプに頼 って おり「コンクリートポンプなし

ではコンクリート打設はできない。」 とまでいわれているのが笑情で

ある。コンクリートポンプでコンクリート打訟を行う場合、パイプ

ラインは主として床上に配管されることが多〈、したがって、床型

わくや床配筋は当然のことながら配管の娠動を受けることになる 。

これに対しては配管受け用のうま等が考案され、表面上ことなきを

得ているのが現状である 。( 写真一 2 参照)

コンクリ ー ト業界をとりまく情勢は必ずしも良いとはいえず、と

くに骨材事情や交通事情の悪化は深刻な問題になり つつある。にも

かかわらず、コンクリートの品質に対する認識が強くなり、硬練り

コンクリ ー トを打設しようとする傾向が増大しつつあることは好ま

しいことである 。

写真一 2 配管受けうまの使用伊j

5. おわりに

省力化や省資源化が強調される今日、建築工事における施工面で

は、技術改善および創意工夫が行われ、また、設計面でも各部材断

面寸法の統ーや鉄筋サイズの統一等、施工性をふまえた設計ーがなさ

れる傾向が増大しつつある。部分的には無駄に思えても全体として

は手1]. 点になる、いわゆるトータルシステム的な考え方が随所にみら

れるのは好ましいことである。

床工事においても、型わ〈工事を始め各工事に種々の新材料や新

工法が採用され、合理化施工の追求が行われてはいるが、現行の工

法にはそれぞれ一長一短があり、すべてにすぐれた工法が見出され

ていないのが現状ではあるまいか。経済性はもとより、軽量で耐久

性のある型わ〈材料の開発、配筋の苦しれ防止方策およびコンクリー

トの簡便な 打設機械の開発等、今後の技術者に謀せられている問題

は非常に大きなものがあるといえよう 。

( みヲら や す お 大林組本 Ｑ 古ｾ築本部 工 務部 Ｉ
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フロアパネル工法

j!i ｩ ｬ 二、ｴｩ｜ｾ喜界では、住築物の， ＺＧｾｽｍＱ ヒにｻＧＡＧい、特

:I( 化、 l二l則の1' . 1縮 、 胤i [ の安全1 ' 1ーなどが! f ( 1.!!" 

" 県民! I とな って お り ま す 。 主体構i 1 i t， li t>l との鉄筋

コンクリート i斗 や 欽 "'1 鉄 筋 コ ン 7 リート j立から

純 欽f l iit へ と か わ り つ つ あ リ ま す 。

ニのようむ i，{，f>;柿iiE の笈化に{ ' j ' ，. 、、版元11分 む い

ろいろ. tir しい - [ i j ミカ九よみ句J . L てきています 。

11 餓 ，ill 材では. i ' lj ' 11 本 製織 (附のthI， ) ) のむとにこれ

らの" 提起を解決するため、多くの( l lf' :先を 1i って

き て い ま す が 、 そ の J反米; のーっとして、このた

び新しい ｉｾ ミ℃法の‘ Ｗ ロアハネル工法 を 免 ぷ

L 、たしました。

こ れ 句 の 仁 法 が{IUMか ら 船 内 l村に千. る lぷ; 111分の

フレハプ化、 システム f七、そして車王消1 ' 1:r i'j 1ーに

大きく; 仔リーできるむのと l i Hl しておリます 。

1  ，工 法 の 概 要

フ ロ ア パ ネ ル 仁 法 は 後 と 1.1< 1泌をフレハプ化した

大引の Ｑ ぶ，マヰ ｊ レ日 ＱＱ 付を説場てＢ ，以内する ｉ ｾ 法です 。

このし法は， Ｚ Ｇｾｽｍ 、起 ｩ ， ＺＧＺｪｽ 持住吉長めチ ュープストラ

クチャf . YI d<に II ，1: il . &と巧えられ、. 1 : : / E/ の W ，T ，C ピ

ル で11止Mに Eよ み ら れ 、 わ が /1</ で L .i' lrli'ili: ふ; ピル、

主御成 Ｑ ＢＱ ピ ｊ レで採ｊｴ ｊ されました 。 従 ＾ｉｾ の ｵ Ｎｴと

比 べ 数 却 の 特n 、行不IW七が必" 哉され作) j 1(li でn:

11 さ れ て い ま す 。 k(: jfr で は ラ ー メ ン 村ii 立にむ治

Lt . が検，H さ れ て い ま す。

2 . 特 長

- 安 全 作業床 の 早 期 確 保

.ill 物の，:':j}付化 lこ{'j '. . 、品所作業の' ム全保{ 以 l止、と

くに弔i攻ーですが、 ニの ーに法は、鉄十i 往 )j と1，;)11与

に欽 ＧＡ ￮ 似体 への 川リ込み、ｻ反締が ｮｲ ￭ ｪ ｾ であるた

め 、 パ ネ ル の I，f( Ｑｾ Ｑｬｩ日 ＱＱ が、そのまま、竹二業，ＧＧＧＧ、資

材の Ｑ 反 ［［ ｴ ｬ ｪＭ ｾｪ になリます 。

・ 工 期 の 短縮

従米て法に比較して、染、 jぷ 版 が -{，本化された

大 ｊｾｬｬＢ ｾネ ｊ レ 古 ＱＱ 材であるため、尚南物の総 ＱＱ 司数が

大中111に {1j ; 減でき、作業の効咋f 化、 UY) の骨¥1*)(1が

Ｇｲｲ ￍｩｾになリます 一。

・床 版 工事 の 簡 略 化

i :l<i'l' i HI L 仁，)，;と 1，; ) ｉ ｫ Ｇｦ に ｉ ｾ 日版が服 ｻ 泌され、 ＱＢＢ ｊｾ Ｑｬｩ＠ r:  

，)，; は、欽1' 1'1収イトmsのダメ孔コドざと本締のみに弘

リ、現場作業の filj 時化が，i ! ' ! . L ます。 また後払の

ス タ ッ ド ジ ベ J レn 込 み 、 尺 )1: インサート、 j本ス

ラブの門己筋、コンクリートＮｊＧ ｛Ｇｩ 止ｾＮＩ［作業のい ｊｙｉ ，Ｈￍｩ

下 が "f iiEになります。

3 . 製 品 概 要

フロア，{ ネ J レは、 U. K. F 、Z .D. F '専の foOfi カずあリ

ます。ハネ J レの大きさは作i泊中10¥2- 3 m、l .tさ 6

- 13mです。 i，付 l立必まさに I，i : ; ・じ耐火被 tQを1J" 、

ます。

×  ×  

洋紺 ｬ については、本社 ・ 役付ＧＺ［ｾ・ ｾ［ｾｉｉ ｊ，住術 ｩ［｜Ｇｾ ぷ、

大阪支Ｇ， Ｇ ｩ ・ ， ｩｬｬｾ 件ヨｾ，目黒にお ｉｭｾ 、合わせドきい

30 

東京都港区「御成門ビル」に使 用のフロア パヰJ レ

仁亙日

回

E

大型 U 形鋼を主材とし、 K 尼 ( 仮枠材) を床

面にテ ックスで取付パネ ル を構成します 。

大形 L 形鋼を主材と し、 D尼( 仮枠材) を床

面に敷込み、下面は、振レ止〆材により主材

同士を連結し、パネ J レを構成します 。

9 E 1 館建材厳罰富市土

本 社 東 京 都 中 央 区銀座 7- 16-3 日鎌木挽 ビJ レ

干 1 0  4  03 (542)  8  1  1  1  

大阪支庖 大阪市東区平野町5-40 長谷川第一ピ J レ

〒 5 4  1  06 (203)  5  3  7  1  



W 式床版

日本特許No.714364、他数件他数カ国特許

W式床版工法は、鉄骨造および鉄骨鉄筋造を対

象に開発された床版桃築工法で、おもな特長は 、

サポートを用いずに施工することであります。

まず、その構造の概要を述べます 。

布図に示すように、鉄骨骨組に鉄筋のみで桃成

されたラチスビームをかけ波し、そのラチスビ

ームの各節点に中市11 : 筋をかけ、この帆J i : : 筋に直

角方向に亜鉛引波形鉄板 ( 26 非) をしいて椛成さ

れるものであります。

この際、各ラチスビームは現場で鉄骨梁のフラ

ンジに溶接を行います。

さらに、中高止節j は通常、メL鋼 16世を使用し、両

端は 7 " / ク状になっており 、梁に接する両11111部

分のみ幅止筋を鉄骨梁に現場溶接により固定さ

せます。

止ｉｩ事 ｦｉ 引波 ｊｦｈｍ 反は、鉄骨梁に ｩｾ 接で後合し、ま

た亜鉛引鉄板を 6 世の jJ 司iiJ j で止I i 鉛引波形鉄板の

両端で拘束することで、 J M孔11寺の l吹き上げに対

処することもあ ります。

以 上 は、通 Ｑ ｾＮ の鉄 什造 の ｗ 式床版地工法ですが、

従来の大工仕事である 51枠工事は - 1;1) 必要とせ

ず、地工.iAJ交も 4 人 l 組 で通常3oom'/ 日とかな

り早くなります ( 材 料 初 上 げ →1J を含む )。

1 . 特 徴

- 工 1t が大l隔に節減

l  従来工法と比較して施工原価 が低廉です。

2 従来のデッキプレートでは最大スパン約 3 m 

までですが、W 式床版工法では 8 m - 9  m まで

十分可能で、 小梁を設けず施工でき、かつ床剛

日

W 式床版を那覇空港ターミナルビル新築工事に採用

W 式床版の仕様例

梁間隔( スパン)

ｾ幅止筋間隔寸

小波亜鉛鉄板( jf26) 

W 式床版工法図解

性 がf目s大します。

3 鉄骨 精 進の場合、施工時、梁との取り今わせ

が容易です。

4 各種設備配管の 吊材および天井吊り木受付 と

して 利用 できます。

5.転用方式を採用すれば工費は従米工法並みに

fs; 減できます。

・工期が大幅に短縮

1 サ ポートを必要としないので作時同時に地工

可能です。

2 木製ノパぞネ jルレとサポ 一トによる 床 版f作乍業に 〈ら

べて大工 1秘任陸1およひ

. 当社の一式責任施工

2. 計算例

普通コンクリートスラプ 12cm厚 の 場 合

普通コンクリート 12cm一一一288kg/ m'  

W 式床版 15kg/  m'  

L I VE L OA D - 一一一一一一 150kg/ m'  

T OT A L  L OA D- 一一一一一- 453kg/ m'  

以上の荷重条件 をもとに 、中央最大援みを 1/1000

になるように計算しますと、下表の仕様どおり

です。

3. 施工上の留意点

施工は溶接が主体で、梁上から の作業でありま

すので、安全ネットの徹底と、ジベ J レまたはス

タッドポ j レトを先に取り付けないことが必要で

す。 繁華街での工 事では、とくに 外部 に対する

火花養生を留意して下さい。

4 価 格

W式床版は丸体( S R24初出品) が主材料、で、市

況価格の変動が大のため、スラプ厚さ、スパン、

地工面積、組工場所を述絡いただければすぐに

見符; もりいたします。

5. 主な工事

帝国ホテル、タイムライフピル、 N H K スタジ

オ102、銀座キャピタ J レホテ l レ、ライオン悩! 砦本

社、 1 B  M 別館、 西新井駅西口ビ l レ、伊勢佐木 町

ビル、長崎屋苫小牧席、名古屋広士ビノレ、ダイ

エー草加ショッパーズプラザ、小宮古7 7 ' j  '"'ヨ

ンテ' パート、福岡空港ターミナ/ レピ l レ、東京信

用金庫本l古ピル、唐 i It 競艇場、日赤医療センタ

一、那覇空港ターミナルピル、好子岡中央卸売市

場、立正{ 究成会、名古屋空港ターミナルビ J レ閉

築、横浜 Y MC A ピJ レ、銀座t -t鶴館ビル、安田

生命鎧統 ピ j レ、関西医大沌井病院

帝国ホテルのW 式床版

小謹噌板(判) コングロ工業株式会社

スハノ

トラス 詳細

32 
幅止筋( 16世)

ぇ，、ン (m)
h  ( "，， )  トラス日!I H ( S R24)  

断げ11 -人 中央hi .k健み

モー ノ ント( 口， ' ) ( 凹 }

16φ E E  
3 . 0  25. 0 1 3 φ m  500 0. 275  

13φ 

16φ Z E  
3. 5 30 .0 

13φ 醐

720 0. 387 

13φ 

16φ E F  
4. 0 40. 0 

13φ 阻聞

1，279 0. 340 

13φ 

16 φ ZE  
4 . 5  45 . 0  

13φ 醐 1，619 0. 427 

13φ 

lZ T  5. 0 50 .0 16φ m 2，935 0. 363  

16φ 

19φ 百
5. 5  55 . 0  16φ 醐 3，551  0. 438 

164> 

A - A ' 断面

普通 コンクリー トスラブ 12cm以上の場合は トラスピッチを適宜調聾しま す。

干141 東京都品川区東五反田 3-5'Sf i 03- 445-805民的

①営業代理庖

(近畿地区) ナニワスレート株式会社

干553 大阪市福島区海老江3- 20-7 f i 06・458-7401側

(北陸地区) 株 式 会 社 金 太

干921 金沢市泉本町5丁目 61番地n0762- 42- 333桜代)

(中園地区) 岡山ブロック株式会社

干500 岡山市当新国 73 f i 0862(41 )7388 

(南九州地区) 南国住建株式会社

干890鹿児島県鹿児島市伊敷町62番地

f i 0992(  20)  7888 

(i中縄地区) 株 式 会 社 大 城 組

干90ト21 沖縄県浦添市字努E里客322

tr0988(77) 362関切

3 1  



4 形 状 図

① 外枠 F  0  1815 

② 内枠 F  1  1818 

③筋力、い F  X  1218 

③筋力、い F  X  518 

⑤ 梁 F G  S  R30 

⑥ 調霊ジヤンキベース F  J  C  

① ピン及びクサリ

③ ボルトナット M 12X  140 

③ 昇降ジャ y キ F  J  E  

⑬ ドーリ -

O  パネ ルとめボルト

3. 施工上の留意点

φ9  

(1)  コンクリート打設前には、

必ず床版大1 fJ 1 f . J 枠の表面に争IJ

荷量材を検付すること 。

(2)  床版大相ｾ枠上のインサ

ートの釘は、大きいj ) f を打た

ないこと 。

(3)  床版大 Jf(l ｾ型枠と組 Ｑ Ｉ の ｴｩｬ￬

sj J 型枠には大きいj ) f を必要以上に nたないこと 。

曲
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フライングショアー

ミヤコフライングショア は従来のノ、ネル、似

木、大引、 ハイプ. サポートを一つにまとめ、 l木

版大〆、ネルと枠組支保工を一体化し、そのまま

水. p: lP. ぴに ral 丘移動がて' きるようにした新しい

ｬ ぷ版大呼 ｉｾｊｗ Ｎｴ Ｑ ｴｾ 支持装置です 。 ミヤコブラ可ング

y ョアーを開発以来、幾多の建築、土木現場の

総工を終え、ますます現場で、その施工性と安

全性がi;Zめられ現場の大小 の如何にかかわらず

使用されております。 このミヤコフライングシ

ョアーは、組半、大型型枠の昇降、斜l縦、 illi 織

までシステム化され改良に改良を加えて完笠な

工法を完成 、あらゆる条件に適するよう細部に

豆り設計されております。

途

合J i n( 団地合目11 ) 、事務所佳築、工場、述統床版、

7 ンション、ホテル、ポ y クスカルパート床版。

各工法との経済比率

コノ7

'

)ート の| 普 通|早 強|超 早 強

桟 11¥1 コンクリー トl コノク1) ート |コノ 7 リート

床 臨 工 法 的| 噌枠叫す労務官 | 型枠胃+ 骨務胃| 型枠胃+ 労話費

峰 顕| 比率 |  比率 |  比率

105 

110 

110  103 125  OI VST 工法

106 

4. 用

95 

101 

188 

192 

99 

100 

114 

178  

180 

81 

水平支保工梁工法

101 

178 

178  

90 

銅製支柱工法

127 

j ' .，キプレート工法

フライングショアー

工 法

Y ンマトラス工法

W 式床版工法

使用方法、組立順序

・組 立

(1)  外枠に内枠を姉入、所攻 ｾｴｾ さの位￼ＧＨでピン

を差し込み調笠ジャ y キを取りつけます。

(2)  地組みの上記組立て枠を起こし、筋かいを

取り付けます。( 外 枠 が 多 段 の と き は 、 枠 組 足

場と| 百l じように組み立てます。)

(3)  内枠上部の U 字明受金共に梁をのせ、ボル

トで緊結します。

(4)  梁の上に床版大別別枠をボルト Ui で緊結し

ます 。

(5)  下部の調整ジャ ｹ キで最終的な ｲｾＧｾ さの調径

をします。

・争IJ 荷量、移動

(1)  下部の調整ジヤ ンキをゆるめます。

(2)  内枠のピンをはずします。

(3)  争 ｉｊ 向性機械で、床版大 ｊｾＧｬ ｊｾ リ枠をコンクリート

I師より争IJ 離します。

(4)  外 枠にドーリーを取り付け、 ＿ｊｾｾｾ ジャ ッ キ

ベースを移動できるよう上げます。

(5)  ドーリーにて所定の位出まで、水、F移動を

行います。

(6)  移動が終わったら調務ジャ y キベースを床

面に定置させ、ドーリーを取り外します。

(7)  昇A 降ジャ γ キを用いて内枠を上げ耳目わくを

所定の高さに設置します。

1  . イ1:米工法より 10- 20%の型作費が節減でレき

ます。

2. 従来工法より組立 、解 体 が 2 f古のスピード

でて' きます。

3.  Ｎ ＨＱ Ｚ 米工法より ＲＰ Ｍ ＳＰ Ｅ の工 ｪ 切のｾｩＮ紛ができ

ます。

4  .  ｾ 従 ＲＱＱ 料、の組立て、梁配筋の作業 ｨ ソ ｾｪ とな り

ます。

5. 片付け作業が少なく、安全に作業ーができま

す。

6.  J也上からの操作により、床版大別別枠を一

瞬のうちに剥離することができます。

長1. 特

2. 仕機、構造

外枠Ｈ下部作 Ｉ と 内枠 Ｈ上部枠 Ｉ が占 ｉ Ｎｾ 咋 ｩＧｉ イ ｬ Ｇ で、

内粋の上書11に梁を取りつけ、この梁に l未版火ノぞ

ネルをボルトで緊結する 。床版大ノ ぞネルの- 11.降

には、 4字用の者H争ジャッキて¥フライングショ

アー肉体の移動には専用のドーリーで行います。

| 者向がtfEいときは、外枠と外枠をジ当イントで

i ! I ! 結し、スライドノ マイプを併用してどのような

高さにも調主主することができます。脚pb(・ 1 ノド当

たりの J午谷鉛直有i iJl Lt. 2 .5 トンです。

物流ピル( 団地倉庫)

A 中 央 どι 日 業 儲 裕 社

本 庖 干103 東京都中央区日窓樋掲圃 1丁目 7書共同ピル( 斬掲留)

ft 03 (662) 1391 (代喪)

大 阪 支 庖 干541 大阪市東区高血櫨 I T 目4 暑地( 日生直属揖ピル内)

ft 06 (203)  7271 (代表)

名 古 車 宜 庖 干m 名 古 置 市 中 村 区 来 量 町 2暑地 67 (大東海ピル内 )

干 052 (582)  1701 - 4  

補 同 支 庖 干810 禍岡市中央区天神 2 丁目 14書 13号( 三井銀行ピル内)

ft 092 (781)  7666(代費)

仙 台 宝 庫 干980 仙 台 市 一 番 町 2 丁目 5 番 5 号 ( 中 央 ピ ル 肉 )

ft 0222 (62) 0  5  1  1  

札 幌 出 張 所 干060 札 幌 市 中 央 区 北 ニ 晶 画 4 T 目( 斬三井ピル向)

f t011 (241)  4  6 8 4  

広 島 出 張 所 干730 広 島 市 上 織 町 3 - 2 4  

宮 0822 (63)  8  4  0  1  

高 松 出 張 所 干7岡 高 訟 市 舟 町 1 丁目 5 書 1 骨 ( . 園 生 命 ピ ル )

ft 0878 (21) 8  5  9  5  
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フ ァ

7 7 プ工法は、鉄筋コ ンク リート 構造物の構造

性能改善と、生産、施工の合理化のために研究

開発 され ているシステム建築の工法である 。

本資料は、こ の工法の中の床工法で 、骨組構造、

配筋、型枠 、仮設、および設計、音11材生産にま

て・及ぶ内容をも っている。

1  . 特 徴

- 在来技術の長所、短所を y ステム的に処理し、

構成 しているので各種構造物に 広〈 適合する 。

・高性能のプレ 7 7 プ鉄筋と配筋 y ステムによ

り、施工偏差のない 配筋が簡単に行える 。

・プレファプ鉄筋 には強力な組立強度があり 、

従来の仮設支持材は省略できる 。 さらに仮設足

場に旅朋 できる 。

・型枠、仕上材、設備材は鉄筋と 一体にした床

パネ J レに 椛成 できる 。工

る。

・床パネルは、作業、愉送に適した大きさ、 ill

さ、強さに調節できるので、立地条件、仮設、

骨組、工JUI等に 制約 きれない。

. f仕土上工

手できるι 。

・超軽量コン 7 リート ( 比重0. 8- 1. 1 ) から、

汗ilfl コンクリートまでの幅広いコンクリート用

法、および中セコンク リート地工が容易に行え

る。

- 工場、あるいは現場て¥全 P C版、セミ P C

版が簡単に裂iさできる 。

・全体としては、性能発注に対応するシステム

工法である 。

2 . 仕 様

- 床の構造計算: 鉄筋コンクリート構造計算規

準の浴抜金網の I買による 。

. i ' j 己筋計画 . 構造計算にむとづく鉄筋量を、立

体溶接金網 と補助鉄筋音11材に 分; 'i l I して、プレフ

7 プ鉄筋に 椛成する 。

- 仮設強度の付与 ・崎工条件から、床パネル' ，l i IJ

付、仮設時のトラス強度が求められ 、配筋計画

と調盤 して 、プレフアプ鉄筋部材が生産される 。

表ー 1 プレファブ鉄筋の仕様

目冷問丸線=JI5.G.  3532 (50- 3Oi目当)5.5ヘ6ヘ7ヘ8'.9'

冷問異形線=J I5.G. 3505 (5D- 3O相当) 6'.7.5' .9'  

仕織外線材= 熱問異形線 、; 1; 耐候性線材 、ステンレス線材

床パネル 100m' と継手金絹330m'分

{ 型枠は亜鉛引鉄極( tO.5酬)

・型枠材料の椛成.

転用型t ' ，; = -tT1，皮 シ用( 酬をベニヤ) 、特殊造形用

「給自枠 (i 専鋼fli O.3- 0.5皿 平総金網 )

非転用恒枠ｻ化粧型枠Ｈ化粧パネル、 ｮｾ Ｎｦ反 ｐｃ 等 Ｉ

l 小笠型枠 ( 各線ポイド材 )

・型枠支持付 . F11枠材の陸別、用途、仕様に よ

り、迎合するものが選定される、鉄筋に j作接 取

付 のjl)j ｻｾはウェ Ｗ￯ ￭ｊ ｩ に ｩ ｜ＱＪする 。

・1未パネルの江主 lll: R Ci l i では梁担枠を 補 強 し

て架け i皮すか、 図 - 6 の方法。 S 、 S R C 、

H P C 、 R P Ci主等では、 is ) J と並行して梁に

設置し、継子処理後必要な場rrr か らコンク リー

ト を 打 設する 。 Ｂ｝Ｇ ｊ ｊｩ ｊ 支持は［ｴ ｾ スト芹 Ａ法 のほかに 、

上階梁への吊り上げ、 1111仕切桐h材の先付流用等

が行える 。 ポイド床はさらに効* が増す。

3  . 価 格( 鉄筋 型 枠工 事 一 式 、積 算 例 )

立体溶接金網 ( 材 ) 1，300 - 1  ，600 

補助鉄筋古11材( 材工 ) 300- 350 

段、梁取合川l工( 材工) 50- 100 

型枠支持材 ( 材工) 300- 450 

型枠材工H (ベニヤまたは欽板) 350- 600 

立 体 制 金 網 (基 準 ヲ レ

主三塁主ｾ笠一一 一
Pi  ウエブ筋、5.5'6' 倒防 {配力筋l

. 7 一一τァー ノ - - ーーフ

フア 図- 2 配筋要領

旦 ｚ 旦 ニ ＡＧＡＧ ｾ

d 明 世手金嗣( - 融用) r 手筋

Ｔ 〆 アぞ乙ｾてｾ Ｎ ｾ竺 山言 雲雪ず
配カトラス1集中応力用 ヘアーピン植手 応 力 闘 醐 手 金 嗣{固定端周) フームピース (田宮取材} セラ ミ げ ス ペ ー ト {俸 制 付)

図- 1 プレファブ鉄筋部材
図- 3 型枠支持材

輸送、 設置 (50
km

以内 )

反11資材、仮設、雑

諸 経 費

200- 300 

50- 150 

250- 350 

2，800- 3，900 
A 、

D  
計 ( 床d 単価 )

{fI_ ン、 5 j宜l正厚さ 120. 地工 i;[5. 000 m'  - 1  .ooom'  

4 . 施工上の留意点

- 生産図1!? の打ち合わせ、確認を充分に行 う。

・ 型枠材の選定は仕上工 Ｇ ｊｾ を含めて行う 。

・合成梁刻1)*、小梁省時につい て設計調整でき

る場合もある 。

. iら接金網の切断 は必ず i.Ji:，訟を受ける 。 アーク

溶接は溶け込みチエ / 7 を行う 。

・コンクリートは局部的に盛リ上げない。予備i

ポストは準備する 。

・鉄筋上に手押し車を用いる場合は、ベニヤ等

を{反主主 きする 。

5 施 工 例

床パネルの設置、床l車さ135、四辺固定床

m大…き付叩卓村山5.4… 0ωO. .t'f.J…2お捌州6ω仙0供OkVilt:
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オムニア版

1  . 特長

既成版であって、オムニア l坂に現場打コンクリ

ートを 加 え て 、 オ ム ニ ア ス ラ ブ として完成した

ものである。オムニア版と現場打コンクリー卜

! 刊の結合はオムニア版の中Il 而とオムニア筋とに

よって結令する。

以下、本仕様古に示すものは特記事項であって、

1)  特 殊 引 枠 工 法 に よ り 製 造 さ れ る た め 、 版 純 それ以外のものは、

の 多 機 化 を 問 題 に せ ず 設 計 上 、 ま た 、 施 工 上 j此 J A S S  5  鉄筋 ｊ コンクリート工 Ｇ ｊ ｾ

も有平IJ な・l 法で製作される 。 J A S S 10 ｴＺ，ｾ式プレキャス卜鉄筋コンクリート

2) 従 米 の プ レ キ ャ ス ト 裂 品 に く ら べ て 版 厚 が 工 Ｇｊｾ

球いためにフレキンプルであり、版々ジョイン による 。

トの口 ｪｾ いが非常に少なく、村Ａ交のよい仕上が 仁王亙 = - 7百あ肩fiX. 5'! 1 オ ム ニ ア 筋 は 図 ー 1 、

リI(II が科られる 。 図 一 21こ示すように上下の弦材とラチス筋とをほ

3)  従米のプレキャスト床版に比較して l.lf皮JJi. 抗点浴核により抜令したも のである 。

場でコン 1' } ー卜をオムニア版上に打設するた オムニア筋は上必; 材にあ っては世 9 の lFi 函欽線

め 、 設 備 配 管 や ば If ( 仕上 がりができる 。 下位付およびラチス筋は世 6の汗I J . U鉄線とし、節

4)  椛造上版々が、現場打コ ンクリートにより ＮＧｾＮＨ間距再 ｦｦｩ は ＲＰ Ｎ Ｐ｣ｭ とする 。 ただし下弦材の下Ｑ［ＱＧか

一体化し水平ブJ を伝達するのに 卜分な スラブが らラチス筋の 上ばまで尚さ 1;l. 7. 0- 20. 0cmとする。

構成される 。 目玉=- 7 t& 1 オ ム ニ ア 似 の 恥 は 4. 0- 6 . 0cm、

5)  従 来 の 椛 造 ) i 式 の ま ま で P Cの長所を取り 中 ｉ ｉｾ は一般に Ｐ Ｎ ＳＳｍ Ｍ ＲＮＵｍ までとし、現場打コン

入 れ る こ と が 可 能。 クリートと接触する表 1mはキ111耐としなければな

6)  デ ソ キ プ レ ー ト の よ う に 端 部 小 1- 1の火 J'll め らない。 オムニア筋上必:'Hの相l江川附は、 62. 50

や 耐 火 減 税 を必安ーとしない。

7)  1  'I' )j  米当たりの if( J. ，l が経、、ために、日sl 鍛

取付 11.'， : : 敏行iす る こ と が 非 常 に 少 な い。

8)  五日自 ｾＱ ＱＮ Ｇｩ に ‘ ｈＡ Ｇ Ｑ がてＧきるために、 一 度に大泣

の版を ili ぶことができる。

9) I阪のi l l _ '111が事まし、ため、施工11寺にとくに大引

の均五機を必要としむいで仮設機械行i料の比ヰ1

が減少する 。

10) オムニア. t 1J l 1ニボイド用問枠を取り付けるこ

とによ って 現 場 ポ イ ド ス ラ ブ が間 引 に で きる 。

11 ) オムニアトラス筋があるのでク' } ーフにわl

しては、有効である 。

2 . 仕機害

匡E 本官| 刷( 以下オムニア版という) は工場で

加工、まＺ｛｛み立てきれ、建築構造物の ｉｾＨ 版として

使 用 す る も の で あ り 、 現 場 打 コ ン ク リ ー ト と 協

力し一体として使用するものである 。

オムニア版は、オムニア筋( 図 ー 1 、図 - 2 ) と

鉄筋を配した厚さ 4. 0cm位 l主の鉄筋コン クリー卜

下弦材

( 節点間距離)

T 吋デ明

l  ｲＨ 節点目 ｾ･ 敵 ＩＱ
o  9  

( J L 
図一 1 オニムア筋詳細図 ( 1 型) 単位m
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｣ｭ とし、オムニア筋 ｬ ニ必 材と版Ａｦ Ｚｦｩｪ の ｾｂ 雌は ＳＱＮＲＵ

cm 以下とする 。

| オムニア版の級い方 | オムニア版( I 'i 4. 0- 6 . 0  

cm) に現場打コン 1 ' ) ートを )}II えたものは、一

{ 本のコンク' } ート I木版として扱うことができる 。

オムニア版を梁と梁の I::J にかけわたし、 ;IE列に

して床版を形成する場合は ー Ji li'JI木版として設

討を行う 。 また、 l 枚 の オ ム ニ ア 版 の 周 辺 に 梁

が 存 住 す る 場 合 、 二 ) j li' J / 木版として設計するこ

ともできる 。 設計に際しては控築' 字会制' * の鉄

筋コン 7 リート桃造設計J ; . J l.i V; ( 以下' 学会脱却= と

いう) による 。

3 .施工方法

| 支 保 エ の 間 隔 | コンクリート打込みに際し、

オムニア版を支える支{ 米工の| 間隔は、ラチスと

オムニアコンクリート版の令成材と与え、オム

ニア版の llll げひぴわれ強度を 1. 8. / F引 F c = 350

kg/cm' ) と定め、オムニア版に上部コンクリート

打 設H寺、山げキレツが発生せぬ よう文保 工 間 隔

( 節点間距離)

2b- m - 10  

町守寸!
200 岩 200 I  1  

日ず
μ 旦」

図 2 オムニア筋詳細図 ( n 型) 単 位置m

を定める 。 1}:f iRとしてはオムニア版自i I i のほか、

打ちこまれるコンクリ ートの A 訟 に 安 全 率1. 2を

来 じ、そして 1. 0m当たりの制に 150kgの 集 '1"術

屯をよ4込む。

| コンクリート打込 | オムニア版の凹凸ある表

面は、現場コンクリートの打設以前に i-N.ha し、

十分I tj( 7Kを行わなければならなし、。

また、オムニア版と JJ l . 場打コンクリー卜との結

合を図るため、コンクリートが十分硬化するま

でスラプを振動や付加。n重から保護する。 コン

クリート 打込みにあた って狩しい衝撃や集 中初

る ｴ 首筋は、日本 ｩｬｬｾ 長ＢＧｦＺ会制 ｷ の欽筋コンクリー

トf ，Y i i 1 i 計算) ; J i . 準( 以下学会規準という) 13粂の 4

により} ) : : ; 主しボめるものである 。

ただし、オムニア版内に設計スラブ厚から }):A主

したコンクリート断 l而般の0. 2 % 以 上 の 断 耐械

をもっ繍筋が存イ( すれば、現場打コンクリート

内の償筋 l立、 l阪と版の接令部のみとすることが

できる 。

また、 0 .2% にi的たなければ、 I出iたすようにその

分の鉄筋 f止を現場打コンクリー卜内に配する 。

|現場 内 で の コ ン ク リ ー ト 打 お よ び 配 筋 | 税 場

打コンクリー卜の 訂， 1'{は 、学 会 規 準 4 粂にぷす

ように F c = 150kg/c町以上 を 原 UIJ とする 。

毛足場打コノクリ ー ト内に配する鉄筋は、特別の

場合のほか J 1  S  .  G  .  3112 r鉄筋コン 7 ' )ー

ト朋再生体鋼」の規絡に定めたものによる 。

また、 J 1  S  .  G  .  3551  r治後金網」に総定す

る金網のうちぷ線の径が 4 mm以上のものをJ . l l い

ることができる 。

| i鉄筋のかぶ り厚さ | 欽筋のかぶり! 写さは往築

基権法施行令第79粂に従う 。

高村建設株式会社

本 社 干403 山梨県富士吉田市上吉田870- 1

T E L  0555(  3  )8811 

東 京 支 庖 干100 東京都千代田区永田町 2 - 4

(秀和溜池ビ J レ4 F  ) T EL  03 (580)9989 

オムニア工場 干401 - 05 山梨県南都留郡山中湖村山

中861 T E L  05556(  2  ) 1155 

直亙:1: 11 1

石田コンク リート 側

干812  ｎ ，Ｇ，， ｾｪ＠ ｾ，ｾ＠ ｾＧ，Ｇ，例 ､￭ ｲ，ｙＮｾ区 ＰＧ ＰＧ ［ ＳＭＹＭＲＰ T E L  092(271)1717  

側ショックベ トン・ジャパン

干350 崎 F.リ'.UII 館山市合1丁目 10/存地 4 T E L  0492(42)1111 

日本強力 コンク リー ト工業側

干 100 点 京 都 千 代 rJI 区神日12丁目 11昏8号 T E L 03(861)7711  

日本ハ ウジング悌

干590 大 阪 di堺市北山町5r  43 ー 1 T E L  0722(21)4345  
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ン Ji 式て・製造されるプレストレストコンクリ ー

ト リ プ 付 ス ラ ブ で あ り 、 つ ぎ に の べ る1年以を生

か し て 建 築 物 の 床 、 屋 線 、 慢 の ほ か 、 歩 道 締 主

ど に も 使 用 さ れ て お り ま す。 ま た 、 そ の際司色、t

法は、 J I S - A 5 4 12 に 規 定 さ れ て い る も の で す。

1  . 特 長

Ｎ Ｑ とス ｊ マン 、 ＨＱ｝［ デプス の ため大きな ｾｉ ｈｬがとれ

る。

・ 粍 ｊｩｴ なＡ未納や明とむるので、 ｊ ，ｾ礎、その他 の

糾 iit が よ り 経 済 的 に な る 。

• ｲＨｾ＠ ｉｾ＿ｉ＠ 'l '1の コ ン 7' ) ー トと品川l U; 鋼 材 を 悦111 し

た強制な而J 火 材 て' ある 。

・結l半球主11で も 白 地 処 理 に よ って 充 分 な 水 判 明11

1' 1  iJ '1Uられ、手; l m配 分 も 充 分 で あ る こ と が 実 験

に よ り 確 か め り れ て い る 。

・設胡ji 用 イ ン サ ー ト、スリ ー プ勾 の 打 込 み ら 可

能 で あ る 。

・特 別 に 表 IIJi 仕 ! こげを M. i さなくとも美しいコン

ク' ) ー トの ぷ I也が符 られる 。

.  ).t!)J)j なしてウ己設がf 1liljl に で き 、 す ぐ に fii ば と

し て 使 用 で き る 。

2 . 仕 機

(1)佼j 日材料

コ ン クリ ー ト Fc =  500kl l /c附

P C鋼 材 P C鋼 よ り 線

(2)断 r(1i .j 法

S W P R  7  A  10 . 8 世

!e 号 H cm b  cm A  回 W kq/  m 

一
W T  - 20 20 12. 00 980 235 

→ふ

11 . 33 1097 263 

30 1  30 10. 67 1207  290 

， 

35 1  35 1310 314  

40 1  40 9. 33 1406 337 

45 45 8. 67 1497 359 

50 50 8. 00 1580 379 

3 . 主な施工例

fi ニ)i'oI_L] 二償浜製作所主i I fN

1庇 児 山 rli .(('.，lir，vjLifN 

大阪 ｴｲｾ ｾＱｩ＠ ' ' f : 岡大乍弁1; 皆1..K

'l'..j iii U  ｉ ，ＺＧｾ＠ ｾ ｾ ［ Ｇγ 校体育館 ｉ Ｚ ，ｾ

大 阪 di ι 怖沖q'i "γ. 校体行自I ( 1.+;

京n! llli tJ  ;j ;j 処1' 1! 場包司! 十点他bHH

大蔵 i引 pjtl J ιj 小[ f j l.点 工 場 j立以似

• 
大阪樽蔭学園大学 鹿児島市魚市場

4.  

6  7  8  9  10 11 

援実線はフル プ レストレス 、鎖線 は，マーシャルプレ スト レス的場合を 示す.

5 . 取合詳細例

受 け 梁 と の 取 合

6. 参考事項

- コンクリ ー 卜強度、 P C j同.H l . 歪を変 え るこ

とによ っ て 多 少 は 性 能 ア γ フ さ せ る こ と が で

きます。

・存fif( また は スパ ン がぶーに よるら の よ り 大 き

し、場作は J 1  S .J:J，I.絡外 の 大 '¥' i W T ス ラ プ ま た は

は後に ili べる S T ス ラ ブ で 設 計 す る の が 適 当

です。( この 場 介 、 断 rM形状は' Jd ，'j'に 介 わ せ て

適 宜 設 計 す る こ と に な り ま す 。 )

7 .  S  T スラフ

つ ぎの(1)聞はIi .j-i 去、 (2).i i'谷州 市 スパ ン表は

そ れ ぞ れ S T ス ラ プの 設計 WIJ をぶしたも のです。

(1)断 r(!i .j 法

1790  

200  

-
使用材料 コン 7 ' ) ート Fc=  500kg/cm'  

P C鋼材 PC鋼よ り線J 2. 4 tt

自抽 ｾｉｉＮ ゐ Ｒ し 添え筋して i溶 綾

ょ こζ L ι ，，/一一一一一-

L ヴ子寸デτ

J 。。 ー ¥ /

O

 

O

 

Z

I

-

-

マ

@

 

目 地 の 取 合

(2)許 符 祈m- ス パ ン 表 ( ドI of( は 含 ま な い )

1000 

F  rτ 1'¥ 

1¥ 

¥ ¥ ¥ 

¥1¥ ¥ 

¥ 

1¥ ¥ ¥ I¥. 

¥ ¥ I¥. ¥ 

¥ ¥ ¥. H  = 80 

¥. fi ー75又

I¥. I¥. ¥ 、H= 70

¥ ¥ H = 65 ¥ 

氏、
I¥. H' ; ' 60l'¥. "  

¥ ¥ H =  5 '¥ ¥ ¥ 

¥ミ
H = 50 ¥ ト¥

¥ Ｔｾ Ｂ＠ ¥ 
¥、 ¥ 

H = 40 下記 ¥ 
¥、、 ¥、

区ミ "  ¥ .......... ト¥ 卜、
¥斗

¥、、 、、、 、、、 、、
ト¥

ト~ ト、

」

900 

800 

700 

600 

500 

400 

荷 3∞

軍

ｾ＠ 200 

kq 

4 100 

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

スJ ぐン ( M)

ピー・エス・コンクリー卜株式会社

本 社・東京都千代田区丸/ 内三丁目

新国際ビ J レ電 話 ( 03) ( 216) 1981 

東 京 支 底 ・東京都千代田区四番町 5 番地

東 亜 ビ ル ( 03 ) ( 262) 610 1  

大 阪 支 I吉・大阪市北区 絹笠町50堂 島 ビル

(06 ) ( 363) 222 1  

支l苫、事務所 ・福岡 ・仙台・名古屋 ・金沢・広島

工 場 ・鴨宮 ・七尾・水島 ・伊 丹 ・水口 ・北

上・神町・久留米

担築 と 社 会 Ｏ Ｑ ＹＷＶ 年 Ｔｽｉｾｊ 3 5  



スピ ロー ルの種類

10cm版

980 

ールスピロ

"  cm版

980 

豊橋グランドホテル

P C鋼材は2.9世、 2 本より、 3 本より、

6.2世、 7.9<{>、9.3位 10.8世、 12 .4世、 P C  

鋼より線を使用しております。

① 強 制 さ

・ 耐手:11' 1こが大きく、 lti 少 の l以! 平て-1-<: 大スノマンが

可 能 で す。

・ 出 張 力 の P C 5凶 よ り 線 に よ る プ レ ス ト レ ス "

と Ｇｈｾ Ｑｊ なコンクリートの 相 来刻 ｊｾ ーがフノレに発ＭｉＡｉＨ

さ れ て い ま す。

① 軽 拡 化

Ｎ ＼ｉＧ ｾ コアにより、出 ｊ ぷ ｩＱｊ を打i う こ と な く 、 重

量 の Nd域 化 を 尖 JJL し ま し た 。

・ ｾｆｴｩ 止 化にともない、ｉｦＩＨリ扱い』血工 の ｮ ｬｩｦ 記さ、

作 業Hキ1::1の骨J 嗣(1 な ど 、 建 築 許111"1の プ レ フ ァ ブ リ

ケ - : / ョンを促進します。

・特 に '1' ，:':jIM建築では、 全 体 の 終 減 化 に と ら な

う j 左礎村長造前h苦11の 節i 械 を も た らします。

① 性 質 、 性 能 の li'j 上

Ｎ ｾ世ＧＱＧＨな ｲｈ ， Ｇￎ Ｇｉ ＷＮｪ［旦 ＱＱ による Ｓ こ ＱＴ［ 生 Ｑ ￬Ｑ ｴ なのて弘 Ｎｾ Il fi' l ，こ

む ら が あ り ま せ ん。

. '吹十l 枚数、 ￹ Ｚｲ｜ 十 ｉ ｾ 上が谷弘です。

.  " プ レ ス ト レ ス の 導 入 に よ り 乾 燥 fむ裂が生

長1  ，特

じません。

・ 乾式 ｬ 庖工のため、完成した ｩｬｬ 築物の内部に ｩｾｾＮ

公 を 残 さ な い で 、 山f ちに{ 変則することカ f でさま

，e; 

四日市倉庫 ・ウールセンター

日本 l ・B . M野洲工場

許容積載荷量とスパン図表

--1← ト一一 トーート

←←開

事セ
寸一

( 自重を除( )  

T 寸

自

，¥ ¥ 1  

10cm版

;λ 
¥ ¥ 

一一-一-一一寸11一51寸cc一mm一版版一

1-止

ぐ¥ ¥ 

ぜヘ 、 ¥ 

、、
号、、

る、 、く
高て

ドー

‘ ¥ 
、、 寸一

司、
" J  1" 手

ヒ

可、
ートト、

200 

180 

1

1600 

E  140 
、、

3 ‘  

'f 120 

制

害1剛

5 800 

射ー

時..

600 

200 

400 

大阪市浪速区戎本町 1 丁目

7 の 24 ( 柄11' ピル )

大阪 (06)633- 5661 ( 代 表 )

点点目11港区内新附 3 丁 目24

の 9 ( 似日 l ビル )

ｾｕ［ ｜Ｈ ＰＳ Ｉ Ｔ Ｓ Ｔ Ｍ ＶＸＶＱ＠ ( 代 ぷ )

悩|判di '1' ｾλ 区天神 Ｕ )  Id 6  

の 12 Ｈ ｾ川吋リ ｬｌ パン会館 Ｉ

1正 ぷ 悩|吋 (092)721 - 5500(代ぷ)

?'!lli 版、 μｾ }:，Ij 、 flllfi 、問1"1

下集、 f1i if.)

干529- 14 滋￭ＧｮＧ， ｜ｾｉＧ 似 ｩ mu i.1IAHI 町 大 'f

l見

IL nbur (074848)  3035 Ｈ代 ｣ｬｾＩ

③ ピーシー 桝 株 式 村

8.0  7.0  4.0  5.0 6，0  

有効スパンf ( m) 一一ー一一

3.0  

0  

2.0  

す C

・ l'分 な 耐 火 性 と f' i { れた IWi 'i't' 1により、↑ k : i堕な

}，l ;' f全性を誇り ます。

スピローノレは j!I'I Uね な 、 プ レ ス ト レ ス ト ・ プ レ

キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト の イ し あ き 版 で す。

ス ピ ロ ー ル は P C釧 よ り 総 に よ り プ レ ス ト レ ス

Ｑｊ を ｊ 持入し ｊｾｬｾ ｦＱｾ を使Ａ日せずにサイドフォ ー ムと

，ｾ，ｾ成Ｇ｜Ｇｬｊ￬ｊのコアを抱えてスラン Ｗ Ｐ c mの コ ン

ク リ ー ト を 強 力 / ， イ プ レ ー タ ー で 締 め I，' ! ] めなが

ら即11寺) 悦刑するイしあきのプレキャストコンクリ

ート l阪であり、 'j1ii 性 変 形 に 対 す る 迫 従1'1，が大き

く 、 采 軟 性 に l-，_'， み、( ( L ! 2 ! を生じな い の で 、 新 怨

築部材として、 ｬ 五十民、 ｊ ａ ｾ 、壁材など多万 ｬ￭ Ｇ ｪ に使

用 さ れ 、 近 代 的 工 場 生 肢 に よ る 均 ー な tl71氏、 (.'; j

伎 の 地 よ' .U、 i去 れ た 経 済nがよ ろ こ ば れ て お り

ます。

スピロールは Ｑ ＳＰｭ のベ ｹ ド上て寸 ＧｾＩ， Ｇ｡ ， ＧｬＧ￪ 主 ｬ 枚版

として製遣され、i 'Jr 袈 ス パ ン に カ y トされます。

様2 仕
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1正 J

干8幻10

l正

大阪支庖

東京支庖

福岡支庖

所

所

場

業

張

営

出

工

耐火指定番号

品 ｉｾ r， 耐火竹.能 佳品生' ( ， j折半 f昨)，;

Y、ヒ. ロ J レ

(  1  1  0  )  

1 1時1111 耐火 W n  1034  

スピロ J レ

(  1  1  0  )  

1 1時/ HJ 耐火 F 1019  

スヒ Ｇ ｾ ｏ - / レ

(  1  5  0  )  

1  11与1::1 耐火W n  1049 

スヒ. ロ J レ

(  1  5  0  )  

1 11. HIJ 市f 火 F 1025  

途

① 往 築 }I]

工 場 ・合 @ ，I.l u li 場 ・'J' ;務 所 ・病 院 ・学 校 ・f1

Ｒ となどのＡ本 ・ ｬ 五似 ・ 段、 Ｑ ｾ｜ ｪｻ ＺｬＺｻｊ ｊｈ

① 土 木 凡l

プラ y トホーム ・歩 Ilhi ・土 f日1め 板 ・仮 設 道 路 j未

版 ・水 路 益 ' IW干i 板 l災i益 紙 ・ 歩 道 統 ・シェ l レ

ター
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鉄骨系プレハブ住宅における

床 パ ネ ル

プレハプ住宅 は、 その締法システムを考え る際

に壁体 の工業化 を考えることから始めたようで

あ り、床の構法システム ( とくに ー|者床 ) まで

は手が固らなか ったのか、または工業化 の必要

がなかったのか、この部分については在来の木

造住宅と問機なものがほとんどて' ある 。 このよ

うな現状 の 中である程度でも工場生産化 され て

いる床工法として当社の床パネルを例にと り、

これにより工業化住 宅 (低層 ) の床工法を説 明

する。

1  . 仕 機

形状は 図 1 を見れば一 目瞭然、のように、在来

工法の綴太と床板を 一体化 し、 1 mX 1 mのパ

ネルとしただけである 。純 類としては、裳而に

スチロールスポンジを貼り主に洋室部分に使用

するものと、 和室用 ( ;タタミ 室) の何も裏に貼

つてないものの二通りであるが、 和室用のもの

には、床下改め口の 細工をしたものもある。

材質は床板、般太ともにアピトンであり、床板

の厚さは Ｑ Ｔ 怖で、ｾｆＮ鉛 ［Ｑ Ｇｾキ釘 Ｔ Ｕ ＧＥＮ により恨太

と一体化している。 i羊室用床パネ/ レに貼ってあ

るスチロールスポンジは厚さ 15協であり、- : : ? ' J  

7 ス1619T およひ核精材で床板の裏面の桜太問

に貼付している 。そ して椴太材には防腐剤を加

圧注入したものを使用している。

|床パネルの施工 |

/ 床 パヰルA

1  m X  1  m X 57 

2. 性 能

この床パネルは ー| 活用であり、この部位に要求

される性能としては、強度および断熱性能が主

な ものである。 断熱性能を、熱 JU し抵抗て' 表す

とつぎのとおりである 。

洋床パネル(スチロ ールスポンジ付)O.73
m

'h'C c々al

和床パネル( スチ ロールスポンジ無)O.3S
m

'代々 cal

強度のうち、 曲げ剛性については荷重180
k
g/ m'

で910協スノマン 聞 で 3 市以下としてお り、耐衡感

性は子高錘衝撃試験のナス球 2 kgX  4  mで袈而に

異状がないこととしている 。

3 . 特 徴

この床パネ J レの施工完了後の外観はいままでの

木 造住宅と変わらず、また和室用の場合には居

住性能面も別に向上していないが、この床パネ

J レを用いると施工の l侍にかなりのメリ ッ トがある 。

1 . 1 mX 1 mのパネル状なので、運搬が容易

である。

2. 施 工 が簡単で早い。

3. 綴太がパネルごとに切れることになるので、

床の振動が伝わリにくい。

4 . 施 工

この床パネノレの大づ |への 回定は主T90協 JJ尚天打 ち

で行い、パネＯレ相互は釘 ＶＴ 鳴て，ＮｾＫめ縫いとする 。

その 継 目は当 社の場合 1 m グリッドのモジュー

/ レ芯とし、回途いやキシミがないように注意し

て地工する 。

なお、当 社 ではこのパネルを主にー1; 皆床用とし、

図ー 1 床パネルの籍工

二 階床では、 1 mX 2 mの厚20協のベニヤパネノレ

を使用している 。

5 . その他の床パネル

現 在販 売されている低層プレハプ住宅のうち、

鉄 骨系と木質系における床パネルはこのような

ものがほとんどであ り、この他 のものとしては、

菱商に耐水ベニヤの 3 協 - 4 怖のものを貼り 断

熱性能および強度を向上させたものや、表面の

材をパーティク J レボードや合板としたものと使

用している 断熱材が巣なるくらいである 。

プレハブ住宅の床パネルに関しては、昭和50年

に建築川構成材の J 1  S がtltl l定され、工場生産

低層住宅の床に使用するパネルについても規定

しているが 、当社のものはモジュー j レ、その ftJl，

で適合しないので J 1  S 製品とはなっていなし、。

また現在こ の J 1  S を表示している床パネルは

ないようである 。

6  今後の床パネルの開発方向

現在、建設省と通産省により百十閲されている 「ハ

ウス 5 5  j の 中にもあるように、多機能パネ J レ

を開発することにより、 一階床 と二 1; 皆以上の床

が同一工法になるのはもちろん、建築Hli 成材と

しては垂直用パネ ノレと 水平用パネル( 屋般 を含

む) だけにな ってしまうかもし れなし、 。し かし

ながら現在のところでは、 一 1;皆床とい う部分に

おいては、下手なパネ l レ化等による工場生産化

はコストア y プにな り、在来の工法で十分なよ

うである。したがって各プレハプメーカーとも、

とくに目立った工法は行つてないようである。

(積水ハウス練式会社 石塚克彦)
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床 仕 上 材

柴田 嘉夫

1  . 床の仕上げ

もし地球に重力というものがなくな ったとしたら、床は床でなく

なるでしょう 。宇宙船の中の飛行士のように人聞は宙に浮いて、床

も天井も壁も区別がなくなり、人間をとりまく仕切程度のものとな

ってしまうでしょう 。床が床であることは、地球に重力が存在して

いることにあります 。ということは 床とは人間が地球の重力とた

たかつて地球に接している接点ということになります。天井や壁は

触れない限り人間と接することは少ないのですが、床だけは人間が

飛んででもいない限りは、なんらかの状態で床、あるいはそれに代

わるものに接していることになります。立っているときは足の裂に、

寝ているときには体全体で受けていることになります。 このことは、

建築空間を織成する壁や天井や床のエレメントの中で床が一番人聞

の肉体とのかかわり合う部分ということになりますから、床を仕上

げる材料は、ｾや天井のそれとは呉な っ た特性や機能が要求されて

きます。床に限らず壁や天井を仕上げる材料には視覚的要素が重要

であることには違いないのですが、とくに床の仕上げにとって、い

つも重力を受けて人間と接しているということから触覚的要素がよ

り重要となってきます。 床を仕上げる材料の他の材料との異な った

特性や機能の要求は、まさしくこの触覚的要素からきています。

床の仕上げ材料は壁や天井の材料と同じように色彩やテクスチュ

アが重要です。 たとえば、材料が同じでも色彩のちがいによ っては、

まったくちがった床に感じるでしょう 。冷たく感じる床にも媛かく

感じる床にも仕上げることができるでしょう 。が、床は人間との接

触することで存在しているとすれば人聞がふれているのですから、

暖かく、あるいは、冷たく感じるだけでなく、実際的な機能が重要

にな ってきます。暖かく感じるだけでなく笑際に l暖かい床でなけれ

ばなりません 。 そこに、保温性能や断熱性能が要求されます 。床の

仕上げ材料によって、冷房H寺や l暖房 i時の熱負桁にも影響し、材料の

選択によ っては、エネルギーの省力化にもなるでしょう 。 それ以上

に、足元から冷えてくるような床は、やはり人聞の健康にと って、

よくないでしょう 。 このように、人間にと って生理的、心理的に ;J 診

響してきます。

また、床は、人間の動きと対応して存在していますから、歩いた

り走 ったりしたときの感触が重要です。たとえば、同じように見え

るプラスチ ック系のタイルとゴムタイルでは、頭に伝わ ってくるひ

びきがちがってきます。 ゴムタイルと比較するとプラスチ ック系タ

イルは、歩くときにひびきが体に伝わ って、疲労の度合がちがって

くるでしょう 。 カーぺ y トは、床材料としては一番ソフトな材料で

すが、耐久性や、よごれや、経済 '1生が問題で、使う場所が限られて

くるでしょう 。踏みごこちの良さや歩きやすさは、また、音によ っ

ても左右されます。傷がつきにくいもの、汚損や摩耗の少ないもの
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床が床であることは 、地 E事に重力が存在している

ことにある 。

は、一般的には、硬い材料となりますが、歩くときに音がでること

になります。 ヨーロ y パの教会の石の床に響〈足音は、ほの暗い空

間に残響して、より敬慶さを演出してくれるような床や、背の寝殿

造 1) 、「うぐいす張り」のように、わざわざ歩くと音が出るように造

られた床は別とすれば、歩いたり走 ったりするたびに床がカチカチ

と音がするのは、あまり気持のよいものではありません。

さらに、歩行によるすべりや、重量物や 、とがったものの落下衝撃

によって破壊したり、きずがついたりしない耐摩耗性や耐衝撃性、

また、重量物の先端のとがった物による凹み性などが要求されます。

リノリュームは寝台や椅子の足などによる凹の跡を残しやすく、す

なわち局部圧に弱く復元性が弱いといつことになります。 これらの

強さや、プラスチ ック系の床材の日光による変化変色のように日光

の紫外線や、凍結などの気象条件による被害に対する耐候性や、水

湿の場所での耐腐蝕性が必要となりますし、J 1 l ) : 挨がつきにくいこと

や吸水による膨張や変形、反りやはがれがしないことが必要な条件

になります。 とくに木質系床材は l吸水、吸m. によって変形をおこし

がちです。 また、簡単に水洗い、水拭きゃti11婦ができることなどの

維持管理の性能も要求されます。人間の日常の行動が、その上で行

われるだけに、いろいろな特性や機能が必要とな ってくるわけです。

これらの機能をすべて満足する床の仕上げ材料はありません。 よい

床材とは、その材料の特性を見きわめて、用途や目的に合 った材料

の選択にあるといえるでしょう 。

2. 住 まいの床仕上

前述のように人間が重力とたたか つて床に接しているということ

は、毎日の生活の場である住まいにと って床の仕上げが人間と一層

深いかかわり合いをも ってくるということです。人類が洞窟を住み

家とした古代に、野山で取れる枯葉や誌を集めて、また、駄の皮を

床に数きつめたのが多分 、住まいの床仕上げの始まりではないでし

ょうか。地面からの温気や、冷え込みから体を守り、地面と体との

ク y ション材として、原始的な床材料であ ったでしょう 。 そのよう

な原始的な材料から次第に、汚れにくいもの、傷つきにくいもの、

帰除のしやすいもの、さらに、経済的である等の生活の上から当然

必要な機能を満足するような材料へと広がってきて、現. t E のように

盟富すぎるぐらいの床の材料がWl え、どういう材料をどう使うかに

よって住まい方までも逆に規定してくるようになってきています。

日本の住まいは歴史的に高床式住宅と笠穴式住宅の 2 つの系列が

ありました 。竪穴式の系列は j良民の系列で中世まで完全に下足でし

た。が、 -tt 族住宅では古代あたりすでに床が張られてありました 。

来土聞は瓦敷みたいなものでできていましたが、紫E霊殿や消 j涼殿

にみるような 4 尺 5 寸から 7尺の高さの純高床的な床がイ交われ、 j良



家の床にも板がはられるようにな ってきました 。民家はほとんど近

世にいたるまて' 築敷だ ったのですが、次第に板敷になってきました 。

院には敷瓦が使われていました 。立は室町時代に、現代のように

部屋に敷きつめられるようになりました 。 多分譲敷から次第に丑に

移っていったのではないでしょうか。1 . J i r昆多湿な日本の国土がまた、

ヨーロ ッパの住まいとくらべて、材料的にちがった発展をしてきて

いることは、床にかかわらず建築そのものからも当然のことです。

丘は直接足の裂に触れたとき適度の柔らかさと 同時にサラ ッとし

た質感があり、湿気の多い日本の気候風土に合った優れた日本特有

の床の仕上げ材料でしょう 。畳はその上に座ることも、寝ころぶこ

ともできます。

はきものと住まいの床の仕上げとの関係は、日本とヨーロ ッバと

の違いで明らかでしょう 。住まいの中ではきものを脱ぐ場合と 、ヨ

ー ロッパの住まいのように 靴 をはいたまま生活する場合とでは、床

の仕上げが違ってくるのは当然のことでしょう 。先程も述べたよう

に、日本は高温多湿ですから、靴のように包み込むはきものでなく

下駄や草履のように足をのせるようなはきものが発達してきました 。

着脱が比較的自由なはきものであることから、はきものを脱いでの

生活が習慣になり、その習↑ 1 ' S 7 ' J 、ら床の仕上げがきまってきています。

ヨーロ ッパでは床に直接座ったり休息したりすることはできません

から、人附! の休息する姿勢の高さに合わせたいろいろな家具が補助

的な床の延長として発達してきた結果とな っています。 日本のそれ

は、床の上に座ったり寝ころがったりすることで休息をとることが

できるのですから、歴史的に特殊なものを除くとイスとして家具の

ようなものは発達しませんでした 。 ヨーロ γ パは靴を脱がない ので

すから、住まいの外の床がそのまま内部に入ってきて外と内という

: i ! . 識があまりないのですが( 空間としては石やレンガ積の壁によっ

て完全に外部と内部とが区切られています) 、日本の場合、外部と内

部の床は材料としてはまったくちがっていますから、上と下という

区別がはっきりしています。建築の空間の方は、柱を中心として外

部と内部とが仕切られ自然がそのまま内部に入り込んできています。

閉鎖的でなく外部に対して解放的で逆に床の仕上げによ って区別し

ています。ある建築家がい っていたのですが、日本人は素足のとき

と靴をはいているときとでは人聞が変わ ってしまうそうです。物の

考え方や世界観がちがってくるのだそうです。

自然との未分化の空間を もっ日本の住まいの床も、きっぱ り内と

外とい うのでなく、少しずつ内から外へ接続してゆきます。たとえ

ば、立の次には木の縁があり、縁から敷石があり、庭へとつながっ

てゆく微妙な材料の段階的な変化は素足のままで感じる日本のすぐ

れた床の椛成手法でしょ う。 ナチ ュラルな材料て‘ 構成されていた日

本の床も最近は人工の材料が多く出廻 ってきたということと、ヨー

ロッパの生活様式が直輸入され、それが無批判に日本の生活にi ' ; : 透

したことから、いささか混乱してきているのが現状です。 カーペ ッ

トあり、フローリングあり、プリント合板の床材やプラスチ ックタ

イル、花文様の発泡したビニールシートなどが狭い空間に材料の展

示場でもあるかのように敷きつめられています。材料と住まい1i と、

空間の構成が一つのシステムとして関連性をも って使われていたも

のが、全〈バラバラにな ってきています。 このような混乱を表して

いるのがスリ ッパの利用でしょう 。素足の習慣と土足のままで使う

床の材料や生活様式がミ ックスして、ヨミ足のままでは冷たく土足の

生活はできないというところで中間的なスリ ッパが利用され始め、

今やスリ ッパ文化などと皮肉 って言われるほどです。 スリ ツノマはヨ

ーロ ッパと日本の生活様式の接点のようなものです。

肉体と直に接する住まいの床仕上げは、また季節感とも対応する

ものでなければならないでしょう 。 日本の場合はとくに夏と冬とで

は気温の差も大きく、夏涼しく感ずる材料は冬冷たく、また逆の場

合もあります。最近はフルカーペ ッ ト敷にすることが多いですが、

たしかに高級な感じゃソフトな感じがするでしょうが、フローリン

グにして冬はカーペットを置き敷きにすれば、夏と冬との使い分けが

できるようになります。 住まいの仕上げが四季の変化に対応してゆ

く、これも一つの愉しつらいかという日本の伝統的な手法にな りは

しないでしょうか。床の仕上げだけに限りませんが、昔から日本が

もっていた住まい方の手法が現代の新しい材料によって忘れられ画

一化されてきているよ うに思われます。新しい時は良い材料も年月

を過ぎるうちにみすぼらしくな ってゆくものでなく、生活のサイク

ルの中で生活とともに生き続けてゆく材料でなければなりません。

これらのことを考えると、ナラやサクラやヒノキやマツなどの木製

のフ ローリ ングなどは、目新しくなくとも住まいの床の仕上げ材料

としては適しているものの一つではないでしょうか。

3. ヨーロ ッパの 床

ヨーロ y パのどの町を歩いても古い建物が今もそのたたずまいを

残して建ち並んでいます。美しく数きつめられた モザイク模様の舗

道の石の一つひとつに歴史のーコマーコ 7 を感じさせてくれます。

石の建築の歴史をもっヨーロ ツノマは床の仕上げにも石で仕上げられ

ていることが多〈、舗i道や広場はもちろんのこと教会や美術館やア

ノマートまで石の床にきざまれた 1拐跡に、過ぎ去った時代を感じさせ

てくれます。

石の材料のもつ性質は硬く冷たいものですが、その硬さ、冷たき

を生かしながら、いろいろノ マターを付けた鮎り方で床を構成したり模

様や細工をほどこして床が仕上げられ、石の材料を実際の生活の場

や人閉め活動の場にふさわしい材料として使われています。以前に床

が美しい石のモザイクで敷きつめられた住宅を見学したことがあり

ました 。石の建築であるヨーロ ッパにお いては別段おどろくに価い

しないことかも知れませんが、石のもつ硬さや冷たい感触をモザイ

クパターンによって、また、必要なところに置き数きされたペルシ

ャ風の上質の素晴らしい柄のジュータンとの コントラストによって

やわらげていました 。ある教会の床がいろいろな種類の大理石で一

面ジュータンのような小さな模様がぎっしりと象候されているのを

見たとき単なる石の床を越えて、人聞の執念のようなものを感じさせ、

その上に立っていると神秘的な感じさえ起こさせるものでした 。機

能性や物理的性能を越えてはじめて床が空間の中で人間と対応する

ように思われました 。 また、ヨーロ ッパの床の仕上げに パーケ ッ ト

大理石で象鍛されている教会の

床 機能性や物理的性能を越えて

はじめて床が空間の中で人間と対

応 する 。
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やフローリングなどが多〈使われています。デンマークのカストラ

ップ空港ロビーが全部チークの寄木貼りであったことにはいささか

篤きました 。確かに日本とはちがって湿度のちがい、土や泥が少な

いことはあるのですが、全 < ｦｾ ｝ｪ や狂いを感じさせない、美しく磨き

あげられ、手入れがゆき届いた床はさすがテ' ン 7 ークの国を象徴し

ていました。いろいろな床の材料の選択の中であえて木を使ったと

ころに、ジェ ッ ト機の長い旅を終えて異国に着いた人々にほっとし

た安らぎを与えてくれる心泣いを感じました 。

ヨーロ ッパの建築はほとんどが100年以上も前から現在もそのまま

の形で使われているので、当然床についても昔のままが多〈、石の

床と同様に美術館や住宅にもフローリンクややノ守一ケットが意外に多

〈使われています。やはり長い時間には乾燥し、スキ問も{ おもつい

てはいてもよく手入れがされて使われています。石の建築との対比

となり、あるいは石畳の道から建物の床へと繋がる感触のコントラ

ストとな っています。

このように歴史あるヨーロッパにおいて、フローリングやノマーケ

ッ トや石の床の多いことは当然です。これらのナチュラルな床は、

その歴史の中で、芸1J まれてきた時間とともに、 i努がついたり摩耗し

たりしていても、それだけに人工の材料ではだし得ることができな

い味のようなものが加わって、今もヨーロ γ パの人々の生活の中で

生き続け存在し続けています。

4. 床 仕 上 げ 材 料 の 分 類 と 特 性

床材は非常に種類が多〈種々雑多な商品名の床材が市場にあふれ

ているのが現状です。分類するとつぎの表 1 のようになります。

A 石材

木材とともに設も古い床材て酔ある 。圧縮強度、耐水位、耐摩耗性、

耐久性が大きく、不燃性で石灯1によ っては磨いて光沢がでて美しい

が、 一般に高価て加工に手聞がかかる 。耐久性、耐水性、耐摩耗性

を目的とするか、装飾を目的とする場合に用いるかである。床仕上

げに用いる石被は花こう岩、大理石、鉄平石、安山岩、粘板岩など

である。

B セメント製品

セメント製品の床材のうち代表的なものは、テラゾー床である 。

現場施工と、テラゾーブロ ックの 2 種類がある 。 テラゾーは石に近

〈耐水、耐j坐耗性に富むが、硬 く滑りやすく歩行時発音が高い。

C 粘土焼成品

粘土焼成品のうち床材としては練瓦、敷瓦、タイルがあり、歴史

は古い 。耐水、耐久、耐摩耗性にす ぐれている 。 タイルは素地の1'1

によって、陶昔品質、 H 苦言質、磁器質タイルに区分され床材としては

姉器質以上のものが適する。稿h薬を施したものと無利薬のものとが

ある 。 クリンカータイルは食ｩＺＧ，｛ ｾＱ ＱＱ を施して過焼したものである 。

表 1 床材料の分類

う〉対l 床 材 料 の 例

不i1'1系

: 1 t . こう岩、大理石、その他

の天然行

ｾ字、機ＱＧ Ｑ テラゾ一、テラゾーブロックセメント系

粘土焼成系

々
ノク

ル

J

A

，
J

A

1

 

ザ

タ

モ
一、

・
刀

ル

ン

イ

リ

瓦

タ

ク

敷

器磁

ル

瓦

陶

イ

煉

木 竹 系

総 '1' 板、フローリン グ、フ

ロー リングプロ y ク、パー

ケ y ト、 コノレク、ハードボ

ー ド、パーチクノレポート

リノリ ューム、アスフアルト、ビ

ニール、ゴムのタイルとシート
イT機1'( プラスチ y ク、ゴム系

繊 維 系 カーペ γ ト、五
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D 木竹系床材

木材の床仕上げとしては、ひのき、ひば、すぎ、まつ、もみの針

葉樹系の板材と、ぶな、なら、ラワンなどの広築樹の板材とが主に

用いられる 。加工床材としてフローリングがあり、フローリングに

は、フローリングボード、フローリングプロ ック、ノ マーケ ッ ト、ノ マ

ーケットブロ ック、苦手木床板がある 。 その他、合板、コルク板など

がある 。竹材は数寄屋建築にわずか用いられることがあり、竹種に

は、主に 、まだけ、はちくなどがある。木質系の特殊床材として、

ハードボー ド、 パーチクルボードがあり、大板が得られ、施工が簡

単ではあるが、耐水、耐湿による伸縮、反曲に問題がある 。最近は、

合板を下地にして表面に若手い化粧材を練付けてあるものや、 プラス

チ ック系タイルを貼りつけた複合合板の床板が出廻っているが、長

い使用には天然の板材には劣る 。

E プラスチ ック系

1  油脂系 リノ リュームが代表品 。亜麻仁泊または桐 ?Ul を酸化

重合させたものに天然樹脂を溶解混合し、タルク、木粉、コルク粉

末などの充填物および顔料を配合して麻布の上に加熱圧着したもの。

リノ リュームタイルは麻布を用いず、コルク粉の代わりにリトホン

を用いている 。 リノリュームシートより硬く弾力性に之しい。 リノ

リュームは耐摩耗性、耐久性、耐水性、耐薬品性、耐熱性、柔軟性

などが大きく、殺菌性があり歩行時の触! 惑もよい。

2 . アスフアルト系 最初はアスフアルトに石綿、炭駿カルシウ

ム、顔料などを混合してできていたが、色彩が暗いので、マロン樹

脂を混合するか、アスフアルトを用いないで製造され、最近さらに

塩化ビニル樹脂を加える 。 アスフアルトタイルは他のタイル ｾｩ に比

し、表面硬度が高〈、滑りやすく、発音も大きい反面、耐摩耗性、

耐水性、耐久性が、比較的大きく難燃性でもある 。

3 .  ピニル系 プラスチ ック系床材料としては、ほとんどがビニ

ル樹脂を用いたもので、塩化ビニル、酢酸ビニルおよび両者の共重

合体が主原料となる 。 ビニル系床材は耐水性、耐摩耗性、耐薬品性

などが大きく、歩行感がよく、着色自由、清掃簡易などの利点があ

るが、熱に対して弱〈、気温による伸縮が大きいという欠点がある 。

4 . ゴム系 生ゴムに各種の配合斉1J を加え硫化ゴムとし、タイル

状にしたもので、弾性にとみ耐摩耗性が大きい 。耐水性もよいが耐

油性に之しく、単層と積層のものとがある 。

F カーペ ッ ト

1  カーペ ッ トのはじまり 床材の歴史の中で一番古いものの一

つがカーペッ トである 。 もちろん現在のような織組織のものでなく、

l軽い石の床や湿った地蘭から、デリケートな人間の皮膚を保護する

ために狩猟によって得た獣の毛皮や植物の樹皮のようなものであっ

た。 それが、 毛を とって紡ぎ 、織物にする技術が生まれた 。紀元前

15世紀 ごろ 、古代エジプトとかパビロニアには、つづれ織の敷物が

発達していた 。 このような平面的な敷物に代わって、パイノレ( 毛房)

をもっ厚みのある敷物に 発展していった 。 これは地経糸にひとつひ

とつパイルを結びつける椴通である 。椴通は中央ア ジアを中心とし

て、インド、中園、ペルシアなどに広がった 。西と束へのシ ルクロ

ード貿易の重要な物産であ ったから 、非常に発達し、 笑用に供する

ものとして よりは芸術品あるいは 宝物として尊重 された。これらの

カーペットは 、王侯1T族の蓉{ 多品でしかなく、庶民が使用するも の

は、もっと笑用的で素朴な織物で、単なる敷物でなく: 容の掛物や馬

の鞍船や祈時や祭邸に用いるなどして、幅の広い用途を考えだした 。

こ うして歴史とともにカーペ ッ トは次第に人聞の生活に密治してい

き、カーペット 製造が機械化されるようになって一層なじみ深いも

のとなり、現在ソフトカパリングとして各建築の分野で広〈用いら

れるようにな って きた 。

2  . カーペ ッ トの特性 カーペ ッ トも床材としての特性を満足す



るものでなければならない 。歩行性、安全性、保温性、耐久性、 l汲

音性、メンテナンスがよいことが必要である 。硬い材料や、ピカピ

カみがきあげられた床は、すべりやすく、ころばぬように自然歩闘

が狭くなる結果、必要以上に肉体労力となったり、足の筋肉に衝撃

が加わることによって疲労を増すことになり、カーペ ッ トのような

軟質系の床の方が歩行性がす ぐれている。すべりにくく、ころんで

もけがをしないことが重要である 。 カーペ ッ トはもっとも安全なソ

フトフロアである 。一方、火災に対する安全性も考慮する必要があ

る。ウールのカーペットの場合には、難燃性があるので燃えにくく、

合成繊維のカーペ ッ トは、一般にウールよりも難燃性が低〈、アク

リル繊維では、急速に燃え広がるものもある 。最近は、合成繊維の

難燃化が試みられている 。床の保温性は、ことに素足で生活する場

合重要である 。 カーペ ッ ト類は、木材系の床に比べても、保温性は

すぐれている 。丈夫な床は床にと って重要な条件であるが、一方的

に物理的な耐久性だけでさまるものではなく居住性や、個性、快適

き、美感なども含めて考えなければならない。一般に摩耗について

は硬い床材ほど強いものであるが、カーペ ッ トの場合、へタリ( 圧

縮変形) による変化ができ、このへタリは自然抑性回復がありメン

テナンスによっても回復する点、摩耗とはちがっている 。外部騒音

を遮断すると同時に 隻 内の騒音を吸収することが、僚かな室内をつ

くるためには必要である。カーペットは吸音率がよく 、残響時間が

少なくまた、室内での歩行や、衝撃などによる騒音が出にくい 。 カ

ーペ y トの中でも毛足の長さやテクスチュアーの遠いによ って、さ

らに吸音効果が高くなる 。 また、カーペ ッ トを使う場合、用途や目

的や好みに合わせてデザイ ンや 、色彩を楽しむことができ、音11屋の

雰閤気をさまざま演出することが可能になる 。 カーペ ッ トは機能性

と、美しさや、心理的効果・を兼ね備えた床材である 。

3  . カーペ ッ トに使われる 繊維 カーペ ッ トに使用される繊維は

ウール、レーヨン、ナイロン、アクリル、ポリプロピレン、ポリエ

ステルなどがあり、ウールは、ニュージーランド 、オ ーストラリア、

中央ア ジアからの輸入にほとんどたよっている。カーペット用羊毛

は未改良品種や、雑種の羊の毛のように重圧や、摩耗に強いもので

なければならない 。ナイロンは、カーペ ッ トの素材として耐久性が

高〈 、歩行量の多い場所、廊下、階段、ホールに使用されている 。

なお、ナイロンカーペ ッ トの問題点は静電気が起こりやすく、ステ

表 2 カーペットの製法による分類

分 類 名 称 備 主号

パイ ルによる毛房を経糸に手で結びつけ

てつくる敷物。ペルシア鍛通 トルコ鍛

鍛 通 通、支那椴通などがある 。日本では鍋品、

堺、 山形鍛過が有名 。

織による

製法

イギリスのウイルトンで生まれたカーペ

所ト 。パイ ル の 械 が 制 似 ノ 守イル糸が、

ウイルトル 府手 か地経糸や横糸と交鈴しているので

厚中 のものができ、 機械織カーペ y トの

で耐久性がある。

ウイルトンが、 2 - 5 色で単純な柄を出す

アキス

のに対して、色数を20 - 30 色出せるので綾

ミンスター

雑な柄をやわらかいムードに織れる 。発生

の土地の名前からアキスミ ンス ターと呼 l i

れ、 19C イギリ スアメリカで機械化された

ベルベット織機でつくられる。米凶では

ベルベット ウイルトンよりも多い。

ボリューム感に欠けるが、 f1.の上への置

平 織 乱世などに使える 。

現在のカーペ y トの大勢をしめる 。既製

タフテ ッド

の基布もlこミシン針でパイルを fi I Tえつけて

いく の。装に出た毛を定フむさせるため

にラテ ックス( 生ゴム などをt ! 占る 。大

タフティング ilf 生産が可能。

による製法 タフアイングによるカーペ ット。基布の上

フ y クド ・ に模様を摘さその上に手動のパン チング

フ グ
7 シーンでパイルを刺し込む。

毛足の長いものはシャギーカーペ γ トで

ある 。

古くからある獣毛の綿織刻j 来ーによ りフェ

もうせん ルト化した数物。

フェ J レト 4犬
ニ一ドルによって繊維を交絡させてつくる

グ 〉 製 法

ニ一ドル ・
フェルト状の不織すカーペｾ ｾ Ｎ短 繊維可 を直

核フェルト状に るので安価大量生産 能。

パ ン 手
アウトドアカーペ ットとして fもE用いられる 。

素材はポリプロピレ ンが多〈 用される 。

ラ y セル

ラッセル編機を使数 ってつくられる編組織

でできあがった 物。

編 に よ る

製 法 丸物編。機を使 ってつくるファーのような敷

ハイ ・ノマイル

繊維を帯電させて基布上に 立毛させた敷

'lll 組
物。

そ の 他

特殊な製法 チューブマ y ト、プレーデ y ド、ラグな

組 組
ど、車且』丑によるマ ッ ト ｾｩ

ンレスファイパーを織り込んで製品する方法で、帯電防止をほどこ われた 。

している 。アクリルは、羊毛よりも軽〈、かさがあ って保品性に白 畳床は、わらを縦横に交互に重ねたのを圧搾して麻糸で刺したも

み、吸水性が少ないので、水溶性のよごれがつきにくく、常屯性が ので、上質なものほど刺し数が多く、 900から 2800 ぐらいまである。

少ない 。 ポリプロピレ ンは ナイロ ンと 同様、強度にすぐれているが、 1 枚の重さは 17- 30kg、厚さは4. 5- 6cmあり、重くて厚いものほど

弾力性が乏しくビリングが出やすく、熱に弱い繊維である 。 上等で、ある 。

4  カーペ ッ トの分類 カーペ ッ トの分類のしかたにはいろいろ 畳は日本独特の床材料て¥日本の風土 、気候の中で発達してきた

ある 。織組織による分類などの製法上からくる分類、たとえば、椴 ものだけに、日本人として、靴をぬいで素足で感じる丘の感触は、

通とかウイルトンとかタフテ ッ ドとか、毛のテクスチ ュアからくる 氾渡する新しい床材の l宇: で郷愁を感じさせるものである 。立の大き

分類、たとえば、ンヤギータイプ、カ ッ トパイルタイプ、ループタ さの単位が、日本建築のモテュールの基本にな っていたことも、た

イプ、ハードツイスト (ノ f イルの 1 本 1 本に強いよりをかけたもの ) だ単に素材としての仕ではなく、建築のエレメントとして優れた床

があり、前述の使用素材からくる分類もある。カーペットの分類の 材料である 。今 日、スタイロ立のように床 ( とこ ) が発泡材ででき

中で製法による違いが一 番大きく、コストの点でも大きく迫 ってく ているものが多 〈使われているが、和室に は丑とい うことだけでな

るので、製法による分類をカーペ ッ トの分類とした 。 ( 表 2 )  < 、もっと新しい生活や、建築空間の中で積極的に白を生きた床材

G 畳 料として使 ってゆきたいものである 。

畳は、わらで作 った床 (と こ) の上にイ ( H日) て、織 った表をつけ

たもので、平安時代には、今日のようなものではなく、五li い敷物の

ようであ った。大きさも、いろい ろで、身分によ って その大きさが

定められていた 。 また、総も色や、模様によ って階級がさま ってい

て、緩糊( うんげい) 縁、大紋高麗縁、紫端 、賞端などと きめられ

ていた 。寝殿造では、立は敷きつめでなく、人の座するところだけ

敷いていた 。 厚床のｾＺを床一面に敷きつめることは近世にな っ て行

×  ×  

床仕上げについて、以上のように概略全般について述べてきまし

た。何事も 経済原目 IJ が支配する昨今、建築の仕上についても例外で

はありませんが、人聞の日常の行動がその上で行われる床仕上材の

撰択は、材料の特性を見きわめ、用途や目的に合った材料であると

同時にさらに 空間のエレメントとして 人間に対応するものでありた

いものです 。 ( しばたよしお K K 日建 設計郷 1 設計監患部)

4 1  



都市設計資料- 9

都 市 の緑 化

1970年 代 に 入 リ 公 害 問 題 が 大 き な 社 会問 題 と な

っ て く る と 同 H寺に、航可7の 緑 化 が さ け ば れ る よ

う に な って き た 。 都 l 打 の 緑 化 は 単 に 公 園 や 緑 地 、

線 道 を つ く る だ け で は 達 成 で き な い 。 こ れ ら を

紋 化 の 伐 と す る の は も ち ろ ん で あ る が 、 住 宅 の

棟 11¥1ゃ法110 、 あ る い は 樹 木 1 本 分 の ス ペ ー ス な

〈緑化〉

神 戸 都 市設 計 資 料研 究 会

赤 松 勉 ( 神戸 di 仁木/"j 公i羽U J白書11純i設課泣| 刻 )

稲毛政信 Ｈ 神戸市住宅Ｏ ，， Ｉｦ主定百 ＱＱ 建設［［ｾ . 往 築 )

角本直樹 ( 神戸 dj msdi ，ih，Iij/ ，，)，lI -I'hilYl I工務課 ・仁木 )

笹原和喜男 ( 事J'J' di ms d; ，i  li ，hi/"HIi ，I'i: 'i II ，i J同課 ・往 築 )

佐野正 明 ( 担lir;dnl}.1発/，，) ，lI i ，hj，;* ' 土 木 )

酉川 攻 ( 神戸 dj n! ldi ，ih，Iij/，，)，ili'hj 百11 往築 )

福井直樹 ( 相I'J ;d; '1コ-jc/"j 公1¥11緑地日11施設課 ー泣 l主1)

増淵昌利 ( 担J' J ;dil 七古川住宅百111，雄 投 諜 往 築 )

村 主清家 ( N' J  ;  di r.J I  ､ｩ ， ｩｨｩｨｪＯ ，，Ｉ，ｩｉ Ｍｾｉ 作 ＱＱ ，ｩ ｬ￯ ， ｉι 深 ・ 上本 Ｉ

ど の い わ ゆ る ミ セ レ ニ ア ス ・オ ー プ ン ス ペ ー ス

の 緑 化 に つ と め て こ そ 公 関 白11市 の 実 現 が 可 能 な

の で あ る 。

樹 木 は 生 き も の であり' 1 ' 11重 な 計 画 と 長JUIIHI の *11:

持作ＮｅＧ ｉｾ が必要であリ、次 の ことを充分与服して

都 市 の 緑 化 を 惟 進 す べ き で あ る 。

① 布11市 空 1111 に- nfll: な 緑 化 ス ペ ー ス を 生 み だ す

日Ii則。

② 紋化f Y i Hi . や配; 丘なと の 緑化，n'Jl hj 。

① ｾＡｦ ｾ ｴＧ ｈｾ ・ 思計一向 。

( 赤 松 勉 )

0 ()， ()， ()， ()， ()， ()， ()， ()， ()， ()， ()， ()， ()， ()， u  u  ￺￺ ｻＩ， ｟ｻ､｟ ｻ､｟ｾ￥ ＧＺ＾￺￺ｻＩＧ｟｛ＧＺｾ ， ｻ､｟ ｾβｻＩＢￔ￙ￚ￙＠ O  ()， O  { d O  O  O  ()， O  O  O  O  O  ()， O  ()， O  ()， ()， ()， 

{ 9- 1 樹木を使う 〉

品神戸・高倉台バス停 留 所 ニュ - 7 ウ ンのバス 停 に

.lhlllj 的に くすの 木 を使 ったi刊であ る。 サ- 7 1レ・ベンチ

やレンガリ1，リをJI!' 、て -11' 1圭の 児可I 公l叫と {本(I'J な.没，， 1に A 武庫 ノ荘・ バス停留所 2 本のくすの 水がパス 体 的 ... フラ ンス ・カフ ェテラス 外1"1では欠航の| 則係むあ

なっておリ樹木町成以 が楽 しみ であ る。 :.--エ J レターの i立川 をしてい る。 季節感があ り、 パスを 待 るが大 きな木町 ドを府JJI! した カフェ ・テラスがよく 比 句

A 武庫ノ 荘・ クリス 7 スツ リー IllliW' な! i : ';::.j J-i にある

小広場 で 、 ￮ｬ には 本 Ｑ 岳 、冬に は 位ｾ Ｎ ［ ｜な ｕ を ｉｉ ｾ 1mに供給 し

ている 。 7 リスマ スがjJi 'づくとヒマラ ヤ作 にデ コレー シ

ョン され季節!必を 'j える とI，;!II 与に、、 わがUi " というコミ ュ

ニテ ィな"担 をよf ばえさ せる 。

ってい るI/¥J b 人 の々，レに安 らぎを りえる。 ニれ は'i i ' ;U倒 れ る。 大 きなプ ラタナ スの 下 で外公 に山 れなが ら、 〈つ

を 使 っ ているが 、場所 によ っ て 部員 ｈ ｪ ｬ で 廷 の ｾ ， ｉＺ Ｒｩや冬の ろぎのひとときを もっ判官' [ Ci 刷 物 に縦 しみをむつ心 を'(i

11 ，たを刷l 川す るのむよ L 、。 て 、これが 郎di ;i( 程JI. に大 きく 山ー献 している .

血神戸 ・桜並木 街路樹は機能的な If !i のみならず 、周辺 A 神戸 ・花時計 市合庁微 にある日本批判j のイ1:. 11年J 十で A 芦屋 ・フヱニ y クス T-" hl の小さな学十史 的1"1に制え

fIミi 止の誇リ とな る特徴ある柏村if( をi接ぶ必要がある 。 また、 あ る。小 さなスペース であるが自11.(. 、の紋ぬか な広助 とし られた JI '- ii' ，に大 きな フ ェニ ッ7 スで 、阪N'ji¥! では 比較的

'，I;. ! l . t 駆除な どの WJ'lllfri か 句の 般討 L 忘れ てはならな L 、。 て r1ilICに税 しま れてい る。約 1ヶ /1 にl lll l ! 兵隊がえさ れる . めずらしいので地 域的 11 じる しに なってい る.



( 9- 2 樹木が空間をひきしめる〉

A 豊中 . I e念 樹 この〈すは ｅ 記念仰処 ｩｌ といＩＱ Ｑ 年に ｍｾＩｬ .... 西 宮 ・ 武 庫 川 公 園 河川般公[ . : ! [の単調なをI l I - J にンン 畠 神 戸 ・ 生 田 川 公 園 こ の 巳 大 な く す の 木 は や モ ン ス

さ れ た む の で 、 今 11 で は 附 jfr がマンションでかこまれ、 ポ' ) ' Y Ｗ な ｈ ｾＯＮＨ をつ〈リ、道路からはランドマークにな 7 ー 仰 の あ だ な を む ち . 近 〈 を i泊 る 怜 線 泣Eれや' .[L I! ( か句

雄 市以外に駄のない官/ l lJ に 、 こ の わ ず か 1 4 : のくすの木 っている Ｎ 人々は知 ｬ 句ず知 ｬ らずのｕｬ ｊ にこの木のふむとに ｾ ｾ す ぐ れ た ラ ン ド マ - 7 として i立だち、 (.t j! i : の大きなピル

が オ ア y えの役' . ' I I[ を は た し 、 宅川 に i[ 'i[ ，、を ワ えている まリ、また、このくすの木| 冶を 小心 に i些ぴ内紛が! ムがる 。 に L 卜分対抗できる 22か な 紘 を 1) え て い る .

( 9- 3 建 築 物 周 辺 の 緑 化〉

砂窓 辺 の 緑 化 7 ン y ョ ン な ど の ベ ラ ン ダ の プ ラ ン タ

ー は 引 内 か ら だ け で な く 雄 物 的 外 観 ゃ r，[ lo[ i の l ;t IDl I{*j 1:1こ

大きな役' ，'fl[ を は た し て い る 。 窓 辺 町 中IIi 物 は 以 JUII I¥[イヒが咲

き、子[ l 1[ が か か ら な い ゼ ラ ニ ュ ー ム ( ヨ ー ロ ッ バ で L よ

くf>J.! h i L ている) などカeょ、、

Ｗ ンションＨ友Ｉ、レストラン Ｈｾￎ )  

炉 コモンスベース( 公共空間) の緑化 テ ラ ス . ，、ウス

の 公 共 宅 川 は 舗 装 な ど に も ソ フ ト な ! 必 じ の 材 料を仰い、

小さな全[ 11[ L ニ ま め に 紋 化 し 、 納 *11ス ベ ー ス の な い 劫 介

は プ ラ ン タ ー の 化 な ど で 紋 を ふ や す よ う に 努 }J しなけれ

ば な ら な い 。 ，:' Hi，'， N .  T  .  Uc) 、 下 'H N . T . ( イi)

A 狭 い 道 路 の 緑 化 例 人 住 宅 の 庭 向l の 塀 を 附 に ス ベ ー

ス を あ け て 刈 木 を 例 え れ ば 、 宅 内 か ら ら 道 路 か ら む J'<il 自

の 紋 と し て f' 1! え、』史、、道協同紙化に役 iι つ.

プロ Y 7 既存やコンクリート t授 は 、 っ た や

鉢 で 紋fヒできる 人々の小さな心がけがr . J ) o [ i*'*化 に 紋 ι

if( 愛 で あ る
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1. は じめに

最 近 柱 に 角 鋼 管 を は り に H 形 鋼 を 使 用 す

る 鋼 構 造 建 築 物 が 目 立 っ て 多 く な っ て き た 。

そ の 理 由 と し て は 図 ー 1 に 示 す よ う に 角 鋼

管 が他 の 形 鋼 に 比 べ 同 じ 断 面 積 で 断 面 2 次

半 径 が 大 き く 座 屈 し に く い 、 し た が っ て 圧

縮 力 を 受 け る 柱 材 と し て 適 し て い る か ら で

ある 。 その種類としては、

a  ) 板 を 4 枚 溶 接 接 合 す る も の

b ) プ レ ス に よ り 板 を 曲 げ 、 チ ャ ン ネ ル 状

ま た は ポ y クス状にし、 2 面 ま た は l 商を

溶 接 接 合 す る も の

c  ) チャンネル状圧延材 を溶接接合するもの

がある 。 製 造 方 法 の 工 夫以 外に 角 鋼 管 柱

使 用 に あ た っ て も っ と も 重 要 な 柱ー ー はり

の 仕 口 部 に 多 く の 工 夫 が 凝 ら さ れ て い る 。

2. 柱 ーー は りの接合部

柱一一ーは り の 接 合 部 に は い わ ゆ る ダ イ ア

ブラム( スチフナー) が不可欠である。すな

わ ち 何 ら か の 補 強 を し な い と 剛 接 合 と し て

の 十 分 な 剛 性 、 強 度 が 得 ら れ な い の で あ る 。

補 強 方 法 と し て は 各 メ ー カ ー か ら い ろ い

ろ な ア イ デ ア が 出 さ れ て い る が 、 結 局 は 問IJ

1金、強 j支そしてH : 、はりのフランジに局音E

的 な 応 力 集 中 の 生 じ な い よ う に す る こ と で

ある。

a  ) は り 貫通 タ イ プ と し て

通 し ダ イ ア フ ラ ム ( バ ン プ

ータ イプ と も 言 わ れ る )

図 - 2 a

b ) 柱 連 続 タ イ プ と し て

- 内 ダ イ ア フ ラ ム一一一図 - 2 b

- 外 ダ イ ア ブ ラ ム ( ス プ ロ ー

ル タ イ プ と も 言 わ れ る ) 一 一

図 - 2c

- ス プ リ ッ ト ダ イ ア ブ ラ ム 一

一 回 一2d

c  ) 上 記 の 中 間 的 な も の と し

て

- 仕口 鋳 鋼 タ イ プ 図 - 2 e

らがある 。 一般 的 に は は り

n通 タ イ プ が 剛 性 、 強 度 と も

に 優 れ て い る が 、 溶 接 長 さ が

長 く な る な ど の 欠 点 が あ る 。

一 方 、 せ っ か く の 長 い 部 材 を 各 階 で 切 っ

て し ま う の が 不 自 然 な こ と と 、 コ ス ト の 点

か ら 柱 連 続 タ イ プ も よ く 用 い ら れ る 。 内タ

イアブラムは施工性に苦 ｉｾ 点があり、外夕 、イ

ア ブ ラ ム は 図 - 3 か ら ダ イ ア ブ ラ ム の j写さ

t d と角鋼管柱隅角昔日寸法 α が 計 算 で き る 。

し か し こ の タ イ プ は は りTl : 通タイプに比べ、

剛性 、 強 度 と も に 劣 り 、 ま た ダ イ ア ブ ラ ム

が 外 部 に 出 て く る の で 側 柱 、 隣 住 の お さ ま

パ

γ 角戸空管

/  乙ノパノTイプ

1/ 〆
， 

ん

A/ 

νグ

レグ
H形鋼( 広幅

、ｾＯ

.... 

レ寸
等 辺山形 鋼

パJ/
長三

レト4

こ- - Hi形」鏑( 細ー幅)

〆

--'/ J 戸 "

-_-::---

， 

、 ，， ， 
/つ"' 2

主戸
み ぞ 形 鋼

' イ

断 14

面

.'" 

"* 12 

径

I ( cm)  

10  

り口火抜音1¥の 柱 な ど に 不 満 が あ る 。

スプリ ント ダ イ ア ブ ラ ム は 内 ダ イ ア フ ラ

ム と 同 様 に 柱 の 外 部 に い ず れ も 出 て こ な い 。

し か も ボ ッ ク ス に 溶 接 接 合 さ れ る 前 に ダ イ

ア ブ ラ ム が 入 っ て い る ス マ ー ト な も の で 将

来 も っ と も よ く 使 用 さ れ る だ ろ う 。

イ士ロ音巳の岡IJ 性を石在保するために鋳鋼を使

用 す る 特 殊 な タ イ プ も 開 発 さ れ て い る 。 H

形鋼柱の仕口音1¥に も 鋳 鋼 タ イ プ の も の が 出

て い る が 、 い ず れ も 鋳 鋼 の 特 色 を 利 用 し 要

戸斤を補強したものと 言 えょっ 。

変 わ っ た も の と し て は 図 - 4 に 示 すよう

a . 過しダイアフラム( 梁貫通ヲイプ) b. 内ダイアフラム (柱接合タイ プ)

e. 錦 繍 仕 ロ

C . 外ダイアフラム( 柱連続タイプ) d. スプリ ットダイアフラム( 栓連続

ヲイプ)

44 挫築と社会/ 1976年 4 月号

図 - 2

20 40 60 80 100 120  

断 面 積 A( 耐)

図 - 1

に 縦 リ ブ と は り フ ラ ン ジ の 端 リ プ の 両 用 形

式 が あ るt この形式ははり n通 タ イ プ に 比

べ初期間リ性はやや劣るものの変形性状も類

似 し て お り 強 度 も ほ ぼ 等 し い と 報 告 さ れ て

いる 。 ま た 、 柱 は り フ ラ ン ジ の 応 力 分 布 は

均 一 化され応力ｾｲＮ ｉ Ｂ がないなどの利点があ

る 。 い わ ゆ る ダ イ ア ブ ラ ム が 検 ス チ フ ナ ー

と す れ ば 図 - 4 は 縦 で あ る 。縦 リ ブ は そ の

長 さ を あ ら か じ め 長 く し て お く こ と で 、 角

鋼 管 柱 に 取 り つ く は り せ い の 逃 い 、 は り レ

ベ ル の 述 い に 対 処 で き る 大 変 便利 な も の で

ある 。 縦 1) ブの枚数、板厚などの言宣言十デー

ターが縫案されることをJ t J j待 し た い 。

外 壁 の お さ ま り か ら 角 鋼 管 柱の 一 方 に は

り を 寄 せ て 偏 心 接 合 し た い こ と が 多 く 、 そ

の 場 合 の偏 心iit の 問 題 、 ダ イ ア フ ラ ム ま た

は リ ブ の 形 式 な ど 銭 さ れ た 問 題 は 多 い 。

ホ) ｊ ，江本間的、久 ｍ Ｇ 敏 ｾｦ￬ f也2 氏 リブ ｾｨ 強形パによる

純 白はり扱令部内力学的性状について(1) (2) 一 一 日本建

築学会大会学術E韓両i梗慨よI ! ( I 剥束) s  50，10， p  _  899/ 902  

( す が よ し と み 近 畿 大 学 理 工 叩 蹴 )

K K 近畿挫築構造研究所所長 l
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グ リ ー ス 阻 築 様 は 、 ち ゅ う 房 器 具ーか ら 出

る排水中に含まれている多誌の月初防分によ

って、 排 水 系 統 を 詰 ま ら せ 、そ の 機 能 に 支

障 を与えることを 阻 止 す る た め に設けるも

の で あ る 。 こ こ で は 、 現 場 地 工の 阻.J，j 凶器の

答 品 算 定 法 と そ の 構 造 に つ い て 述 べ る 。

1. 阻集器の容量算定法

図 - 1 阻集器

世lt長総は 図 ー 1 に 示 す よ う に 、 ifit 入111日口

径およひ耐水位面が上昇するため必要な ｾ ＱＱｈ

の j晋 ( 上音1¥空 間 l習) 、水の上層部に浮上する

グリースの層 Ｈ ク ･ リース阻集 ｊｾ Ｉ 、 流入排水

中 の グ リー ス 分 を 水 と 分 離 さ せ る 府 ( グリ

ー ス 分離 層 ) 、底音11に た い 制 す る 銭 澄 の 層

( 残i丘たい桁層 ) 、の各層からなる 。 し た が

っ て 、 グ リ ー ス 阻 集 器 の 全 容 量 ( G ) は つ

ぎの式で示される 。

G  = S u+  Gu+  Gs +  Gb 

S u: 上古1¥空 間 層 ( = ιd+  l d)  mm 

Gu グ リース l狙集層 ( =g umX C Xπ× ω) ｾ＠

G s  グリース分離層 Ｈ］ ｑ ｸ ｔＩｾ

Gb:  ｾｪ 日 ｉ ぎたい 干ｦＡｉ習 Ｈ ］ ｧ｢ｮ ｘ ｃ ｘ η ￗ ω Ｉ ｾ＠

id 流 入 側 口 径 mm 

l d : 標 準 水 位 面 と 上 昇 水 位 面 と の 差。

水 容iE が 180 ｾ までは ＱＰＰｭｭ 、ただし

これ以上は割り対1す 必 要 が あ る 。

gun :  1 食 当 た り の * グ リ ー ス + 残i六H

|狙柴 i;; 。従 業 員 用 は 2. 0- 5 .0 g / 食、

営 業 用 は 6. 0- 8. 0 g  / 食 に と れ ば よ

し、 。

C 比 谷 積。 O. 001 ｾ＠ /  g  

η : 食数。 平11m人 数 をとればよし、 。 た だ

し、料思! のほか飲物 'lrri を扱うときは、

10- 20% 、7例施1を 扱 う と き は 約 10%.，lnJ

1) 沖' : す必要がある 。

ω: 削 除の周 lPlo 1 迎 t:l].f込J交にとる 。

Q  流 入 水 i止。 1 分 川 当た りの I¥l: l .). 巨s 総 紋

流 入 水立 をとる 。 そ の 方 法 は つ ぎ の

式による 。

Q max =  Qm X  K = (/， . X n X 十X K

fこfごし、

Qmax  1分間あたり の |民主n器 最 大 流 入 水

ｩ ｾｬ＠ l / mi n 

Q m :  1 分 /l ll あ た り の l姐築 総 平 均 流 入 水

ｩｾｬ＠ l / mi n 

: ち ゅ う 房 使 用 H寺1111 mi n 

4  ・ちゅうJ 0 にお け る 1 日使用水 il1

(/，. :  1 食あたりの使用水: [ 11 1/ 食

n  1 日の食数 ( 食)

K 平 均使 用 水 訟に 対 す る 倍 率 ( 表ー 1 )  

表 一 1 平均使用水量に対する倍率

危 険 率( %)

殺 大 1也

1  

5  

10  

1古 車 ( fi n

3. 0- 7.0  

2.0- 5.5 

1. 5- 3.0  

1. 5- 2.5 

T :  II宇留H寺問。 設 け た 隔 板 の数 、 要 求 さ

れ る 効率 に よ って表 - 2 に も と づ い て き め

る。

表 - 2 隔板、効率と貯留時間の関係

ぷぞ
3  2  l  0.67 

まった く除

90%  

いた場合

1  95%以上 95%  90%  

2  98%以上 98%  95%  90%  

3  98%以上 98%以上 95%以上 90%以上

4  98%以上 98%以上 95%以上 90%以上

注 これ らの fd[ は本存: ，!I 801 までの実験的結* であり、本芥

:止が1801以上の ものについては明 リ'J I( 必望書がある .

g" m 1 食 当 た り の ホグ リ ー ス + 残i盆砂

たい干Wi .l 。 従 業 只 用 は 4. 0- 5. 0g/ 食、

営 業 用 は 4. 0- 6. 0g/ 食 に と れ ば よ い 。

2 . 阻集器の権造

2. 1 阻 集 器 の 長 さ ・ 幅 ・深 さ( 上部空間

の 高 さ を 含 む )

「長さ J :  r rt f，¥J  :  r 深さ 」 の '11[I J合は、 1. 5-

2. 0 :  1  1 を 目 安 と し て 定 め る 。

2. 2 隔 板

隔 板 は 阻M片品の効率をあげるために設け

るものであるが、その位也は、 図 - 2 のよ

う に す る と よ い 。 こ こ で示 す 数 値 は 、 各 隔

板 の 枚 数 と 位 訟 の 関 係 を 、 効 率 が よ い 例 に

つ い て あ げ た 。

1  ) 隔 板 を 1 校 設 け る 場 令 : 隔 板 は |狙!.n慌

の 流 入11111 よ り 全 長 の 約 25% の位世に設け、

そので端は底許11よ り 水 深 の 約 25% の深さに

なるようにする 。

2) 隔 板 を 2 枚 設 け る 場 合 : 流入官1I1 より 1

図 - 2 隅板の枚数と位置

枚目 の 陥 板は 、1)と 同 じ依也 、 泌 さに設け

る。 2 枚 目の陥板は、流出世111 より 全 長 η 約

25% の位置宝におき 、そ の下端は底苦1¥よ り 水

深 の 約 15% の 深 さ に な る よ う に す る 。

3 ) 陥械を 3 枚 設 け る 場 合 : 流 入1U1J より 1

枚目、 3 枚 目の隔板は 、2 ) と 同 じ 位 置 、 深

さに設ける 。 2 枚 目 の 隔 板 は 、 流 入 側 よ り

全 長 の 約 40% の 位 置 に お き 、 そ の上 端 は 底

許11よ り水深の 約 50% の 深 さ に な る よ う に す

る。

4 ) 隔板を 4 枚 設 け る 場 合 流 入 側 よ り 1

枚目、 4 枚目の隔板は、 2) の; 場 合 と 同 じ位

i丘、深 さ に 設 け る 。 2 枚目、 3 枚 目 の 隔 板

は 、 流 入1HIJ よ り 全 長 の そ れ ぞ れ 約40% 、 約

60% の位世におき 、そ の 下 端 は 底 部 よ り 水

深 の そ れ ぞ れ 約 20% 、約 18% の 深 さ に な る

ようにする 。

X  X  

な お 、 グ リース阻柴骨量の詳細については、

空気 i別手日・衛生 工 学 第 49巻 8 号 を 参 照 し

て い た だけ れば 幸 い で あ る 。

( しのは ら たか まさ

工 博 明 治大学教按 ・工 学部主I!築学科 )

也築 と社会/ 1976年 4 月号 4 5  



筋 工 法の 一例 である。
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工事概要

- 鉄 筋コ ンク リー ト造 、地 上12階 塔 屋

2 1:皆

・敷 地 面 相

・建 築 面 相

・延 床 而ヰCt

・粁 ｴｾ＠

2932m'  

1066 m'  

14203m'  

G L 十 33. 55 m

2  .  

2 2  

組立鉄筋工法

鉄筋の地上組立状況写真 一 1

3 . 組立鉄筋の概要

鉄 筋 工事 の 合理 化 を は か る た め に 必 要 な

こ と は 、作 業 を 単 純 化す るこ と が 軍 要 で あ

る。そ こ で設 計段 問 に お い て 膏11材 断 而 な ら

び に 鉄 筋サイ ズの 統 ー を お こ な い 、 柱 ・は

り主 筋に はS D 35 D 32お よ びS D 35 D 29 を 、

若干筋に はS D35 D1 3 を 主 と し て 採 用 した。往

は り断面 な ら び に 組立 ピ ー ス の概 要 を図 -

1 、 図 - 2 に 示 す 。 な お 、 性 お よ び は り主

筋の桜 合苦11に は機 械 的継 手 を 主 と し て 採 用

し、 部分 的 に重 ね 継 手 を 採 用 した。

組立鉄筋の建方に先立つ機械的継手の施工写真 一 2

¥ 

組立鉄筋の 吊り上げ状況写真 一 3

4 . 鉄 筋の地上組立

組 立 作 業 は 、 ま ず は り筋 を地 上て・組 み斗

て 、 つ ぎ に 設 f泣き れ た 地 Ml fi の 上 で 住 筋 を

組 み 立 て る という こ 段 方 式 の地 上 組立 を 行

っ た。 地 上 級立に際しては、 位 、 は りの パ

ネ ル ゾ ー ン に 鉄 筋 位世 保 持 と布Ii ，;;t をかねた

箱状 鉄 板 ( 1L - 6 協 ) を係用したため、 比

較 的 容 易 で あ り 、 フ ー プ 、 ス タ ラ ッ プ に ス

最 近 建 築 施 工の 分 野 で は 、 省 資 源や 省 力

化 とともに、 生 産 性 と品 質の 向 上が強 〈婆

111 さ れ て いる。 そ の た め 建築 材 料の工業主

産 化 、 施 工の機 械 化 、 新 技 術 の |期発お よ び

科 学 的 な工 程 管 理 な ど 、 多方 而 に わ た って

工 事 の 合 理化 が 追 求 され て い る 。

鉄 筋 工事 に お い て も 例 外 ではなく 、 従来

の 人 間主 体 の作 業 か ら 工 場加 工 に 移 行 す る

傾 向 が 強 〈、工 場 製品 を 使 用 した 組 立 鉄 筋

工 法 の 採 用 が随 所 に 見受 け られ る 。 一 口 に

組 立 鉄筋 工 法 と い っても 何 々 の 方 法 が考 え

られ る が 、 こ こ に 紹 介す るの は 、 現 場 に お

い て ス パ イ ラ ル筋 を使 用 して 占宝 ・は りを1也

上 で 一 体組 みして主主方 を お こ な っ た 組 立 欽

三 浦 康 夫

1  . はじめに

パ イ ラ J レ 筋 を 採 用 し た の で 、 結i立書11村 の 変

形 に つ い て も 補 強の 必 婆 は 生 じ な か っ た 。

写 真 一 1 に地上* J l立 の 状 況 を示す。なお、

鉄 筋 の J也 1-- 組 立 は u 符 分 を 先 行 し て ス ト ッ

クし、 ＧＡｴｾ わく工 Ｇｊ ｾｲ ｬ Ｇ に次階の ｊ 也 ｼ 二 車 ｉ ｬ 、 工を行

うパターンてゆ血工した。

往 ) y ピー ス の j形 状 決 定 に あ た って は 、 防

m機能力の| 比l係 も あ り + ｊｾｾ またはＫＫ引と

し、 i比大 ;1t1止を2. 5t 以 下 と し た 。 ま た 、 処

) y に 先 立 って 写 真 一 2 に示すごとく下| 析の

比 筋 に 機 械 的 継 予 の 地 工 を お こ な っ たため、

処方古川4の位位決めは比較的手干劫であった

だ け で な く 、 公 令 l伺でもかな りの 効米 があ

っ た。 なお、 ，' ，¥1)  Ｑ ょ げに ｰｾ しては｝ＧＱ［ Ｑ Ｑ 村 の変

Ｉ ｦ ｾ を Ｑ ＱＩ｝ 11: するため牛H:l<な 削 げI14 をN. : ) fJ した

が、その状I } !. を写 真 一 3 に 示 す。

5  組立鉄筋の建方

(:認な)

柱断面 600X 1200 

/上 2 X D32¥ 

は り中 央部 ｬＪ ｾ Ｚ［ｾｾ ｾ ｊ＠
I下 2 XD32)  

は円 端 部 ( キ ;;12)

は り断面 600X  800 

- 向l は鉄筋肉機械的総1 " - を示す柱およびはり断面図 - 1

6 . おわりに

今 回 線 JTJ した車II ｶＺ欽筋工法は、 ＱＯｾ Ｎ＾ｉ との工

法と 上ヒ'絞 し で か な りの ?'J )J * は あ っ たものの、

コ ン ク リ ー ト の 被 り や 欽 筋 の 納 りの J 付 111呼

に つ い て は 問 題 λ〈も多い 。 本 米 、 紅l . l i : 鉄筋

工 法 と い え ど も 鉄 筋 コ ン ク リ ー トili で あ る

ことには変わりなく 、 その Ｉ ，ｾ本原 ｦｴｩｊ に立ち

返 り制度 椛 保 に 1! 止I rI l i. がおかれるべきで、

鉄 什 に ［ ＵＺい 草 ￭ Ｇ ｩｊｾ を 雌保 することが今後の大

き な 沫 題 で あ る 。

( みうら や す お KK 大林*ll1: 務 部)

組立鉄筋のピース図- 2
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日本建築協会

月間の動き

昭和51 年 2 月分

通

戸叫

吊 総
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:v. 

27 日 4 時 - 4 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 結 団 副 会 長 ほ か 5 名

殺事( 1 ) 監事 1 名選挙の{ 牛

(2) 本部所属評言葉貝 31名選挙の件

(3) 役只重任承認の件

| 評 議 員 懇 談 会 ( 技 術 部 門 ) I  

3 日 5 時半 - 7 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 相 川 副 議 長 ほ か 5 名

Ｒ 月開催の総会における技術部門選出の杭 ιｉｾ

評議只候補 者の推せんについて 悠談協議

| 理 事

25 日 4 時 - 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 福 田 副 会 長 ほ か 14理 事

殺事( 1 ) 定時評議員会開催の件

(2) r鉄筋コンクリート 構造物の耐震安全

性」図舎出版の{ 牛

(3) r ふるさとのすまい」図。再版の件

(4) 寄附金受領の件

(5) 役貝 ・委員に贈呈する記念品選定の件

(6) 入退会者象認の {牛

(7) 報告事項

必ト

:v. 

| 事 業 委 員 会 |

教育環境企画分科会

2 日 6 時半 - 10時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 関 根 主 査 は か 3 名

議 事 (1)収集資料の検討およびまとめ

(2) 今後の企画具体化について

若い会員の集い小委員会

3 日 6 時 - 9 時 於 会 結 集 会 室

出席者酋村別委只長、中村、広瀬、宮後、

森下幹事ほか 7 名

議4'; (1) 第 7 回「ピル防災のゼミナ - J レ」の笑

施報告

(2) 次年度第 1 回 「ディスカバー大阪」の

企画について

(3) 次年度の企画案について

(4) 教育環境分科会の報告

(5) その他

広報小委員会研修分科会

5 日 6 時 - 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 初 井 主 査 は か 3 名

殺 事 (1)工法に関する説明会開催企画について

(2) 風害に関する講演会開催企画に ついて

(3) 次年度委只構成について

(4) そのほか

広報小委員会親睦分科会

5 日 6 時 - 8 時 於 会 館 2 階事業課

出席者 内野主査はか l 名

議 事 (1) r サ ントリー 山崎ディステ ィラリーを

見る」の企画について

(2) 次年度委長構成について

若い会員の集い 51年度第 2 因企画分科会

17 日 6 時 - 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者 河上主査ほか 3 名

議 事 (1)第 2 回の企画、内容の選定について

(2) その他

若い会員の集い 51 年度第 3 因企画分科会

26 日 6 時 - 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者 ゲスト坂本勝比古氏 千葉主査はか

2 名

議 事 (1)第 3 回の企画について

(2) 企画内容の選定

(3) 担当委員の役i ' / II

| 編 集 委 員 会

新旧合同計画分科会

4 日 4 時半 - 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 松 村 委 貝 長 ほ か 8 名

議 事 (1)計画分科会の引き継ぎ

(2) 編集方針の説明

新旧合同情造分科会

5 日 4 時 - 51時 半 於 会 館 集 会室

出 席 者 須 賀 委 貝 ほ か 2 名

議 事 (1)委貝交代について

(2) 構造 の頁の企画

(3) 8 月号特集について

作品作風小委員会

9 日 4 時 - 6 時 於 会 館 集 会釜

出 席 者 横 山 副 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 (1)  4 月号作品 輸保育園 H の選定

広告企画小委員会

12 日 4 時 - 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者 松村委貝長ほか 2 名

議 事 (1)収支状況報告

(2) 4 月号「床工法と材料」特集特別広告

企画

(3) 5 月号「建築防災と法」特集特別j 広 告

企図

5 月号広告企画検討会

16 日 5 時半 - 9 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 平 林 委 只 ほ か 3 名

議 事 (1)  5 月号「建築防災と法」特別広告企画

6 月号編集幹事会

23 日 5 1時半 - 8 時半 於会館集会室

出席者 片 倉 幹 事 上 回 特 別 幹 事 ほ か 5 名

言葉事 (1)  6 月号「市街地強備 J ( 仮称) 特集の企画

7 月号編集幹事会

27 日 正午 - 2 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 佐 々 木 幹 事 ほ か 3 名

議 事 (1)  7 月号「設備特集」の企画 ( 特集テー

? と執m者の選定 )

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 |

企画分科会

5 日 正 午 - 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者 酒井幹事、中村 ・中北両委貝

議 事 (1) r総合目次 ・索引」改訂版発行について

(2) r建築データシート縮刷本」発行計画案

について

(3) その他

C グループ打合会

10 日 正 午 - 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者 岡本幹事、志図 ・山 本両委貝

殺 事 (1) No. 54号 ( 8 月発行) の 掲載候補リストについ

て

(2) そのほか

委員会

18 日 5 時半 - 8 時 於 会館集会 室

出 席 者 井 上 委 貝 長 ほ か 11名

一事 (1)  No. 53号 ( 5月発行) の掲載 y ートについて

(2) No. 54号 ( 8 月発行) の掲載候補 シートについ

て

(3) r総合目次 ・索引」の改訂版発行計画につ

いて

(4) r建築データシート縮刷本」発行計画案

について

(5) そのほか

| 法 規 委 員 会

委員会

16 日 3 時ー 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 市 川 委 員 長 ほ か 12 名

殺事( 1 ) 5 月号「建築防災と法」特集経過報告と

「建築基準法と消防法の 問題点と相違点」

の原稿の査読

(2) 次年度委員会と今後のあり方に閲する件

(3) 情報交換

| 出 版 委 員 会

「ふるさとのすまい」再販打合会

20 日 4 時半 - 5 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 小 林 委 員 長 日本資料刊行会酒井氏

「ふるさとのすまい J ( 協会 45周年記念出版) の

再版について打合せ

鉄筋コンクリート構造物の耐震安全性」図書出

版打合せ

20 日 61時半 - 7 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 小 林 委 員 長 山田 稔先生

「鉄筋コンクリー ト精造物の耐震安全性」 図 書

出版について打合せ

| 建 材 委 員 会 |

委員会

27 日 5 時半 - 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 山田委只長ほか 7 名

殺 事 (1)アースアンカーについて

(2) 新 建材の紹介 ( 5 月号) について

(3) 次年度の委員について

(4) その他

見 学 引

-

サントリー山崎ディスティラリーを見る会

6 日 2 時 - 4 時半

参加者 47名

伊藤高ビル新築工事の見学会

28 日 2 時ー 4 時

参加者 48名

設計 ・施 工 株式会社竹中工務庖

| 建築設計監理業務報酬実態調査委員会|

16 日 2 時 - 4 時 半 於 日 本 交 通 協 会
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出 席 者 建 設 省 上 回 専 門 官 ほ か 13名

議 事 (1) 実態調査について

(2) 委只会に i半う各会費用負担について

(3) そのほか

建 築 業 務 基 準 委 員 会

てつ
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当日は石彫刻家鈴木政夫氏より「町巡りの中

の石彫」についてお話を伺った。

役員会

19 日 51時- 6 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 海 上 委 只 長 ほ か 5 名

議事( 1 ) 3 月以降の講師決定の f牛

(2) 役員半数改選の件

(3) 昭和 50年度収支見込報告の件

(4) 昭和51年度会費改訂( 値上げ) の件

(5) 昭和 51年度収支予算の{ 牛

(6) そのほか

2 月 の 入 会 者 (敬柳 川

〔団体会只 2 社〕

Jl U11パーライト 側 九1間営業所

山山興肢附

〔個人会只 19名〕

帝 国 ホ テ ル 中 央 玄 関 移 築 披 露 一 明治材開村 11 周年記念式開催される 一 一

財団法人博物館明治村では、去る 3 月18 日、関村 11周年記念式と祝賀会が、現地で開催された 。記念

式は塗ザビエ J レ天主堂において、行なわれたが、その際、明治村11( 第 2 回) として出光 i左三 氏( 宗像

神社沖/ 烏 学術調査に対する支綾ならびに 出光美術館の創設等 ) 、土 川元夫11 ( 第 2 回 ) として大久保

利謙氏 ( 日本近代皆、政 史の研' 先とその述作 ) にそれぞれ 11が附られ、また帝国ホテルほか建物の響矧者

に感謝状が贈呈された。つづいて、当日の圧かんである天童 IIJH立僑披露と帝国ホテル披露が、招待者

の見まもる 中 で、 J也元有志による木m音頭のかけ声のもと、テープカ y トと渡 り初めも 含めて盛大に

行なわれた。そのあと、帝国ホテル 中央玄 関棋 のテン ト張 。のなかで祝賀 会 が もよおされた。

今回の 11周年記念移築竣工建造物として披露されたものはつぎの 4. <2. である 。

旧所在地 東京都千代悶 区

- 帝 国ホテル中央玄関

建 設 年 代 ' 大 正 12年

旧所在地 . 大阪府南河内 1m

建設年代. 明治30年 頃

旧所在地 山形県天童市

建 設 年 代 明 治20年

旧 所在 地Ｚ 広仏県佐 伯 ｬｾｬ ｩ Ｇｬ ｝ 楽町

建設年代 : 明 治37年

- 千早赤阪小学校講堂

天童眼鏡僑

- 小刻Ir古美 };.'; 燈台

なお、明治村は、現在47点の明治 ・大正建築が移築され、湖畔と緑のなかに群をなして保存されている。

大阪府池田市にあった「其li 惚」、 伊勢市にあ った「宇治山田郵便局」も移築されている 。(M)

生 ｽ［， Ｇｊ 巡ｾ Ｎ ｾ 上原 1M I:: i t 文リj

侮 凹 初 卸l 片 岡 洋一 十t家 治

帝国ホテル中央玄関 天貧眼鏡橋

l司枝 ｾ＠ 斉 必 納 之
鈴 木 布l犬

il ' f水義一郎 ｾ｛ｉ｝＠ f.{. 澄 ，'r Ul 和町l

l J i t 光寺文章 内川 Ii: H'1 ，'{1lI (堂ー

提 奈 良 N !tI[ m 定雄
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「建築防災講演会」開催

建設省並びに都道府県の主催する建築防災i & l llll

の協貸行事として、ピル火災に l則する啓援を行

うとともに災ｾＺの未然防止に書干与することを目

的とし、( 財) 大阪建築防災センターでは 、下 記

のとおり「建築防災講演会」を開催します。

多数ご参加下さい 。

日 時 昭和51年 4 月26 日開) 午後 l 時 - 5 時

会 場 大阪科学技術センタ - 8 F 大ホール

電話 443 - 5321  

講師 および演題 (下記順序は変I ! ! するニと L あリます.l

(1) 往築防災について

大阪府主II 築部建築指導課長 大橋孝I l IJ 先 生

(2) 火災時の人間行動

京郎大学教授 堀内 三日11先 生

(3) ピル火災の実態と対策

*，; ' ( 大学名普教授 ・東京理科大学教段

星野呂ー先生

主 催 ( 財) 日本特殊建築安全センター

( l 吋) 日本建築設備安全センター

(l l; t ) 日本昇降機安全センター

( M )大阪建築防災セ ンター

後 援 主主設者 、大阪府、大阪市 、

( 社) 大阪府建築士会

来聴歓迎先J i " i 定員 ( 380名) まで

111111111111111111111111111111111111111111111 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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帝国ホテル前につどう

小郷沙費豊島燈台

眼鏡橋のわたりぞめ



現代建築を彩るアロンの床材

戸 ロ ン 仕 戚 械 式 会 祉

営 業 所 . 東 京 <03>455 - 6331 札 幌 <011 >231 - 4215 仙 台 <0222>9  1  - 54 77 名 古 屋 <052>58 1- 0451 

高 岡 <0766>23- 3706 大 阪 <06>448- 5 121 広 島 <0822>28- 4564 高 松<0878> 34- 7211 福 岡 <092> 741- 1411
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総 合 基 礎 地 業 の

設 計 施 工

信 頼 と 技 術 に 生 き る

⑬ 

大 洋 基 礎 株 式 会 社

代 表 取 締 役

取 締 役

大 阪 営 業 所 長

山 内 五 鈴

入 住 毅

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 紙 小 舟 町 2 - 7  T E L. 03- 663- 55 61 

大阪営業所 大阪市南区順慶町通り 3 - 51(麻綱ビル) T EL. 06- 251- 5969 

他 営 業 所 新 潟 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・宇 部 ・札 幌



新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式曾紅

内 装 不 燃 材

出 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  (英和ビ ル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区絹笠町50( 堂ビル 5 1: 皆 502号室)

fE話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市立合区八幡通 1 ー 5 ( 電話221 2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特 許 絶 縁 工 法 を

訓 ＮＢＱ 民一ｾ古ｾ帯

法) 亨 ヲ q イ ト

本 社

大阪出 Ｑｦｾ 所

名古屋出 Ｇｩｬｾ 所

札 脱 出 仮 所

東京都中央区銀座 8 - 4 - 1 1 ｾｬＡＺ訴 03(571 )2703- 4， 2370・4064・0264

大阪市部品区都島中通り 2-3- 1  電話 06(921) 2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  '，t;: 話一 052(811) 3  6  6  0 ・3 1  0  4  

札幌市中 央区北三 条来四丁目 泣訴 011 (231 ) 7  5  1  1  

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大阪市東区両替町 1- 12 日生ビル f i  ( 943 ) 6571代 表

東 京 ・村町浜 ・嫌 岡 ・郡 山 ・水 戸 ・浜 松 ・岡 崎 ・名古 屋 ・72山 ・大 i，;J r. 京 都 ・堺・神戸 ・広 島 -福 岡 他 全 国 主 要 都 市
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空 調 ・衛 生 設 備の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《争芸喜朗目玉業社

本 社 東 京 都 港 区 芝 松 町 1 -25- 7  'olI話 ( 434) 6171( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川区加島 ] -58-59  '0包括 ( 302) 227 1(代)

支 応 北 海 道 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 仏 ・ 術 開

，Ｚ［ｾＮ＠ ｾ住所担 ＱＱ 路・函館・鎚岡 ・ 椴 ー 浜 ・ 的岡・京百 ＱＱ ・ 神戸

電 気 ・空調 ・給排水衛生設備

設 計 施 工

.  大阪電気暖房株式会社

本 社 大阪市西区江戸姻 1 - 60 ｾＱｩ訴 Ｈ ＴＴＱ )8231代表

支 1吉 東京 ＺｽＧ ， 古屋大阪・稲岡・ ｦｬｬｬｦｩ ・金沢 ・ ｬ ぶ，［Ｎｾ

営機所 札 似 新 jLj 岡 山 ・ 問 絵 熊 本

出張所 盛岡秋岡椴浜・ ｍ 山 Ｎｉｾ ￦ . 紹 J ド京町11 .

神 戸 ・ Ｑ 庇児 ｉ［ｾ .  ｪｾｬ ｬｩ ｬ＠

給 排 水 衛 生

H是 冷 房 換 公 設 計地 工

芸 誌 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城
庸 、 12

て 阪 di 北 区 Z71 垣 町 - il I 話大 l仮372局7151( 代 )

京 都 市 東 山区大和大 路 正 而 上 J レw . 話京高11561局4944( 代 )

神 戸 市 生 問 区 下 山 手 通 六 j - w. 抗争11戸 341局 5 8  9  2  

空気調 和 段 備

各種送風機 ・風力輸送装置

鎗排水衛生設備設計施工 設計製作

空調機器類 ・公害防止装置

各種プラン ト段備

⑪ 柑武舎社，，Ｚ，ｾシ

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672)  1281(大 代)

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・広 島 ・領 岡 工 場 和 泉 ・名 古 屋

テ レック ス 本社 No. 562ー 7688 和 泉工 場 No. 538 - 5898 

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備

・その他管工事一切の設計 ・施工

Ｈ ｉ ｲｉ ［［ 吉雄久平。 ｊｾ 務所 Ｑ

⑮ 斎 え 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 広
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大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06- 443 - 5041 聞

東 京 本 社 東京都千代田区大手町2- 6- 2( 日本ビルデング)

電 話 0 3 - 2 7 0 - 7 4 1 1 附

' 託 業 所 札 帆 ・ uh fi ・ ィI'i: iJ{ .  ，:・r， 1企 ・ 岡 山

m ｾｬ ｾ 所Ａｩ ， ｪ )1:  .  Ｚ￭ Ｑ 倣 ・ 広 ｉ［ ，ｾ . 苫 小 牧

冷 暖 房

給 排 水 ・術 生 水 道

trr 気

脈 房 ム

環 境 衛 生 施 量 生

荷 役 迷 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支応長 藤 田 初 蔵

大阪 ｲｬｬｾＡＺ 区北浜 Ｒ 丁目 Ｒ 2 番 地 司rnifj 大阪 ( 202) 代表3071

本 広 東京 ー日比谷 云灯ピル

文 1苫 名 古 島 、 稲 問 、 札 制 . Iぶ 品 、 仙 台 、 北 陸

tJ 1  ｾｕ＠ ji，斤 徽 浜 、 高 松 、 的 問 、 n 日1. 阿山、 金 沢

空 気 調和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ  
建設備工業株ま奮枇

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番地1 : [ ( 話 ( 352) 11 3 1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 殺 町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431  ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調和 ・ 衛 生設 備

。 -
発 空 調

! 式会社 -- ・h

東京本庖 東京都新宿区西新宿 新宿住友ピル 'ill 話 03- 344- 1911

大阪本 ｊ［ｾ 大阪市北区民田町 ＱＶ 1書 J也' ; { 1話 06- 363- 1371

支 I苫 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 IJ 町 11 - 2  ;II 訴052- 581 - 8571

広 ｉ［ｾ 市紙屋町 Ｑ 丁目 Ｒ 番 ＲＲ 号Ｇ［ Ｑｌ 話 ＰＸＲＲ Ｍ ＴＷ Ｍ ＴＵ ＳＵ

福岡市中央区大名 2 丁目 4 格22号 電 話092- 761 - 3795

出 ｾｬｩ 所償浜・福井 ・ 京都 ・事 ｪｬ 戸松江 Ｎ i'l' 純

一一冷 ・暖房、衛生 、機器配管、設計施工一 一

⑮ 
株会社式 Jご2同主

フk エ 業 所

，j;: 社 大阪市大 i定区南浜田r 3 丁同141存地

〒 5 3  1  ; 正 訴 大 阪 (372) 2  8  5  1  (代表)

東京支1 t
1
; 東京都中火区八丁J.M4 T n ll 併 7 ひ

干 1 0  4  ( Jl ll n-ピ ル)

'，l!: ｾ， ｲｩ 東京 Ｈ ＵＵ ＱＩ 8  0  4  1  (代表)

Ｚｊｾ＠ ｾｉ ｾ 所 ｃｾｪ＠ 取 . r，宇 馬 ・等: 行11 '/:¥・君 ilt 

1: ，. ; 似九i 岡. li': 1.1. 1'  r.r， 松

.  .，.邑

竜 彦 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 r ，lj 大阪市北区 1:t Ｑ Ｚ ，ｾ＠ i:兵illi 1  - 2  5  ( 新大ビル )

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  (代)

本社 ・東京支郎 東京都中央区日本僑本石町T4- 2( 三井第二別館)

ｾｬＱ話 (03 )  279 - 5  6  7  1  (大代)

名 内 産 ・ 九 州 ・ 広 向 札 帆 ・」紅海村 ・ 北 |準 大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 ト 14 T  E  L  0 6- 44 1  - 5  1  7  1  

支 l苫 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・ 横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧ 指 研 ; 多 様 繍Z 畠 柱

本 社 大 阪 市 街 区 瓦 屋 町 3 番丁68番地( オートセンターピル2階)

郵便番号542 rt 1昔話大阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 番

J l ! }; >: 営業所 J在京都千代 IR区九段南 2丁目 2番 5号( 九段ピル 81;皆)

銅I i 出番号 102 milfi 東京 ( 03) 262- 3  2  4  1  - 4  :m 



- 空 気 鯛 和設 備 ・給 排 水t衛 生 段 備 ・塗善幸設 備

・蒸 気 噴 射 式 冷 凍 機 ・ 公 害 防 止 関 連 機 縁/ 置宣言十 製 作 施 工

、F 大
..e:= 

ヌE 而土

( 1日社名 建 材 社 )

本社 ・ Ｊｊｪｾ 支 Ｑ ， Ｑ［ ］ 虫点曲折 Ｑ ｲ，ＱＡ西新 ｉ ｲ， ｈ Ｈｬｦｩ ｭ 住友ビ ル ＱＲ ・ ＱＳｆ Ｉ @( 344)1851)c代

大 阪 支 J，I; = 大 阪 市 北 区 中 之 ぬ 2 - 22 ⑨ (203)3721 代

名 古 屋 支 山 = 名 古 屋 市 中 区 錦 2 - 2  - 13 ⑥ (211 )1535 Jt 

出張所］札悦・仙台 ・ ｾＲ w.金 沢 ・神 戸 高 絵

広 品 ・ 絞 山 . ｴＧｬｾ＠ 問 i中 縄・ パ ノ コ ， 7

一般空関段備・恒 ｩ 息懐［ｾｉｬＡＺ 備・ 冷凍冷蔵 重 量備

冷 却 乾 燥 設 備 ・環 境改 普 段備 そ の 他 上記 に 附

，目、一 帯 す る 衛 生 、電 気 等 一切 の 工 事 の 設 計 ・ 施 工

I IS. イヲ写本U フヲシト繍ヨ8 U

司宝F 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 大阪市大淀区中出本 i凪 1 丁 目 2 帯 地 ホ ー コ ク ピ ル

〒 531 1 l t 断大阪 ( 06) 372- 5171 ( 代後 )

支 1苫 東 京 郎 中 央 区 日 本 締 本 町 3 の 1 共 同 ピ ル

〒 103 1 l t 郎東京 ( 03 )242- 5521(代 表)

営 業所 福 岡 ・ ; 1 ， 古 座 広 助 ・ 札 帆 ( ，11 台

回

ＱＱ 迂 ・冷 房 ・ 空主 Ｈｩ ｽ ｬｉ ｾ ｲｩｬｩｾＩ 立制務装出

設 言十 地

高 fi!!: 
釜11

会主ｾ

-← 

阪 支 庖

本 社

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

屯 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表)

束 京 都 千 代 田 区 神 回 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

j息・湿度 調 整 装 置 、 暖房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支属

大 阪 市 北 区i . I 田 町 3 0  氾 結 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1( 新東京ピ J レ)

仙 台 支 庖

名 古 屋 支 庖

m 骨¥!'; ( 211 )  8  5  1  1  .  8  5  6  1  (千t )

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

flL 筋 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

屯 陪 ( 971 ) 3  6  2  1  

く m哩型堕コ 空 気 調 和 設 f

設 計 施 工

換気 ・除塵設備

東 洋 烈 工 務 ' 儀 式 会 極 大 阪 安 値

大 阪 市 西 区 京 町 線 4 丁 目

本 社 東京都中央区京締 2 丁目 9

支 l吉 名 古 屋 福 岡

T  E  L  (  433)  8  0  7  1  

T  E  L ( 562)  1 3 5  1  

温 湿 度 調 整 ・ 暖冷 房 ・換気 給 排 水 ・ 衛 生設備

設 計 並 施 工

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 J吉

四 日 市 支 l苫

滋 賀 営 療 所

湾 営 損 所

京都市南区西九条ｾ田町 Ｒ 0 番 地 内 l

';lL銘 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 (691 ) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満僑北詰 )

包 括 (352)  3  5  0  1  - 3  

阿 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑬7431- 3  

大 i主 市 打 出 浜 13ー 15 ｾｬｴ 昔前 ＰＷＷＵ ⑫ Ｙ 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1 包 括 0592 ⑫ 3 6 1  0  

空 調 ・衛 生 設 備の 頁

<<+"IO. 2舎町震后信13:

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・Ｇ Ｂ 可 Ｚ ｾ ・ ｕＺＨ Ｚ ｉ

ー1=... ・.......
". . . . . 、 東 洋キャリア工業( 除) デスト ビュ ー タ 一 関 西 地区

l∞自宅塗 駐車禁芸芦社

給 ・排水 ・衛生 ・消火 ・暖冷房設備

お 諮 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪 (458) 3531番

営 業 所 京 都 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

@  平山互業株式会社

衛生 ・空気調和設備 ・設計 ・施工

大阪市西区江戸娼通 2 の2 T E L ( 441 )的1994・( 443)附 0331

空気調和・ 恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@ 不 ニ 鰐 エ 業 績 給 粧

本 庖

東京支l苫

営 換 所

大 阪 市 南 区 "Iri ｾ袋町 Ｒ - 5  0  電 話 261 - 2436(ft) 

東京都大岡区西馬込 1 - 2 - 1 ';JI話 773ー 1231開

銀 時 ・ 浜 松 ・ 京 郷 ・ 事l' 戸 ・ 九i 岡

観 切n 心 で 御 用 さ せ て 1頁 き ま す

大 型 パ y ケージ、ヒータ一等々

( 市f面的半値以下町出物も少量あります )

胃
宮 地 空 調 専 門 l苫

代 表 御 用 役 宮 地 一 彦

大 阪 市 西 成 区 山 王3 - 16 一 7

代表 649-0008 夜間 641-1242

山

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

回 工 業 株 式 会 社

本 社 Jに阪 di 附伊: 市町掛 1 T  11 6  2  '，[i，;/i 06 (443)8161  Ｈ ｫｦｾ お Ｉ

名古同支社 れ占州市中 I更 栄 2T11 16- 13 正，;f; 055 (202) ωnmm 

ｪ［ＧＺ ｾ 転 ピル

出 張 所 点J; ( lmi岳民北，'，，113 f116 - 1 8  

J H，Iピルデ イノグ ，'，'111 3陪 .正，/; 03 (409)  8  9  0  5  

神 山li'El lIl>Ut l と快j J f j 7  1'1 11肉 1 '，[i，J， 078 (341 )  1778 ・438fi

53  



電 気 設 備 ⑤

I7Eヨ E 軍 吉 必= - . L瓜 . ー.. .h.

l場 竜 天L 俳 誌

代表ｾｬｬＮ指ＱＧｩ Ｑ 支 山本博三
社 大 阪 市 北 区 中 之 1;，¥ 3  - 3  :o:iI J 日 ピ ル

T E L  大 阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 立E 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪 06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

Ji t  .r. rs ｲｦ ｪ 布京 区 西京甑 ｾ 野町 Ｒ 1  

T  E  L  ，j，.r. s  075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  Ｈ イｾ Ｉ

山 中 央 区 薬 院 1 - 1 4 - 8

T E L 九i W; j  092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

社

A

Q

一

A

設 計 施 工

朝

電 気 設 備 の 頁

6逮

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

白1日欠

本

本有士営難所

京 都 営 難 所

社

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

阪 市 北 区 高 垣 11汀 1 6 帯 地 ( 来 阪 急 ピ ル )

屯 話 大 阪 ( 313 ) 1  1  0  1  ( 大 代 )

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・却下的 ・大 阪 南 - 神 戸 ・広 品 ・:J UH

A

S

A

 

式株業エ原栗

有 ｬ ｾ I珂補 岡 出 張 所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

取締役支社長 姉 川 正 男

大阪市東区間聞紙 li . T rJ 八番地 'jll Jli 大阪 ( 202)0325- 9 撚

本 社 * ，;i  r.l 1千代 III Iil: l'li 事11 [日 1 丁目 4 帯 地 5 りー

支 社 札 眺 ・仙 台 ) L / 内・ 1' ，古 11!. . t; ，¥ 1判

営業所 ＺＱ ｾ＠ 1!Ji斤 全国主要都市20ヶ所

会 社

支

電 気 工 事 設 計 施 工

血i
，、ー

代表取締役 林 敏夫

社 大 阪 市 北 区 制i 笠岡町 5 0  (堂ビル 7 階)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 行11中 火区日本 的知 的町 3 丁目 2 番 地

電 話 ( 671) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・. f ll 般 原 ・ 堺 ・ 稲 山

社株 式 会 社

庖

本

出 張 所

設計・施工

喝 '

気 株

電 気 工 事

エ

A

宏
一
一
一

制

式

:

一

株

帆

湖

機

嘉

ゆ

電

叫

暖

{

玉

制

気電

S込 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大阪 市 峨点 区 ｾＧｦ Ｎ 江 見 ｉ 之田 ｉ 三丁 目 Ｍ .1;  

i正 ;Vi 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市峨点区針江東之町 3 丁 日11 屯話大阪 (931)7004 

4号良県御所，Ii御1.1;岨3 6 0 屯話御所 ( 2 ) 0 1 2 2

枚万 di 山之上凶町 1 の I 屯話枚) j " (43)8659・(44)9232

A

G

一

A
式本 電中

本

社

大 阪 市 北 区 制i 笠 町 5 0  ( 堂 ビル 31，皆)

III 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新統 2 - 1  6  ( ニュー新 椴 ビル H 皆)

m 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

¥: IL 話 ( 991 ) 5  1  3  1  ( 代 )

持 ｾ・ 千 楽・ 宇 都 宮 ・ 熊本

キ土

庖

本

支

資 材 倉 庫

奈 良 営 換 所

彼 方 営 難 所

乍

白支

神 戸営 業 所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 川 淀 川 区 柏 虫 町 1 丁 目 1 1  0 得 J也

"; [t J .f j  大 l坂 ( 472 ) 代 表 1 1  0  1 ー 7

京 以 行Is.rl" 川 区 西 J I.反 1TI 6 丁 自 25格 11 .1} ( 'Ii，. ;I :.' ，ビル)

ｾ ｬｉ ｴｬ ，ｲ［ ［ Ｑ ｬ ｩ＠ *  ，;， ( 49 1) 1746  ( 492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 介 区 紡 物 山li 町 2 3 帯 地

ｾ ｕＺ＠ ;i 吊 小 介 ( 56 )  5  6  6  5  .  5  8  1  8  

1日 ・ 千 策 ・ 和 歌 山 名 山 hi

H  イメ

文

社

6 番 地

8  8 8 1  

電気工事・計装工事・般骨十施工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 勝

取締役社長 平 木 究

大 阪 市 北 区 機 ケ 校 町 5

電 話 大 阪 大 代 表 ( 312)

東 京 ・名 古 座 . pq 円 市 神 戸

松 山

ト

ム

A

d

1

 

本

，}-司 J匙戸斤

支 防

営業所 1/下出 似 所

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

電 気 工 事 設 計 施 工

社

A

Q

一
品

事 株 式エ藤エ太 陽

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

回
取締・役 社 長

社本

自日

大 阪 di 縞 砧 区 上 福 島 北 1 - 2  

T E L ( 06)  452- 1  1  5  1 ( 代)

大 阪 市 此 花 区 恩 tt 南 之 町 7 3  

T E L ( 06)  462- 1  3  0  1 ( 代)

四中本
取締H支社 長

社本

司王本音I1屯カ

営業所

A

Q

一

A

商

電気工事・計装工事・設計施工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

氷

電気設備設計施工

、Ll:.

1旦

大 阪 市 北 区 西 場 川 町 1 5 番 地

ｾｴＺｌ＠ ｊ ｉ ｾ 大阪 Ｈ Ｓ ＶＴ ) 代 3 0  5  6  

*  Ｉ ［ｊｾ＠ . 神 戸 ・広 品

名 古 屋 ・岡 山 ・水 };，Ij  

札眺・ 滋 Ｑ ｾ .  7J j 砂 ・松 山 - 三 原 . i'l' 織

本山取締役社長

宇土

庖

所

所

本

支

廿

白

出

高千f I t 亀縦械式会討

岩 崎

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 1 0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358ー 1 1  7  1大 代 表

東 京 ・ 神 戸 ・九 州

雄久取 締 役 社 長

間

v
キ土本

業

ｾ 長
営 業 所

5 4  
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

奉 仕 感 謝 のJ吉

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: :  11) ) 奪窯* 商庖

姫路官皆様所 姫 路 市 北 条 口 1 2  6 番 地 ( 住友生命保 険 ピル 7 F )  

⑩ 
ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手Lーチ- ミ〉木ール

棟 式 会 祉

三 幸 商 曾

大阪市北 区与力 町一 ノーO

電 話 大 阪 ( 358) 4  0  3  1  

建設省忽定の防火材料

ソリジットスタイン 基材同等 o  0  0  3 号

エ パ ウ オ ー ル 基材同等 o0  0  3 号

エ パ ー サ ン ド 基材同等 o0  0  4 号 Standard 

@圃

Board &'Slate 

本 社 大阪市東住吉区駒 川町 3 一54 屯話 (06)702一7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

内外装ホ一口一建材及スパンドレル( ヨドウオル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及 責任 施 工

⑨ サ ク ラ 建 産 株 式 会 社

大阪市都 島区都島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 ( 922 ) 代表4421 - 3  

1  可守刊号・可弓=. . 0・・・・・・t O: : I I

，J .o:' :'; 1  ｾｬ 、ｾ
t ; ，:: "1  r.?0' 1  T り1

B池ぽ 民主21 .r. ，;" 

フ タ パ 需 7阪

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 底

大 阪 支 底

大阪市東区高防総 2 丁目 9，野村ビ J レ51稽 電 話 大 阪 (202) 4905

JI注能はBL認定ガ保証/

その土に画期的に簡単な新工法と

おしゃれなデザインをヨドコウガ

加えましだ。

ヨドて三すり8l
ヨｾＺＺｊＮニマト

“ス ｉ ｡ＮＭｾ
E  

. . m= " 噌，ー・. 本 社 大阪市東区南本町 4 丁目あ番地 〒臼1 2:t ( 国 ) 245- 1111

!III・・・‘.. 東 京 支 社 東京都中央区八丁堀 4丁目港地l号{ 京橋高市ピル) 干 IQ4 冒 ( 03) 551ー 1171

h 司ーー. ・E 回・・ 営 業 所 札幌{ 四 ) 47n・盛岡( 38) 8111 ・仙台 ( 25) 苅91 新潟 ( 28) 3784 千葉 ( 43) 田 5

・・E 温且民WI 東 京{ 拙) 1l 71・横浜(削 ) 9123高 崎 (61 ) 1281 静岡{ 日} ∞19・富山 ( 32) お刷

名古屋 ( Is) 2421 ・大阪倒的 1201 ・広島( 唱 ) 2431 ・高松 ( 34) 3611 ・借問{ 閣 ) 6035

宮 崎 ( 53) 3161

5 5  



キ
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量

ネ土

..0、

:a-
柏 原 涯

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  0  
2  4  

大 阪 市 西 淀川 区 御幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

ヤ

マ

ト議

決

吹 付 -ー に 1

ＺｾＧ Ｚ＠ ｾ＠ :- I 主 材

塗 付 ・ーに}

| 石綿

完 全 耐 火 j

ｾＢＮＮＮ＠

/ ' 〆 F インテリヤ・・・カラーストーン・・・研出し仕上/

(旭化成ミュ- ) レコート・セット品)

s，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

(旭イヒ成ミュ- ) レコート・セッ卜品 )

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

d議

青 株 式

- 全 固 有 名 建 材 腐 へ 御 問 合 せ 下 さ い

発

売

元

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

56 
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日進式 総合天井システムミ百選三|

当社狙特の照明燈ユニット及戸ルミ製Tnーを建物のモジューj しに配到し、天井仕上材と寸本化

しだシステム天井で空調、照明、防災器機、スピ 力一等の設備ゾーンとの組合せ、霊に間仕切、

ブランド B O Xなどの取{ 寸をも可能にし定多様機能を育するシステム天井です。( P A T. o1牛〉

奥村重兵衛株式会社日

大 阪 市 北 区 伊 勢 町 22 番 地

都 中 央 区 銀 座 1 T包 27番 9 号

福 岡 市1専 多 区 住 吉2 丁 目16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 T目 1 番 6 号

広 島 市 舟 入 本 町 19 番 13 号

仙 台 市 燕 沢 字 西 山 5 の 18

干 530 電 話( 06) 312- 4131( 代〉

干 104 電 話( 03) 563- 3351( 代〉

干 812 電 信( 092) 291 - 0459( 代〉

干 733 電 話( 052) 522 - 5436 ( 代〉

〒733 電 話( 0822) 91 - 1533 ( 代〉

干983 電 話( 0222) 52- 2631( 代〉

l自社名 検 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 唐 名 古 屋

広 島

仙 台

年中見ていただける 皆様の見本室

|実|

タイル

常設展示場

g二=tgema

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

A M.  l O. oo- P.M.  5.00 

日曜 ・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南森 町 46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

営 難 品 目

L A F  リミァトロードエヤーホイノレ7 7.ン

L E F  ，ミッ トロードアードファン

S A F ス トリームラインファン

H AF タ ー ポ 7 7 ン

PA F プ レ ー ト フ ァ ン

MAF 多 翼 送 風 機

CA F 直 流 式 静 音 送 風 機

V A F 可 変 式 軸 流 送 風 機

T A F 軸 流 送 風 機

J O Y 可 変 節 軸 流 送 風 機

マ J レ チ ウ イ ン グ 軸 流 送 風 機

滋 ピ 製 耐 般 送 風 機

本 社 ・ 工 場 干 536 大 阪 市 城 東 区 聖 子 江 東 之町 2 丁 目 l 番 地

電 話 大 阪 ( 06) 9  3  1 ー 7 8  0  2  ( 代)

東 京 出 張 所 干 113 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 丁 目 6 番 1 7 号

電 話 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代)

九 州 出 張 所 〒8 12 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

電 話 福 岡 ( 092) 2  8  1  - 7  3  9  6 番

豊 か な 生 活 環 境 を お 届 け し ます

I na 

伊 奈9 -r' J L . ・伊奈衛生聞冨・伊奈ポυパコ

I na 伊 奈 製 閲 椋 試 畠 社

本 社 愛 知 県 常 滑 市 大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 南 通ト 62 T EL  532  - 6081供)

57 
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タ 然 え な い

わ れ な い

腐 ら な い

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

本

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P . M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V  波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク 卜 ・ モ ニ タ ー

社 兵 111I 以 尼 崎 市 昭和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 崎 玉 県 厳 市 塚 越 5 丁 目 6 待 3 2 号 T包 括 蕨 ( 42)  3115 - 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  '11'L言舌 チcl l5t ( 488 )  108l fセ呈畳

九 州 支 l苫 及 工 場 稲 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 来 電 話 八 幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古屋 支 1吉 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24 m 2中続ビノレ 電 話 名 古 屋 (581 ) 2781 - 4

モルタル ・コンクリート用

ご一報次第

カタログ進呈します

58 

事 7 ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の加 水分 解 生 成 物 で あ る 水 酸化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 榔 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 搬 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

牢 A E 効 果 に よ り 適 盆 の 空 気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ピ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 枯 活 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

本 セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水や 空 気 中 の 塩 類 、 殺 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン トの 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕 . lIill 朽 を 防 止 し

て 榔 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ 防 温 効 力 は 恒 久的 です。

その他マノール製品

急 結 材 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

% 2 ::1-'" ( セメント起泡剤) - ZF SE & (f ZZ22)  

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 業 所

セ メ ン ト 混 和 斉IJ • Dh 材 綜 合 メ ー カ 一

株 式 b !....II I:: I.... ー，ー.1品
会社 ＮＮＮＮＮＮ司自唱畠園田昌Ｎ・ ｾ ＮＦＮ
東 京 都 品 川 区 大 井 1 - 15 ー 1 宜主 東 京 ( 774) 41 11代 表

茨 城 県 土 浦 市 大 町 1 2  1  3  まま 土 浦 ( 21 )  5  1  8  9  

有n ｽ ［［ｉ ｪ 県花 Ｎ ｾ };-h市 下 野 寺 ' 下 ill 原 霊宝 福 島 ( 34 )  7  1  1  1  

岩 手県 盛 岡 市 南 大 通 3 - 12- 50 f t  盛 岡 ( 24)  0  2  1  3  

大 阪 市 東 成 区 東 中 本 2 - 17 - 26 霊堂 大 阪 ( 971 ) 4  7 6  5  
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⑩東西アス協組

防水なら .. . という自信は、一朝一夕では生まれません。

東西アス、生まれて 20年。写真集はその歩みの集約です。

ｹＭ［ＮＺ ヲ Ｗ ルｾＮ
同組合

F

化

M

F

針、

防水に専心し、業界に先進する東西アスる1

今日までの積み重ねをバネとして、新た

ー

‘

j

l

t

 

東西アス責任施工による実績( 累計)

50年

マ 東西アス別事業協同組合

田島ルーフインク" 株式会社

大阪: 大 阪 市 西 区 京 町 堀 | ー74 電話 (06 )443- 0431

東京 。東京都千代田区岩本町3ー|卜 13 電話 (03)862- 8531 
48年45年昭 和35年 40年
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Ｎ ｾを の優れた特長

口A c ous t l c a l 吸 音 性

口C o mfort abl e- '  快 適 性

口D ur abl e 耐 久 性

口S a fe 安 全 性

口H ygl enl c 衛 生 的

口C he ml c a l R es i s t e nt 一一一一一耐 薬 品 性

アコスチフロア/ ターケットジムフロア規格、組成

品 名 | 規 格 | 組 成 | 色 数

表層( 1拍%)

極 ft ビニール

樹脂可盟剤.

飯科. 安定例‘

克噴剤

尭抱層 ( 20%) 1 1色

t塩化ビエール I( グリー ン)

樹脂可慣例

{ 高裕 アコ; < + ヲロア 4 曲 OI' I/ m' ( f C U鳥

タ ヶ，ト〆ムフロ 7 .9 却01
1
11耐 H L共

ｬ ｮｾ 安 Ｓ Ｐ Ｐ ＱＧ Ｑ 肘

アコスチ | 即 幅 員

( 一般用) 13.5回 XI84咽 X25m

スウェーテ' ン。 社会保l容が高度にすすんで

いる例 。 病院、ＧＧＧｻＺ校、乏人ホーム、図 ｩ Ａｾ Ｚ 館、

体育施設なと'のあらゆる公共施設が、もっとも

充実している問。 この人間中心の土緩から

生みだされた、同ml 的な長尺床材、ことに

l敗行性、断熱性にすぐれたヒュー7 ンな l-le材、

これがアコスチフロア、ターケ y トジムフロア

で九九アコスチフロア、ターケットジムフロアは、

その機能 1(li ，! 必工而における独特のメリ ット

により、北欧は じめ欧米各国の著名な設計 !i

によ って j : t < f I l され、重要，建築物に数多く

使われています〉そしていまや 白世界の床材"

. 新しいH年代の床材" として高い評価l を受・けて

います。そのアコスチフロア、ターケットジム

フロアが H本にもやってきたのです主

ジ ム 15.5 uX I倒 閣 X 25m

(修育館有用)

却 O耐以 上

E 東 西 床 協 組

V白色F里 干…T A J 爪I IA O Y O  K A K O  CI  


